
ワークシート(イメージ)
	プロジェクト名
	Ⅲ　次世代の青少年を育てる
	概 要
	不登校の児童・生徒は、「心因性」「遊び・非行型」「無気力型」など態様が様々です。個々に応じた対策を総合的に推進するため、様々な取組を展開します。

	
	　(1)不登校対策プロジェクト
	
	

	1 評価指標
	年間不登校児童生徒数(大阪府域・公私立小・中学校)
	2  評価指標の推移、

　 全国及び他府県比較
	○　年間不登校児童生徒数(公私立小・中学校)
(単位：人)

[image: image1.emf]15年度 16年度 17年度

18年度

(速 報 値)

大 阪 府 10,698 10,656 10,117 9,437

東 京 都 9,541 9,307 9,219 9,752

神奈川県 9,162 9,181 9,475 10,144

愛 知 県 7,325 7,428 7,487 7,844

全 国 125,976 123,058 121,936 126,363




	3 関連指標
	(1)不登校出現率(国公私立小・中学校)
　
[image: image2.emf](単位：％)

15年度 16年度 17年度

18年度

(速 報 値)

大 阪 府 1.46 1.46 1.39 1.27

東 京 都 1.10 1.07 1.05 1.11

神奈川県 1.33 1.33 1.35 1.43

愛 知 県 1.16 1.18 1.18 1.22

全 国

1.15 1.14 1.13 1.17



	(2)不登校傾向に係る相談件数(府教育センター・すこやか教育相談)

　
[image: image3.emf](単位：件)

15年度 16年度 17年度 18年度

783 986 818 990


(3)いじめの発生・認知件数(大阪市、堺市を除く)                          　　  　    
[image: image4.emf](単位：件)

15年度 16年度 17年度 18年度

1,069 1,158 1,010 3,000

(注)平成18年度は、公私立学校の認知件数。


　　　

	(4)暴力行為の発生件数
　
[image: image5.emf](単位：件)

15年度 16年度 17年度 18年度

4,358 5,075 4,574 5,811

(注)平成18年度は、公私立学校の発生件数。




	4 審議会評価
	(1)緊急性・継続性

　　 不登校児童生徒数は、減少傾向にあるものの、出現率は全国に比べ高い水準で推移しており、対策の緊急性・継続性は高い。
(2)府の関与の必要性
     府域として不登校児童生徒の減少を図るためには、広域的な取組が必要であり、府が先導的役割を果たし、市町村等に指導助言していく必要があることから、府の関与が求められる。
(3)施策の効果

スクールカウンセラーの配置等により、不登校児童生徒数や出現率が減少しており、一定の効果は上がっている。
	不登校問題は、背景にいじめや生活環境の変化が複合的に関わっており、学校における生徒指導体制の充実や関係機関との連携強化等により、未然防止や早期の解決に向けた施策の推進が必要。
これまで一定の施策効果は上がっているものの、出現率は全国に比べ高い水準で推移しており、引き続き施策を推進していく必要がある。
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						項目 コウモク		事業名 ジギョウナ		事業内容 ジギョウナイヨウ		目標値
(H21) モクヒョウアタイ		事業実績 ジギョウジッセキ				決算額 ケッサンガク				施策評価 シサクヒョウカ				主要Ｐ シュヨウ

														17年度 ネンド		18年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド		ランク		今後の事業の方向性 コンゴジギョウホウコウセイ

		(1)各成長段階に応じた取組 カクセイチョウダンカイオウトリクミ		①出産期から周産期 シュッサンキシュウサンキ		育児支援に重点をおいた乳幼児健康診査を行っている自治体(市町村)の割合 イクジシエンジュウテンニュウヨウジケンコウシンサオコナジチタイシワリアイ		市町村母子保健事業 シボシホケンジギョウ

						不慮の事故死亡率 フリョジコシボウリツ		乳幼児の不慮の事故防止対策事業 ニュウヨウジフリョジコボウシタイサクジギョウ				半減(H22) ハンゲン

						妊娠中の喫煙率 ニンシンナカキツエンリツ						0%(H22)

						育児期間中の両親の自宅での喫煙率 イクジキカンナカリョウシンジタクキツエンリツ





該当事業数

		■個別指標 コベツシヒョウ

		１ 各成長段階に応じた取組

				項目 コウモク				該当事業数 ガイトウジギョウスウ		全事業数 ゼンジギョウスウ		施策評価 シサクヒョウカ		備　　考 ソナエコウ

				(1)出産期から
    周産期 シュッサンキシュウサンキ		育児支援に重点をおいた乳幼児健康診査を行っている自治体(市町村)の割合 イクジシエンジュウテンニュウヨウジケンコウシンサオコナジチタイシワリアイ				4

						不慮の事故死亡率 フリョジコシボウリツ

						妊娠中の喫煙率 ニンシンナカキツエンリツ

						育児期間中の両親の自宅での喫煙率 イクジキカンナカリョウシンジタクキツエンリツ

						小   計① ショウケイ		0

				(2)乳幼児期 ニュウヨウジキ		通常保育事業 ツウジョウホイクジギョウ

						地域子育て支援センター事業 チイキコソダシエンジギョウ

						つどいの広場事業 ヒロバジギョウ

						ファミリー・サポート・センター事業 ジギョウ

						一時保育事業 イチジホイクジギョウ

						特定保育事業 トクテイホイクジギョウ

						ショートステイ事業 ジギョウ

						トワイライトステイ事業 ジギョウ

						病後保育事業 ビョウゴホイクジギョウ

						延長保育事業 エンチョウホイクジギョウ

						休日保育事業 キュウジツホイクジギョウ

						夜間保育事業 ヤカンホイクジギョウ

						育児支援推進保育所事業 イクジシエンスイシンホイクショジギョウ

						家庭支援推進保育所事業 カテイシエンスイシンホイクショジギョウ

						子ども家庭サポーターの養成 コカテイヨウセイ

						私立幼稚園における週５日以上の預かり保育実施園数 シリツヨウチエンシュウヒイジョウアズホイクジッシエンスウ

						小   計② ショウケイ		0

				(3)学童期・思春期 ガクドウキシシュンキ		地域コーディネーター養成数 チイキヨウセイスウ

						放課後児童健全育成事業(ｸﾗﾌﾞ数) ホウカゴジドウケンゼンイクセイジギョウスウ

						不登校児童・生徒数 フトウコウジドウセイトスウ

						刑法犯少年の検挙・補導人員数 ケイホウハンショウネンケンキョホドウジンインカズ

						図書類自動販売機設置届出台数 トショルイジドウハンバイキセッチトドデダイスウ

						区分陳列を実施している書店 クブンチンレツジッシショテン

						小   計③ ショウケイ		0

				計(①＋②＋③) ケイ				0

		２　成長段階に共通した取組 セイチョウダンカイキョウツウトリクミ

				項目 コウモク				該当事業数 ガイトウジギョウスウ		全事業数 ゼンジギョウスウ		施策評価 シサクヒョウカ		備　　考 ソナエコウ

				育児支援推進保育所事業(再掲) イクジシエンスイシンホイクショジギョウサイケイ

				新ﾊｰﾄﾌﾙ事業・らくらくルートの整備率 シンジギョウセイビリツ

				地域安全情報のメール配信システム チイキアンゼンジョウホウハイシン

				ひったくり発生件数 ハッセイケンスウ

				計 ケイ				0

		３ 援護を要する子ども・保護者への支援 エンゴヨウコホゴシャシエン

				項目 コウモク				該当事業数 ガイトウジギョウスウ		全事業数 ゼンジギョウスウ		施策評価 シサクヒョウカ		備　　考 ソナエコウ

				不登校児童・生徒数(再掲) フトウコウジドウセイトスウサイケイ

				児童養護施設における小規模グループケア ジドウヨウゴシセツショウキボ

				児童養護施設、乳児院、里親に措置された子どものうち里親への委託率 ジドウヨウゴシセツニュウジインサトオヤソチコサトオヤイタクリツ

				障害児(者)地域療育等支援事業の実施市町村数 ショウガイジチイキリョウイクトウシエンジギョウジッシシスウ

				ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ、ｶﾞｲﾄﾞﾍﾙﾊﾟｰ派遣事業 ハケンジギョウ

				在宅障害者短期入所事業 ザイタクショウガイシャタンキニュウショジギョウ

				身体障害者、知的障害者デイサービス事業 シンタイショウガイシャチテキショウガイシャジギョウ

				重症心身障害児(者)通園事業 ジュウショウシンシンショウガイジモノツウエンジギョウ

				特別支援教育コーディネーターの配置 トクベツシエンキョウイクハイチ

				障害教育に係る「校内委員会」の設置 ショウガイキョウイクカカコウナイイインカイセッチ

				個別の教育支援計画の策定 コベツキョウイクシエンケイカクサクテイ

				日本語指導等が必要な生徒が在籍する学校に対するサポートの割合 ニホンゴシドウトウヒツヨウセイトザイセキガッコウタイワリアイ

				計 ケイ				0

		４　職業生活と家庭生活の両立 ショクギョウセイカツカテイセイカツリョウリツ

				項目 コウモク				該当事業数 ガイトウジギョウスウ		全事業数 ゼンジギョウスウ		施策評価 シサクヒョウカ		備　　考 ソナエコウ

				育児休業を取得している人の割合 イクジキュウギョウシュトクヒトワリアイ

				育児休業制度の規定率 イクジキュウギョウセイドキテイリツ

				計 ケイ				0

				総            計 ソウケイ				0		0		0
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主要P

		主要プロジェクトの進捗状況・施策評価(イメージ） シュヨウシンチョクジョウキョウシサクヒョウカ

		プロジェクト名 ナ				方向性 ホウコウセイ		事業名 ジギョウナ		事業内容 ジギョウナイヨウ		事業実績 ジギョウジッセキ				決   算   額 (単位：千円) ケツザンガクタンイセンエン				施策評価 シサクヒョウカ										審議会評価 シンギカイヒョウカ

												17年度 ネンド		18年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド		総合評価 ソウゴウヒョウカ		緊急性 キンキュウセイ		左の理由 ヒダリリユウ		今後の事業の方向性 コンゴジギョウホウコウセイ

		Ⅰ子どもを守る コマモ		(１)児童虐待対策プロジェクト ジドウギャクタイタイサク		　市町村ごとに設置されている「児童虐待防止ネットワーク」の充実とネットワークに参画の各機関の機能強化をすすめます。 シセッチジドウギャクタイボウシジュウジツサンカクカクキカンキノウキョウカ		児童虐待の発生予防システムの構築事業 ジドウギャクタイハッセイヨボウコウチクジギョウ		児童虐待を未然に防ぎ、早期の養育支援につなげるため、主任児童委員や民生委員・児童委員等の協力を得て、乳幼児健診の身受診家庭や専門的な支援を要する家庭等を訪問し、見守る仕組みを構築する。		実施市町村数33				26,112				Ａ		ＡＡＡ		児童虐待は虐待を受けた児童の心身に大きな傷を与えるものであり、早期対応が必要である。 ジドウギャクタイギャクタイウジドウシンシンオオキズアタソウキタイオウヒツヨウ		廃止		当初予定どおり平成18年度末で終了する。		審議会委員によるプロジェクト全体に対する評価コメント シンギカイイインゼンタイタイヒョウカ

								育児支援家庭訪問事業 イクジシエンカテイホウモンジギョウ		養育支援を必要とするが、自ら援助を求められない状況にある家庭に対し、当該家庭が安定した乳幼児の養育を行うことができるよう、子育てOB等を派遣する事業を推進する。 ヨウイクシエンヒツヨウミズカエンジョモトジョウキョウカテイタイトウガイカテイアンテイニュウヨウジヨウイクオコナコソダトウハケンジギョウスイシン		実施市町村数１３				交付金化 コウフキンカ

								地域虐待防止ネットワークの充実 チイキギャクタイボウシジュウジツ		地域における虐待の未然防止を一層推進するため、児童虐待の防止等に関する法律及び児童福祉法の改正による新たな児童相談体制の整備を行い、要保護児童対策地域協議会設置を働きかけるなど、市町村と協働してネットワーク機能の強化を図る。 チイキギャクタイミゼンボウシイッソウスイシンジドウギャクタイボウシトウカンホウリツオヨジドウフクシホウカイセイアラジドウソウダンタイセイセイビオコナヨウホゴジドウタイサクチイキキョウギカイセッチハタラシチョウソンキョウドウキノウキョウカハカ		要保護児童対策地域協議会設置市町村２１ ヨウホゴジドウタイサクチイキキョウギカイセッチシチョウソン				ー				Ａ		ＡＡＡ		増加する児童虐待の発生予防、早期発見、早期対応を行うことは緊急の課題であり、市町村域での関係機関の連携強化が重要である ゾウカジドウギャクタイハッセイヨボウソウキハッケンソウキタイオウオコナキンキュウカダイシチョウソンイキカンケイキカンレンケイキョウカジュウヨウ		廃止		事業効果を高めるため、平成１９年度から子ども家庭センター運営費に組み入れて実施する。 ジギョウコウカタカヘイセイネンドコカテイウンエイヒクイジッシ

								子ども家庭センターと学校との連携 コカテイガッコウレンケイ		平成１６年度に作成した「児童虐待における学校園と子ども家庭センターの連携についてー通告等に関する基本ルールー」の徹底を図り、児童虐待の早期発見、早期対応に努める。 ヘイセイネンドサクセイジドウギャクタイガッコウエンコカテイレンケイツウコクトウカンキホンテッテイハカジドウギャクタイソウキハッケンソウキタイオウツト		市町村教委生徒指導担当指導主事研修会の実施　１回 シチョウソンキョウイセイトシドウタントウシドウシュジケンシュウカイジッシカイ				ー				ＡＡ		ＡＡＡ		児童虐待を早期に発見するとともに、子どもの安全確認や、緊急保護等を迅速かつ適切に行う体制の整備が必要 ジドウギャクタイソウキハッケンコアンゼンカクニンキンキュウホゴトウジンソクテキセツオコナタイセイセイビヒツヨウ		継続 ケイゾク		早期発見し、迅速、適切な対応を図るためには、児童福祉に関わる関係機関のとの連携が不可欠であり、今後も連携の強化が必要 ソウキハッケンジンソクテキセツタイオウハカジドウフクシカカカンケイキカンレンケイフカケツコンゴレンケイキョウカヒツヨウ

								子ども家庭センターの体制強化 コカテイタイセイキョウカ		子ども家庭センターに「児童虐待対応ITナビシステム」を導入し、ITを活用した相談事案のより組織的な管理を行うことにより、危機管理体制を強化するとともに、急増する児童虐待対応事案に対し、蓄積データや過去の類似事例の検証ならびにリスクアセスメントを踏まえ、迅速かつ的確な判断を行い、早期に対応することで、重大事案への発展を防ぐシステムを構築する。子ども家庭センターの体制強化を図るため、虐待対応についての研修を実施し、児童虐待事案の早期発見及び重大事案への発展を防止する。 コカテイジドウギャクタイタイオウドウニュウカツヨウソウダンジアンソシキテキカンリオコナキキカンリタイセイキョウカキュウゾウジドウギャクタイタイオウジアンタイチクセキカコルイジジレイケンショウフジンソクテキカクハンダンオコナソウキタイオウジュウダイジアンハッテンフセコウチクコカテイタイセイキョウカハカギャクタイタイオウケンシュウジッシジドウギャクタイジアンソウキハッケンオヨジュウダイジアンハッテンボウシ		システムの設計、仕様書の作成を行った セッケイシヨウショサクセイオコナ				7,485				Ａ		ＡＡＡ		児童虐待件数が増加しており、的確なアセスメントに基づいた処遇決定及びデータに基づく相談事案の組織的管理が急務である ジドウギャクタイケンスウゾウカテキカクモトショグウケッテイオヨモトソウダンジアンソシキテキカンリキュウム		廃止 ハイシ		当初予定どおり平成18年度末で終了する。

								緊急対応等基盤整備事業 キンキュウタイオウトウキバンセイビジギョウ		子ども家庭センターに設置している虐待通報を受信する専用電話、緊急出動車両及び携帯電話の活用により、確実に虐待通報を受信するとともに、安全確認や立入調査等を、迅速かつ適切に行う。 コカテイセッチギャクタイツウホウジュシンセンヨウデンワキンキュウシュツドウシャリョウオヨケイタイデンワカツヨウカクジツギャクタイツウホウジュシンアンゼンカクニンタチイリチョウサトウジンソクテキセツオコナ		虐待通告件数1,197件 ギャクタイツウコクケンスウケン				3,282				ＡＡ		ＡＡＡ		急増する児童虐待に迅速、適切に対応し、子どもの安全の確保を図ることが強く求められている。 キュウゾウジドウギャクタイジンソクテキセツタイオウコアンゼンカクホハカツヨモト		継続 ケイゾク		迅速、適切に対応できる体制整備が必要なため、引き続き実施する ジンソクテキセツタイオウタイセイセイビヒツヨウヒツヅジッシ

								市町村の児童相談体制の整備 シチョウソンジドウソウダンタイセイセイビ		児童福祉法の改正（平成１７年４月施行）により、市町村が児童相談の窓口及び児童虐待の通告機関として位置づけされたことに伴い、子ども家庭センターが中心となって、児童相談のノウハウや情報の提供を行う。また、相談に関するガイドラインの作成や市町村の職員に対する研修等を実施するなど、市町村に対する後方支援を積極的に行う。 ジドウフクシホウカイセイヘイセイネンガツセコウシチョウソンジドウソウダンマドグチオヨジドウギャクタイツウコクキカンイチトモナコカテイチュウシンジドウソウダンジョウホウテイキョウオコナソウダンカンサクセイシチョウソンショクインタイケンシュウトウジッシシチョウソンタイコウホウシエンセッキョクテキオコナ		研修開催状況　　　１０日　２０テーマ ケンシュウカイサイジョウキョウニチ				1,761				ＡＡ		ＡＡＡ		児童福祉法の改正により、児童相談業務の一義的な窓口に位置づけられたことから、市町村の相談担当者の育成が急務である。 ジドウフクシホウカイセイジドウソウダンギョウムイチギテキマドグチイチシチョウソンソウダンタントウシャイクセイキュウム		継続 ケイゾク		市町村の相談窓口の充実を図るため、引き続き実施していく シチョウソンソウダンマドグチジュウジツハカヒツヅジッシ

								総合的な権利擁護システムの整備 ソウゴウテキケンリヨウゴセイビ		社会福祉審議会児童専門分科会措置審査部会を改変し、従来の措置審査部会としての機能に加え、子どもや保護者等の代弁機能等を備えた総合的な子どもの権利擁護システムとして「子どもの虐待防止委員会（仮称）」を設置する。 シャカイフクシシンギカイジドウセンモンブンカカイソチシンサブカイカイヘンジュウライソチシンサブカイキノウクワコホゴシャトウダイベンキノウトウソナソウゴウテキコケンリヨウゴコギャクタイボウシイインカイカショウセッチ		ー				ー

				(２)地域で子どもの安全を守るプロジェクト チイキコアンゼンマモ		　地域社会で子どもを犯罪から守る取組を進めます。
　学校における児童・生徒の安全確保に向けた取組や安全教育を推進します。 チイキシャカイコハンザイマモトリクミススガッコウジドウセイトアンゼンカクホムトリクミアンゼンキョウイクスイシン

		Ⅱ子育て家庭への支援 コソダカテイシエン		(１)地域における子育て支援プロジェクト チイキコソダシエン		　子育てと園に関する保護者の多様なニーズにきめ細かく対応するため、「親子交流・仲間づくり」、「育児相談・親のスキルアップ」、「育児支援・家事援助」という３つの視点から、多様な事業メニューを提供します。 コソダエンカンホゴシャタヨウコマタイオウオヤココウリュウナカマイクジソウダンオヤイクジシエンカジエンジョシテンタヨウジギョウテイキョウ

				(２)保育所待機児童解消プロジェクト ホイクショタイキジドウカイショウ		　保育の実施主体である市町村と連携し、地域の実情に応じて、多様な取組を展開することにより、育児休業明け等、年度途中の保育ニーズにも対応し、できるだけ早期に待機児童の解消を図ります。 ホイクジッシシュタイシレンケイチイキジツジョウオウタヨウトリクミテンカイイクジキュウギョウアトウネンドトチュウホイクタイオウソウキタイキジドウカイショウハカ

		Ⅲ次世代の青少年を育てる ジセダイセイショウネンソダ		(１)不登校プロジェクト フトウコウ		　不登校の児童・生徒は、「心因性」、「遊び・非行型」、「無気力型」など態様が様々です。個々に応じた対策を総合的に推進するため、様々な取組を展開します。 フトウコウジドウセイトシンインセイアソヒコウガタムキリョクガタタイヨウサマザマココオウタイサクソウゴウテキスイシンサマザマトリクミテンカイ

				(２)青少年の健全育成プロジェクト セイショウネンケンゼンイクセイ		　府民運動の展開やインターネット等の有害情報対策等により、非行防止のための社会環境を整備します。
　地域と連携した非行少年の立直りを支援します。 フミンウンドウテンカイトウユウガイジョウホウタイサクトウヒコウボウシシャカイカンキョウセイビチイキレンケイヒコウショウネンタチナオシエン

				(３)スポーツ・文化を通じて豊かな感性を育む環境整備プロジェクト ブンカツウユタカンセイハグクカンキョウセイビ		　未来を担う、主体性と創造性、豊かな感性に満ちた青少年を育成するため、スポーツ活動を通じ夢に向かってチャレンジする精神の涵養と文化のふれあいによる豊かな感性の醸成をすすめます。 ミライニナシュタイセイソウゾウセイユタカンセイミセイショウネンイクセイカツドウツウユメムセイシンカンヨウブンカユタカンセイジョウセイ

				(４)若者の自立・挑戦プロジェクト　 ワカモノジリツチョウセン		　小学年低学年段階から発達段階に応じて、基礎基本の着実な定着を図るとともに、系統的・継続的なキャリア教育を実施することにより、子どもたちに将来、職業人・社会人として自立していく能力と態度を育みます。 ショウガクネンテイガクネンダンカイハッタツダンカイオウキソキホンチャクジツテイチャクハカケイトウテキケイゾクテキキョウイクジッシコショウライショクギョウジンシャカイジンジリツノウリョクタイドハグク

				(５)若年者の就職支援プロジェクト ジャクネンシャシュウショクシエン		　JOBカフェOSAKAにおいて幅広い就職支援メニューをワンストップで提供します。
　ニート(NEET)に対する支援を行うため、「ニートサポートクラブ(仮称)」を設置し、専門家によるカウンセリングや就労訓練等を実施する。 ハバヒロシュウショクシエンテイキョウタイシエンオコナカショウセッチセンモンカシュウロウクンレントウジッシ

		Ⅳ次代の親を
つくる ジダイオヤ		子どもとのふれあい推進プロジェクト コスイシン		　次の親となる世代に対して、家庭や子育てに関する理解教育の推進をはじめ、親まなび講座を実施するとともに、乳幼児とふれあう機会を提供するなど、青少年が子育てを身近に感じる意識を醸成します。 ツギオヤセダイタイカテイコソダカンリカイキョウイクスイシンオヤコウザジッシニュウヨウジキカイテイキョウセイショウネンコソダミヂカカンイシキジョウセイ

		Ⅴ仕事と子育ての両立支援 シゴトコソダリョウリツシエン		仕事と子育ての両立支援プロジェクト シゴトコソダリョウリツシエン		　行政と民間による協働促進のための体制を整備し、そのもとで事業者・府民が求める両立支援のための情報を集中的に発信することで、仕事と子育ての両立支援に係る企業の取組や、男性の子育て参加を促進します。 ギョウセイミンカンキョウドウソクシンタイセイセイビジギョウシャフミンモトリョウリツシエンジョウホウシュウチュウテキハッシンシゴトコソダリョウリツシエンカカキギョウトリクミダンセイコソダサンカソクシン





主要P (2)

		

		アウトカム指標の検証・評価(イメージ） シヒョウケンショウヒョウカ

		Ⅲ　次世代の青少年を育てる ジセダイセイショウネンソダ

		　（１）　不登校対策プロジェクト フトウコウタイサク				不登校の児童・生徒は、「心因性」「遊び・非行型」「無気力型」など態様が様々です。個々に応じた対策を総合的に推進するため、様々な取組を展開します。 フトウコウジドウセイトシンインセイアソヒコウガタムキリョクガタタイヨウサマザマココオウタイサクソウゴウテキスイシンサマザマトリクミテンカイ

		アウトカム指標 シヒョウ		審議会評価（試案） シンギカイヒョウカココロアン		事業名 ジギョウナ		事業内容 ジギョウナイヨウ		事業実績 ジギョウジッセキ				決   算   額 (単位：千円) ケツザンガクタンイセンエン				部　局　評　価　（施　策　評　価） ブキョクヒョウアタイシサクヒョウアタイ

										17年度 ネンド		18年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド		施策目標をあらわす指標　※１ シサクモクヒョウシヒョウ		成果指標　　　※２ セイカシヒョウ		活動指標　　　　※３ カツドウシヒョウ		参考指標　※４ サンコウシヒョウ		緊急性 キンキュウセイ		左の理由 ヒダリリユウ		今後の事業の方向性 コンゴジギョウホウコウセイ				今後の施策方向 コンゴシサクホウコウ

		不登校・      児童生徒数　　　　                                   フトウコウジドウセイトスウ				スクーリングサポート推進事業 スイシンジギョウ		いじめ、不登校問題に対処するため、「いじめ・不登校対策会議」の開催や「子どもと親の相談員」「生徒協力指導員」の配置及び「スクーリング・サポート・ネットワーク整備事業」を実施する フトウコウモンダイタイショフトウコウタイサクカイギカイサイコオヤソウダンインセイトキョウリョクシドウインハイチオヨセイビジギョウジッシ		ＳＳＮ参加　４３市町村　子どもと親の相談員配置　小学校４２校　生徒指導推進協力員配置小学校２７校 サンカシチョウソンコオヤソウダンインハイチショウガッコウコウセイトシドウスイシンキョウリョクインハイチショウガッコウコウ				60,832				ー		改選児童生徒数（不登校）　⑮1403人　　　　　　⑯1279人　　　　　　⑰1619人 カイセンジドウセイトスウフトウコウニンニンニン		不登校出現率　⑮１．５　　　　　　　　　⑯１．４９　　　　　　　⑰１．３９ フトウコウシュツゲンリツ		全国不登校出現率　　　⑮１．１５　　　　⑯１．１４　　　　⑰１．１３ ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		ＡＡＡ		いじめ不登校問題は、いまだ深刻な状況にあり、また、最近の少年による一連の事件への対策として心のケアの重要性が指摘されているところから､その緊急性は高い。		見直し		今後は市町村教委と対策会議等を行い、効果的、効率的ないじめ不登校対策の推進に努める。		子どもサポート体制の充実に一層取組んでいくため、「スクールカウンセラー配置事業」等をはじめとする施策の推進及び充実に取組んでいく コタイセイジュウジツイッソウトリクハイチジギョウトウシサクスイシンオヨジュウジツトリク

						スクールカウンセラー配置事業		問題行動の未然防止や早期発見、早期解決のためには、子どもの悩み等への相談を行うなど、心のケアが大切であることから、心のケアの専門家であるスクールカウンセラー（臨床心理士）を公立中学校に配置・派遣する。		実施市町村数１３				409,606						中学校における改善生徒数(不登校） チュウガッコウカイゼンセイトスウフトウコウ		スクールカウンセラー配置校数 ハイチコウスウ		中学校における不登校生徒数 チュウガッコウフトウコウセイトスウ		ＡＡＡ		いじめ・不登校問題は、いまだ深刻な状況にあり、また、最近の少年による一連の事件への対策として心のケアの重要性が指摘されているところから､その緊急性は高い。		継続 ケイゾク		平成17年度府内全中学校に配置をし、平成18年度より全中学校において一律6時間の活動形態に変更し、教育相談体制の充実を図るため維持継続する必要がある。

						ハートフレンド派遣事業		様々な態様の不登校児童・生徒に対して、個々の実態に応じたサポートをするため、心理系学部大学生などを府に登録し、府内の公立小・中学校に派遣する。		小学校派遣　           110校
中学校派遣　             92校 ショウガッコウハケンコウチュウガッコウハケンコウ				19,295						不登校児童生徒数　　　　　⑮10497人　　　　　⑯10396人　　　　　⑰9798人 フトウコウジドウセイトスウニンニンニン		改善児童生徒数（不登校）　　　　　⑮1403　　　　　　　　⑯1279　　　　　　　　⑰1619 カイゼンジドウセイトスウフトウコウ		全国不登校出現率　　　⑮１．１５　　　　⑯１．１４　　　　⑰１．１３ ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		Ａ		府内の不登校の状況は、全国的にみても､児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなど、その緊急性は高い		廃止		平成18年度までのモデル事業であり、当初予定どおり平成18年度末で終了する。

		⑰９,７９８人　　⑱９,０７９人 ニンニン				ITを活用した学校復帰支援事業		ホームページを開設し、不登校に関する各種情報を提供するとともに、不登校の児童・生徒とパソコンなどを通じてコミュニケーションを図ることにより、学校復帰を促したり、学習の支援を行う。		ＨＰアクセス　204,482件 ケン				3,392						改善児童生徒数（不登校）　　　　　　　　⑯1279人　　　　　　　　⑰1619人 カイゼンジドウセイトスウフトウコウニンニン		ＨＰアクセス　　　　　　総件数　　　　　　⑯　０件　　　　　　　　⑰42825件 ソウケンスウケンケン		全国不登校出現率　　　　⑯１．１４　　　　⑰１．１３ ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		Ａ		府内の不登校の状況は、全国的にみても､児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなど、その緊急性は高い。		廃止 ハイシ		早期発見し、迅速、適切な対応を図るためには、児童福祉に関わる関係機関のとの連携が不可欠であり、今後も連携の強化が必要 ソウキハッケンジンソクテキセツタイオウハカジドウフクシカカカンケイキカンレンケイフカケツコンゴレンケイキョウカヒツヨウ

						不登校緊急事業		中学校生活になじめずに不登校になる生徒が多いことから、公立中学校に不登校支援協力員を配置し、中学校1年生段階における小中学校が連携した不登校の予防及び早期対応に取り組む。また、あわせて、不登校生徒数が特に多い公立中学校に対し、不登校専任教員を配置する。		中学校１年不登校生徒数　1,664人
不登校出現率　1.39％ チュウガッコウネンフトウコウセイトスウニンフトウコウシュツゲンリツ				99,159						不登校児童生徒数　　　　　⑮10497人　　　　　⑯10396人　　　　　⑰9798人 フトウコウジドウセイトスウニンニンニン		中学校１年生不登校生徒数　　　⑮１８９８人　　　　　⑯１９１１人　　　　　⑰１６６４人 チュウガッコウネンセイフトウコウセイトスウニンニンニン		全国不登校出現率　　　　⑯１．１４　　　　⑰１．１３ ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		ＡＡＡ		府内の不登校の状況は全国的にみても、児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなどその緊急性は高い。		廃止 ハイシ		府内の不登校児童生徒数は依然として深刻な状況にあり、中学１年生段階における小中連携した予防及び早期対応を行う。

		(注）　○囲み数値は年度 チュウカコスウチネンド

		※１　施策目標をあらわす指標・・・・施策の進捗状況を点検し、効果的・効率的な施策推進を図るとともに、その内容を府民にわかりやすく示すツール シサクモクヒョウシヒョウシサクシンチョクジョウキョウテンケンコウカテキコウリツテキシサクスイシンハカナイヨウフミンシメ

		※２　成果指標・・・・・・・・・・・・・・・・・事務事業の目的を端的にあらわし、事務事業を実施することによってどのような成果が生み出されるかを明確に示すための指標 セイカシヒョウジムジギョウモクテキタンテキジムジギョウジッシセイカウダメイカクシメシヒョウ

		※３　活動指標・・・・・・・・・・・・・・・・・事務事業を実施していく上で行う具体的な活動実績をあらわす指標 カツドウシヒョウジムジギョウジッシウエオコナグタイテキカツドウジッセキシヒョウ

		※４　参考指標･･･････････････････・事務事業の必要性をあらわすような社会的数値、活動指標や成果指標の他府県における数値や全国平均値など、当該事務事業の必要性や成果を把握する上で参考となる指標。また、成果指標を数値として把握困難な場合に成果よる評価を補完するもの サンコウシヒョウジムジギョウヒツヨウセイシャカイテキスウチカツドウシヒョウセイカシヒョウタフケンスウチゼンコクヘイキンチトウガイジムジギョウヒツヨウセイセイカハアクウエサンコウシヒョウセイカシヒョウスウチハアクコンナンバアイセイカヒョウカホカン

		※５　総合評価・・・・・・・・・・・・・・・・・「ＡＡＡ」　拡大または継続する事務事業　「ＡＡ」　継続または見直しする事務事業　「Ａ」　見直しまたは「休止・廃止」する事務事業 ソウゴウヒョウカカクダイケイゾクジムジギョウケイゾクミナオジムジギョウミナオキュウシハイシジムジギョウ

								　



１　指標の推移に関す　　　
　る評価

→経年での評価、全国  
   数値がある場合には
   全国との比較など


２　プロジェクトに対す
  る評価

【評価の視点】

・各事業の緊急性
　（必要性）

・府の関与度

・啓発効果

・発展性（将来効果）

　　　　　　↓

・主要プロジェクト全体 
  における緊急性の
  評価

○　アウトカム指標の推移に関する
   評価

→経年での評価、全国数値がある場合には全国との比較など


○　関連指標の分析
　(例)
　・いじめの発生件数
　・校内暴力の発生件数
　・すこやか教育相談件数(公立）
　・コスモスダイヤル相談件数（私立）
      
　　


【評価の視点】

・緊急性

・府の関与の必要性

・効果性



新

		アウトカム指標の検証・評価(イメージ) シヒョウケンショウヒョウカ

		Ⅲ　次世代の青少年を育てる ジセダイセイショウネンソダ

		(１)不登校プロジェクト フトウコウ		不登校の児童・生徒は、「心因性」「遊び・非行型」「無気力型」など態様が様々です。個々に応じた対策を総合的に推進するため、様々な取組を展開します。

		アウトカム指標 シヒョウ		審議会評価(試案) シンギカイヒョウカシアン		関連指標等の分析 カンレンシヒョウトウブンセキ

		○不登校児童生徒数 フトウコウジドウセイトスウ		【評価の視点】 ヒョウカシテン		○アウトカム指標の推移に関する評価 シヒョウスイイカンヒョウカ

		　17年度：９，７９８人 ネンドニン		○緊急性 キンキュウセイ		(例)・経年での評価　　  レイケイネンヒョウカ

		　18年度：９，０７９人 ネンドニン		○府の関与の必要性 フカンヨヒツヨウセイ		・全国との比較など

				○効果性 コウカセイ

						○関連指標の分析 カンレンシヒョウブンセキ

						(例)・いじめの発生件数 レイハッセイケンスウ

						　　 ・校内暴力の発生件数

						　 　・すこやか教育相談での相談件数(公立)

						　　 ・私学コスモスダイヤル相談件数(私立)





イメージ

		子ども施策の検証・評価(イメージ) コシサクケンショウヒョウカ

		プロジェクト名 ナ		Ⅲ　次世代の青少年を育てる ジセダイセイショウネンソダ																関連指標等 カンレンシヒョウトウ		○不登校出現率 フトウコウシュツゲンリツ

				　(１)不登校プロジェクト フトウコウ																												(単位：％) タンイ

		概要 ガイヨウ		　 不登校の児童・生徒は、「心因性」「遊び・非行型」「無気力型」など態様が様々です。個々に応じた対策を総合的に推進するため、様々な取組を展開します。																						15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度
(速 報 値) ネンドハヤシホウアタイ

																								大阪府 オオサカフ		1.46		1.46		1.39		1.27

																								東京都 トウキョウト		1.10		1.07		1.05		1.11

																								神奈川県 カナガワケン		1.33		1.33		1.35		1.43

																								愛知県 アイチケン		1.16		1.18		1.18		1.22

																								全  国 ゼンコク		1.15		1.14		1.13		1.17

		評価指標 ヒョウカシヒョウ

				○不登校児童生徒数 フトウコウジドウセイトスウ																		○不登校傾向に係る相談件数(府教育センター・すこやか教育相談) フトウコウケイコウカカソウダンケンスウフキョウイク

																														(単位：件) タンイケン

		審議会評価(試案) シンギカイヒョウカシアン		　不登校問題は、その背景にいじめや家庭環境等の問題が複合的に関わっており、学校における生徒指導体制の充実や関係機関との連携強化等により、未然防止策や早期の解決に向けて一層の施策の推進が必要である。 フトウコウモンダイハイケイカテイカンキョウトウモンダイフクゴウテキカカガッコウセイトシドウタイセイジュウジツカンケイキカンレンケイキョウカトウミゼンボウシサクソウキカイケツムイッソウシサクスイシンヒツヨウ																				15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

																								783		986

				(1)緊急性 キンキュウセイ

						　不登校児童生徒数は、減少傾向にあるものの、出現率は全国に比べ高い水準で推移しており、早急なる対策が必要であるなど、その緊急性は高い。 フトウコウジドウセイトスウゲンショウケイコウシュツゲンリツゼンコククラタカスイジュンスイイソウキュウタイサクヒツヨウキンキュウセイタカ																○いじめの発生件数 ハッセイケンスウ

																														(単位：件) タンイケン

				(2)府の関与の必要性 フカンヨヒツヨウセイ																				15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

						　府が先導的役割を果たし、市町村等に指導していく必要があることから、府の直接関与が求められる。 フセンドウテキヤクワリハシトウシドウヒツヨウフチョクセツカンヨモト																		1,069		1,158		1,010

				(3)効果性 コウカセイ																		○校内暴力の発生件数 コウナイボウリョクハッセイケンスウ

						　不登校専任教員の配置やスクールカウンセラーの配置等により、不登校児童生徒数が減少しており、効果は上がっている。 フトウコウセンニンキョウインハイチハイチトウフトウコウジドウセイトスウゲンショウコウカア																								(単位：件) タンイケン

																								15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

		評価指標の推移に関する評価 ヒョウカシヒョウスイイカンヒョウカ		○不登校児童生徒数 フトウコウジドウセイトスウ																				4,358		5,075		4,574

														(単位：人) タンイヒト

								15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

						大阪府 オオサカフ		10,497		10,396		9,798		9,079						施策評価 シサクヒョウカ		　子どもサポート体制の充実に一層取り組んでいくため、「スクールカウンセラー配置事業」等をはじめとする施策の推進及び充実に取り組んでいく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　(事業毎の評価は、別紙１参照) コタイセイジュウジツイッソウトクハイチジギョウトウシサクスイシンオヨジュウジツトクジギョウマイヒョウカベッシサンショウ

						全  国 ゼンコク		126,226		123,358		122,255		126,764

						　不登校児童生徒数は、減少傾向にあるものの、依然として高い水準で推移している。 フトウコウジドウセイトスウゲンショウケイコウイゼンタカスイジュンスイイ





関連事業の実績

														(別紙３) ベッシ

		■関連事業の実績 カンレンジギョウジッセキ

				事業名 ジギョウナ		事業内容 ジギョウナイヨウ		事業実績 ジギョウジッセキ				決   算   額 (単位：千円) ケツザンガクタンイセンエン

								17年度 ネンド		18年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

				スクーリングサポート推進事業 スイシンジギョウ		　 いじめ、不登校問題に対処するため、「いじめ・不登校対策会議」の開催や「子どもと親の相談員」「生徒協力指導員」の配置及び「スクーリング・サポート・ネットワーク(ＳＳＮ)整備事業」を実施する フトウコウモンダイタイショフトウコウタイサクカイギカイサイコオヤソウダンインセイトキョウリョクシドウインハイチオヨセイビジギョウジッシ		・ＳＳＮ参加　
  　　43市町村
・子どもと親の
  相談員配置　
　小学校 42校
　生徒指導推進
  協力員配置小
  学校　 27校 サンカシチョウソンコオヤソウダンインハイチショウガッコウコウセイトシドウスイシンキョウリョクインハイチショウガッコウコウ				60,832

				スクールカウンセラー配置事業		　 問題行動の未然防止や早期発見、早期解決のためには、子どもの悩み等への相談を行うなど、心のケアが大切であることから、心のケアの専門家であるスクールカウンセラー（臨床心理士）を公立中学校に配置・派遣する。		実施市町村数
              13				409,606

				ハートフレンド派遣事業		様々な態様の不登校児童・生徒に対して、個々の実態に応じたサポートをするため、心理系学部大学生などを府に登録し、府内の公立小・中学校に派遣する。		・小学校派遣
　　　　 110校
・中学校派遣
           92校 ショウガッコウハケンコウチュウガッコウハケンコウ				19,295

				ITを活用した学校復帰支援事業		ホームページを開設し、不登校に関する各種情報を提供するとともに、不登校の児童・生徒とパソコンなどを通じてコミュニケーションを図ることにより、学校復帰を促したり、学習の支援を行う。		ＨＰアクセス
　　　204,482件 ケン				3,392

				不登校緊急事業		中学校生活になじめずに不登校になる生徒が多いことから、公立中学校に不登校支援協力員を配置し、中学校1年生段階における小中学校が連携した不登校の予防及び早期対応に取り組む。また、あわせて、不登校生徒数が特に多い公立中学校に対し、不登校専任教員を配置する。		中学校１年不登
校生徒数
　　　　 1,664人
不登校出現率
　　　　　1.39％ チュウガッコウネンフノボルコウセイトスウニンフトウコウシュツゲンリツ				99,159



１　指標の推移に関す　　　
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→経年での評価、全国  
   数値がある場合には
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２　プロジェクトに対す
  る評価

【評価の視点】

・各事業の緊急性
　（必要性）

・府の関与度

・啓発効果

・発展性（将来効果）

　　　　　　↓

・主要プロジェクト全体 
  における緊急性の
  評価

○　アウトカム指標の推移に関する
   評価

→経年での評価、全国数値がある場合には全国との比較など


○　関連指標の分析
　(例)
　・いじめの発生件数
　・校内暴力の発生件数
　・すこやか教育相談件数(公立）
　・コスモスダイヤル相談件数（私立）
      
　　



施策評価の結果

																						(別紙４) ベッシ

		■施策評価の結果 シサクヒョウアタイケッカ

				事業名 ジギョウナ		施策目標をあらわす指標　※１ シサクモクヒョウシヒョウ		成果指標　　　※２ セイカシヒョウ		活動指標　　　　※３ カツドウシヒョウ		参考指標　※４ サンコウシヒョウ		評　価
(緊急性)
※５ ヒョウアタイ		左の理由 ヒダリリユウ		今後の事業の方向性 コンゴジギョウホウコウセイ				今後の施策方向 コンゴシサクホウコウ

				スクーリングサポート推進事業 スイシンジギョウ		ー		改選児童生徒数（不登校）
⑮1,403人
⑯1,279人
⑰1,619人 カイセンジドウセイトスウフトウコウニンニンニン		不登校出現率　
⑮1.50
⑯1.49　
⑰1.39 フトウコウシュツゲンリツ		全国不登校出現率
⑮1.15
⑯1.14
⑰1.13 ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		ＡＡＡ		いじめ不登校問題は、いまだ深刻な状況にあり、また、最近の少年による一連の事件への対策として心のケアの重要性が指摘されているところから､その緊急性は高い。		見直し		今後は市町村教委と対策会議等を行い、効果的、効率的ないじめ不登校対策の推進に努める。		　 子どもサポート体制の充実に一層取組んでいくため、「スクールカウンセラー配置事業」等をはじめとする施策の推進及び充実に取組んでいく。 コタイセイジュウジツイッソウトリクハイチジギョウトウシサクスイシンオヨジュウジツトリク

				スクールカウンセラー配置事業				中学校における改善生徒数(不登校） チュウガッコウカイゼンセイトスウフトウコウ		スクールカウンセラー配置校数 ハイチコウスウ		中学校における不登校生徒数 チュウガッコウフトウコウセイトスウ		ＡＡＡ		いじめ・不登校問題は、いまだ深刻な状況にあり、また、最近の少年による一連の事件への対策として心のケアの重要性が指摘されているところから､その緊急性は高い。		継続 ケイゾク		平成17年度府内全中学校に配置をし、平成18年度より全中学校において一律6時間の活動形態に変更し、教育相談体制の充実を図るため維持継続する必要がある。

				ハートフレンド派遣事業				不登校児童生徒数
⑮10,497人
⑯10,396人
⑰  9,798人 フトウコウジドウセイトスウニンニンニン		改選児童生徒数（不登校）
⑮1,403人
⑯1,279人
⑰1,619人 カイセンジドウセイトスウフトウコウニンニンニン		全国不登校出現率
⑮1.15
⑯1.14
⑰1.13 ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		Ａ		府内の不登校の状況は、全国的にみても､児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなど、その緊急性は高い		廃止		平成18年度までのモデル事業であり、当初予定どおり平成18年度末で終了する。

				ITを活用した学校復帰支援事業				改選児童生徒数（不登校）
⑮1,403人
⑯1,279人
⑰1,619人 カイセンジドウセイトスウフトウコウニンニンニン		ＨＰアクセス総件数
⑯　    0件
⑰42,825件 ソウケンスウケンケン		全国不登校出現率
⑮1.15
⑯1.14
⑰1.13 ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		Ａ		府内の不登校の状況は、全国的にみても､児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなど、その緊急性は高い。		廃止 ハイシ		早期発見し、迅速、適切な対応を図るためには、児童福祉に関わる関係機関のとの連携が不可欠であり、今後も連携の強化が必要。 ソウキハッケンジンソクテキセツタイオウハカジドウフクシカカカンケイキカンレンケイフカケツコンゴレンケイキョウカヒツヨウ

				不登校緊急事業				不登校児童生徒数
⑮10,497人
⑯10,396人
⑰  9,798人 フトウコウジドウセイトスウニンニンニン		中学校１年生不登校生徒数
⑮1,898人
⑯1,911人
⑰1,664人 チュウガッコウネンセイフトウコウセイトスウニンニンニン		全国不登校出現率
⑮1.15
⑯1.14
⑰1.13 ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		ＡＡＡ		府内の不登校の状況は全国的にみても、児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなどその緊急性は高い。		廃止 ハイシ		　　　府内の不登校児童生徒数は依然として深刻な状況にあり、中学１年生段階における小中連携した予防及び早期対応を行う。

				(注) チュウ

				※１「施策目標をあらわす指標」 シサクモクヒョウシヒョウ		・・・・・・・・・		施策の進捗状況を点検し、効果的・効率的な施策推進を図るとともに、その内容を府民にわかりやすく示すツール

				※２ 「成　　果　　指　　標」 シゲルハタシユビヒョウ		・・・・・・・・・		事務事業の目的を端的にあらわし、事務事業を実施することによってどのような成果が生み出されるかを明確に示すための指標

				※３ 「活　　動　　指　　標」 カツドウユビヒョウ		・・・・・・・・・		事務事業を実施していく上で行う具体的な活動実績をあらわす指標

				※４ 「参　　考　　指　　標」 サンコウユビヒョウ		・・・・・・・・・		事務事業の必要性をあらわすような社会的数値、活動指標や成果指標の他府県における数値や全国平均値など、当該事務事業の必要性や成果を把握する上で参考となる指標。また、成果指標を数値として把握困難な場合に成果よる評価を補完するもの

				※５ 「評　　　　　　　　　価」 ヒョウアタイ		・・・・・・・・・		「ＡＡＡ」　拡大または継続する事務事業　「ＡＡ」　継続または見直しする事務事業　「Ａ」　見直しまたは「休止・廃止」する事務事業



１　指標の推移に関す　　　
　る評価

→経年での評価、全国  
   数値がある場合には
   全国との比較など


２　プロジェクトに対す
  る評価

【評価の視点】

・各事業の緊急性
　（必要性）

・府の関与度

・啓発効果

・発展性（将来効果）

　　　　　　↓

・主要プロジェクト全体 
  における緊急性の
  評価

○　アウトカム指標の推移に関する
   評価

→経年での評価、全国数値がある場合には全国との比較など


○　関連指標の分析
　(例)
　・いじめの発生件数
　・校内暴力の発生件数
　・すこやか教育相談件数(公立）
　・コスモスダイヤル相談件数（私立）
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						項目 コウモク		事業名 ジギョウナ		事業内容 ジギョウナイヨウ		目標値
(H21) モクヒョウアタイ		事業実績 ジギョウジッセキ				決算額 ケッサンガク				施策評価 シサクヒョウカ				主要Ｐ シュヨウ

														17年度 ネンド		18年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド		ランク		今後の事業の方向性 コンゴジギョウホウコウセイ

		(1)各成長段階に応じた取組 カクセイチョウダンカイオウトリクミ		①出産期から周産期 シュッサンキシュウサンキ		育児支援に重点をおいた乳幼児健康診査を行っている自治体(市町村)の割合 イクジシエンジュウテンニュウヨウジケンコウシンサオコナジチタイシワリアイ		市町村母子保健事業 シボシホケンジギョウ

						不慮の事故死亡率 フリョジコシボウリツ		乳幼児の不慮の事故防止対策事業 ニュウヨウジフリョジコボウシタイサクジギョウ				半減(H22) ハンゲン

						妊娠中の喫煙率 ニンシンナカキツエンリツ						0%(H22)

						育児期間中の両親の自宅での喫煙率 イクジキカンナカリョウシンジタクキツエンリツ





該当事業数

		■個別指標 コベツシヒョウ

		１ 各成長段階に応じた取組

				項目 コウモク				該当事業数 ガイトウジギョウスウ		全事業数 ゼンジギョウスウ		施策評価 シサクヒョウカ		備　　考 ソナエコウ

				(1)出産期から
    周産期 シュッサンキシュウサンキ		育児支援に重点をおいた乳幼児健康診査を行っている自治体(市町村)の割合 イクジシエンジュウテンニュウヨウジケンコウシンサオコナジチタイシワリアイ				4

						不慮の事故死亡率 フリョジコシボウリツ

						妊娠中の喫煙率 ニンシンナカキツエンリツ

						育児期間中の両親の自宅での喫煙率 イクジキカンナカリョウシンジタクキツエンリツ

						小   計① ショウケイ		0

				(2)乳幼児期 ニュウヨウジキ		通常保育事業 ツウジョウホイクジギョウ

						地域子育て支援センター事業 チイキコソダシエンジギョウ

						つどいの広場事業 ヒロバジギョウ

						ファミリー・サポート・センター事業 ジギョウ

						一時保育事業 イチジホイクジギョウ

						特定保育事業 トクテイホイクジギョウ

						ショートステイ事業 ジギョウ

						トワイライトステイ事業 ジギョウ

						病後保育事業 ビョウゴホイクジギョウ

						延長保育事業 エンチョウホイクジギョウ

						休日保育事業 キュウジツホイクジギョウ

						夜間保育事業 ヤカンホイクジギョウ

						育児支援推進保育所事業 イクジシエンスイシンホイクショジギョウ

						家庭支援推進保育所事業 カテイシエンスイシンホイクショジギョウ

						子ども家庭サポーターの養成 コカテイヨウセイ

						私立幼稚園における週５日以上の預かり保育実施園数 シリツヨウチエンシュウヒイジョウアズホイクジッシエンスウ

						小   計② ショウケイ		0

				(3)学童期・思春期 ガクドウキシシュンキ		地域コーディネーター養成数 チイキヨウセイスウ

						放課後児童健全育成事業(ｸﾗﾌﾞ数) ホウカゴジドウケンゼンイクセイジギョウスウ

						不登校児童・生徒数 フトウコウジドウセイトスウ

						刑法犯少年の検挙・補導人員数 ケイホウハンショウネンケンキョホドウジンインカズ

						図書類自動販売機設置届出台数 トショルイジドウハンバイキセッチトドデダイスウ

						区分陳列を実施している書店 クブンチンレツジッシショテン

						小   計③ ショウケイ		0

				計(①＋②＋③) ケイ				0

		２　成長段階に共通した取組 セイチョウダンカイキョウツウトリクミ

				項目 コウモク				該当事業数 ガイトウジギョウスウ		全事業数 ゼンジギョウスウ		施策評価 シサクヒョウカ		備　　考 ソナエコウ

				育児支援推進保育所事業(再掲) イクジシエンスイシンホイクショジギョウサイケイ

				新ﾊｰﾄﾌﾙ事業・らくらくルートの整備率 シンジギョウセイビリツ

				地域安全情報のメール配信システム チイキアンゼンジョウホウハイシン

				ひったくり発生件数 ハッセイケンスウ

				計 ケイ				0

		３ 援護を要する子ども・保護者への支援 エンゴヨウコホゴシャシエン

				項目 コウモク				該当事業数 ガイトウジギョウスウ		全事業数 ゼンジギョウスウ		施策評価 シサクヒョウカ		備　　考 ソナエコウ

				不登校児童・生徒数(再掲) フトウコウジドウセイトスウサイケイ

				児童養護施設における小規模グループケア ジドウヨウゴシセツショウキボ

				児童養護施設、乳児院、里親に措置された子どものうち里親への委託率 ジドウヨウゴシセツニュウジインサトオヤソチコサトオヤイタクリツ

				障害児(者)地域療育等支援事業の実施市町村数 ショウガイジチイキリョウイクトウシエンジギョウジッシシスウ

				ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ、ｶﾞｲﾄﾞﾍﾙﾊﾟｰ派遣事業 ハケンジギョウ

				在宅障害者短期入所事業 ザイタクショウガイシャタンキニュウショジギョウ

				身体障害者、知的障害者デイサービス事業 シンタイショウガイシャチテキショウガイシャジギョウ

				重症心身障害児(者)通園事業 ジュウショウシンシンショウガイジモノツウエンジギョウ

				特別支援教育コーディネーターの配置 トクベツシエンキョウイクハイチ

				障害教育に係る「校内委員会」の設置 ショウガイキョウイクカカコウナイイインカイセッチ

				個別の教育支援計画の策定 コベツキョウイクシエンケイカクサクテイ

				日本語指導等が必要な生徒が在籍する学校に対するサポートの割合 ニホンゴシドウトウヒツヨウセイトザイセキガッコウタイワリアイ

				計 ケイ				0

		４　職業生活と家庭生活の両立 ショクギョウセイカツカテイセイカツリョウリツ

				項目 コウモク				該当事業数 ガイトウジギョウスウ		全事業数 ゼンジギョウスウ		施策評価 シサクヒョウカ		備　　考 ソナエコウ

				育児休業を取得している人の割合 イクジキュウギョウシュトクヒトワリアイ

				育児休業制度の規定率 イクジキュウギョウセイドキテイリツ

				計 ケイ				0

				総            計 ソウケイ				0		0		0
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主要P

		主要プロジェクトの進捗状況・施策評価(イメージ） シュヨウシンチョクジョウキョウシサクヒョウカ

		プロジェクト名 ナ				方向性 ホウコウセイ		事業名 ジギョウナ		事業内容 ジギョウナイヨウ		事業実績 ジギョウジッセキ				決   算   額 (単位：千円) ケツザンガクタンイセンエン				施策評価 シサクヒョウカ										審議会評価 シンギカイヒョウカ

												17年度 ネンド		18年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド		総合評価 ソウゴウヒョウカ		緊急性 キンキュウセイ		左の理由 ヒダリリユウ		今後の事業の方向性 コンゴジギョウホウコウセイ

		Ⅰ子どもを守る コマモ		(１)児童虐待対策プロジェクト ジドウギャクタイタイサク		　市町村ごとに設置されている「児童虐待防止ネットワーク」の充実とネットワークに参画の各機関の機能強化をすすめます。 シセッチジドウギャクタイボウシジュウジツサンカクカクキカンキノウキョウカ		児童虐待の発生予防システムの構築事業 ジドウギャクタイハッセイヨボウコウチクジギョウ		児童虐待を未然に防ぎ、早期の養育支援につなげるため、主任児童委員や民生委員・児童委員等の協力を得て、乳幼児健診の身受診家庭や専門的な支援を要する家庭等を訪問し、見守る仕組みを構築する。		実施市町村数33				26,112				Ａ		ＡＡＡ		児童虐待は虐待を受けた児童の心身に大きな傷を与えるものであり、早期対応が必要である。 ジドウギャクタイギャクタイウジドウシンシンオオキズアタソウキタイオウヒツヨウ		廃止		当初予定どおり平成18年度末で終了する。		審議会委員によるプロジェクト全体に対する評価コメント シンギカイイインゼンタイタイヒョウカ

								育児支援家庭訪問事業 イクジシエンカテイホウモンジギョウ		養育支援を必要とするが、自ら援助を求められない状況にある家庭に対し、当該家庭が安定した乳幼児の養育を行うことができるよう、子育てOB等を派遣する事業を推進する。 ヨウイクシエンヒツヨウミズカエンジョモトジョウキョウカテイタイトウガイカテイアンテイニュウヨウジヨウイクオコナコソダトウハケンジギョウスイシン		実施市町村数１３				交付金化 コウフキンカ

								地域虐待防止ネットワークの充実 チイキギャクタイボウシジュウジツ		地域における虐待の未然防止を一層推進するため、児童虐待の防止等に関する法律及び児童福祉法の改正による新たな児童相談体制の整備を行い、要保護児童対策地域協議会設置を働きかけるなど、市町村と協働してネットワーク機能の強化を図る。 チイキギャクタイミゼンボウシイッソウスイシンジドウギャクタイボウシトウカンホウリツオヨジドウフクシホウカイセイアラジドウソウダンタイセイセイビオコナヨウホゴジドウタイサクチイキキョウギカイセッチハタラシチョウソンキョウドウキノウキョウカハカ		要保護児童対策地域協議会設置市町村２１ ヨウホゴジドウタイサクチイキキョウギカイセッチシチョウソン				ー				Ａ		ＡＡＡ		増加する児童虐待の発生予防、早期発見、早期対応を行うことは緊急の課題であり、市町村域での関係機関の連携強化が重要である ゾウカジドウギャクタイハッセイヨボウソウキハッケンソウキタイオウオコナキンキュウカダイシチョウソンイキカンケイキカンレンケイキョウカジュウヨウ		廃止		事業効果を高めるため、平成１９年度から子ども家庭センター運営費に組み入れて実施する。 ジギョウコウカタカヘイセイネンドコカテイウンエイヒクイジッシ

								子ども家庭センターと学校との連携 コカテイガッコウレンケイ		平成１６年度に作成した「児童虐待における学校園と子ども家庭センターの連携についてー通告等に関する基本ルールー」の徹底を図り、児童虐待の早期発見、早期対応に努める。 ヘイセイネンドサクセイジドウギャクタイガッコウエンコカテイレンケイツウコクトウカンキホンテッテイハカジドウギャクタイソウキハッケンソウキタイオウツト		市町村教委生徒指導担当指導主事研修会の実施　１回 シチョウソンキョウイセイトシドウタントウシドウシュジケンシュウカイジッシカイ				ー				ＡＡ		ＡＡＡ		児童虐待を早期に発見するとともに、子どもの安全確認や、緊急保護等を迅速かつ適切に行う体制の整備が必要 ジドウギャクタイソウキハッケンコアンゼンカクニンキンキュウホゴトウジンソクテキセツオコナタイセイセイビヒツヨウ		継続 ケイゾク		早期発見し、迅速、適切な対応を図るためには、児童福祉に関わる関係機関のとの連携が不可欠であり、今後も連携の強化が必要 ソウキハッケンジンソクテキセツタイオウハカジドウフクシカカカンケイキカンレンケイフカケツコンゴレンケイキョウカヒツヨウ

								子ども家庭センターの体制強化 コカテイタイセイキョウカ		子ども家庭センターに「児童虐待対応ITナビシステム」を導入し、ITを活用した相談事案のより組織的な管理を行うことにより、危機管理体制を強化するとともに、急増する児童虐待対応事案に対し、蓄積データや過去の類似事例の検証ならびにリスクアセスメントを踏まえ、迅速かつ的確な判断を行い、早期に対応することで、重大事案への発展を防ぐシステムを構築する。子ども家庭センターの体制強化を図るため、虐待対応についての研修を実施し、児童虐待事案の早期発見及び重大事案への発展を防止する。 コカテイジドウギャクタイタイオウドウニュウカツヨウソウダンジアンソシキテキカンリオコナキキカンリタイセイキョウカキュウゾウジドウギャクタイタイオウジアンタイチクセキカコルイジジレイケンショウフジンソクテキカクハンダンオコナソウキタイオウジュウダイジアンハッテンフセコウチクコカテイタイセイキョウカハカギャクタイタイオウケンシュウジッシジドウギャクタイジアンソウキハッケンオヨジュウダイジアンハッテンボウシ		システムの設計、仕様書の作成を行った セッケイシヨウショサクセイオコナ				7,485				Ａ		ＡＡＡ		児童虐待件数が増加しており、的確なアセスメントに基づいた処遇決定及びデータに基づく相談事案の組織的管理が急務である ジドウギャクタイケンスウゾウカテキカクモトショグウケッテイオヨモトソウダンジアンソシキテキカンリキュウム		廃止 ハイシ		当初予定どおり平成18年度末で終了する。

								緊急対応等基盤整備事業 キンキュウタイオウトウキバンセイビジギョウ		子ども家庭センターに設置している虐待通報を受信する専用電話、緊急出動車両及び携帯電話の活用により、確実に虐待通報を受信するとともに、安全確認や立入調査等を、迅速かつ適切に行う。 コカテイセッチギャクタイツウホウジュシンセンヨウデンワキンキュウシュツドウシャリョウオヨケイタイデンワカツヨウカクジツギャクタイツウホウジュシンアンゼンカクニンタチイリチョウサトウジンソクテキセツオコナ		虐待通告件数1,197件 ギャクタイツウコクケンスウケン				3,282				ＡＡ		ＡＡＡ		急増する児童虐待に迅速、適切に対応し、子どもの安全の確保を図ることが強く求められている。 キュウゾウジドウギャクタイジンソクテキセツタイオウコアンゼンカクホハカツヨモト		継続 ケイゾク		迅速、適切に対応できる体制整備が必要なため、引き続き実施する ジンソクテキセツタイオウタイセイセイビヒツヨウヒツヅジッシ

								市町村の児童相談体制の整備 シチョウソンジドウソウダンタイセイセイビ		児童福祉法の改正（平成１７年４月施行）により、市町村が児童相談の窓口及び児童虐待の通告機関として位置づけされたことに伴い、子ども家庭センターが中心となって、児童相談のノウハウや情報の提供を行う。また、相談に関するガイドラインの作成や市町村の職員に対する研修等を実施するなど、市町村に対する後方支援を積極的に行う。 ジドウフクシホウカイセイヘイセイネンガツセコウシチョウソンジドウソウダンマドグチオヨジドウギャクタイツウコクキカンイチトモナコカテイチュウシンジドウソウダンジョウホウテイキョウオコナソウダンカンサクセイシチョウソンショクインタイケンシュウトウジッシシチョウソンタイコウホウシエンセッキョクテキオコナ		研修開催状況　　　１０日　２０テーマ ケンシュウカイサイジョウキョウニチ				1,761				ＡＡ		ＡＡＡ		児童福祉法の改正により、児童相談業務の一義的な窓口に位置づけられたことから、市町村の相談担当者の育成が急務である。 ジドウフクシホウカイセイジドウソウダンギョウムイチギテキマドグチイチシチョウソンソウダンタントウシャイクセイキュウム		継続 ケイゾク		市町村の相談窓口の充実を図るため、引き続き実施していく シチョウソンソウダンマドグチジュウジツハカヒツヅジッシ

								総合的な権利擁護システムの整備 ソウゴウテキケンリヨウゴセイビ		社会福祉審議会児童専門分科会措置審査部会を改変し、従来の措置審査部会としての機能に加え、子どもや保護者等の代弁機能等を備えた総合的な子どもの権利擁護システムとして「子どもの虐待防止委員会（仮称）」を設置する。 シャカイフクシシンギカイジドウセンモンブンカカイソチシンサブカイカイヘンジュウライソチシンサブカイキノウクワコホゴシャトウダイベンキノウトウソナソウゴウテキコケンリヨウゴコギャクタイボウシイインカイカショウセッチ		ー				ー

				(２)地域で子どもの安全を守るプロジェクト チイキコアンゼンマモ		　地域社会で子どもを犯罪から守る取組を進めます。
　学校における児童・生徒の安全確保に向けた取組や安全教育を推進します。 チイキシャカイコハンザイマモトリクミススガッコウジドウセイトアンゼンカクホムトリクミアンゼンキョウイクスイシン

		Ⅱ子育て家庭への支援 コソダカテイシエン		(１)地域における子育て支援プロジェクト チイキコソダシエン		　子育てと園に関する保護者の多様なニーズにきめ細かく対応するため、「親子交流・仲間づくり」、「育児相談・親のスキルアップ」、「育児支援・家事援助」という３つの視点から、多様な事業メニューを提供します。 コソダエンカンホゴシャタヨウコマタイオウオヤココウリュウナカマイクジソウダンオヤイクジシエンカジエンジョシテンタヨウジギョウテイキョウ

				(２)保育所待機児童解消プロジェクト ホイクショタイキジドウカイショウ		　保育の実施主体である市町村と連携し、地域の実情に応じて、多様な取組を展開することにより、育児休業明け等、年度途中の保育ニーズにも対応し、できるだけ早期に待機児童の解消を図ります。 ホイクジッシシュタイシレンケイチイキジツジョウオウタヨウトリクミテンカイイクジキュウギョウアトウネンドトチュウホイクタイオウソウキタイキジドウカイショウハカ

		Ⅲ次世代の青少年を育てる ジセダイセイショウネンソダ		(１)不登校プロジェクト フトウコウ		　不登校の児童・生徒は、「心因性」、「遊び・非行型」、「無気力型」など態様が様々です。個々に応じた対策を総合的に推進するため、様々な取組を展開します。 フトウコウジドウセイトシンインセイアソヒコウガタムキリョクガタタイヨウサマザマココオウタイサクソウゴウテキスイシンサマザマトリクミテンカイ

				(２)青少年の健全育成プロジェクト セイショウネンケンゼンイクセイ		　府民運動の展開やインターネット等の有害情報対策等により、非行防止のための社会環境を整備します。
　地域と連携した非行少年の立直りを支援します。 フミンウンドウテンカイトウユウガイジョウホウタイサクトウヒコウボウシシャカイカンキョウセイビチイキレンケイヒコウショウネンタチナオシエン

				(３)スポーツ・文化を通じて豊かな感性を育む環境整備プロジェクト ブンカツウユタカンセイハグクカンキョウセイビ		　未来を担う、主体性と創造性、豊かな感性に満ちた青少年を育成するため、スポーツ活動を通じ夢に向かってチャレンジする精神の涵養と文化のふれあいによる豊かな感性の醸成をすすめます。 ミライニナシュタイセイソウゾウセイユタカンセイミセイショウネンイクセイカツドウツウユメムセイシンカンヨウブンカユタカンセイジョウセイ

				(４)若者の自立・挑戦プロジェクト　 ワカモノジリツチョウセン		　小学年低学年段階から発達段階に応じて、基礎基本の着実な定着を図るとともに、系統的・継続的なキャリア教育を実施することにより、子どもたちに将来、職業人・社会人として自立していく能力と態度を育みます。 ショウガクネンテイガクネンダンカイハッタツダンカイオウキソキホンチャクジツテイチャクハカケイトウテキケイゾクテキキョウイクジッシコショウライショクギョウジンシャカイジンジリツノウリョクタイドハグク

				(５)若年者の就職支援プロジェクト ジャクネンシャシュウショクシエン		　JOBカフェOSAKAにおいて幅広い就職支援メニューをワンストップで提供します。
　ニート(NEET)に対する支援を行うため、「ニートサポートクラブ(仮称)」を設置し、専門家によるカウンセリングや就労訓練等を実施する。 ハバヒロシュウショクシエンテイキョウタイシエンオコナカショウセッチセンモンカシュウロウクンレントウジッシ

		Ⅳ次代の親を
つくる ジダイオヤ		子どもとのふれあい推進プロジェクト コスイシン		　次の親となる世代に対して、家庭や子育てに関する理解教育の推進をはじめ、親まなび講座を実施するとともに、乳幼児とふれあう機会を提供するなど、青少年が子育てを身近に感じる意識を醸成します。 ツギオヤセダイタイカテイコソダカンリカイキョウイクスイシンオヤコウザジッシニュウヨウジキカイテイキョウセイショウネンコソダミヂカカンイシキジョウセイ

		Ⅴ仕事と子育ての両立支援 シゴトコソダリョウリツシエン		仕事と子育ての両立支援プロジェクト シゴトコソダリョウリツシエン		　行政と民間による協働促進のための体制を整備し、そのもとで事業者・府民が求める両立支援のための情報を集中的に発信することで、仕事と子育ての両立支援に係る企業の取組や、男性の子育て参加を促進します。 ギョウセイミンカンキョウドウソクシンタイセイセイビジギョウシャフミンモトリョウリツシエンジョウホウシュウチュウテキハッシンシゴトコソダリョウリツシエンカカキギョウトリクミダンセイコソダサンカソクシン





主要P (2)

		

		アウトカム指標の検証・評価(イメージ） シヒョウケンショウヒョウカ

		Ⅲ　次世代の青少年を育てる ジセダイセイショウネンソダ

		　（１）　不登校対策プロジェクト フトウコウタイサク				不登校の児童・生徒は、「心因性」「遊び・非行型」「無気力型」など態様が様々です。個々に応じた対策を総合的に推進するため、様々な取組を展開します。 フトウコウジドウセイトシンインセイアソヒコウガタムキリョクガタタイヨウサマザマココオウタイサクソウゴウテキスイシンサマザマトリクミテンカイ

		アウトカム指標 シヒョウ		審議会評価（試案） シンギカイヒョウカココロアン		事業名 ジギョウナ		事業内容 ジギョウナイヨウ		事業実績 ジギョウジッセキ				決   算   額 (単位：千円) ケツザンガクタンイセンエン				部　局　評　価　（施　策　評　価） ブキョクヒョウアタイシサクヒョウアタイ

										17年度 ネンド		18年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド		施策目標をあらわす指標　※１ シサクモクヒョウシヒョウ		成果指標　　　※２ セイカシヒョウ		活動指標　　　　※３ カツドウシヒョウ		参考指標　※４ サンコウシヒョウ		緊急性 キンキュウセイ		左の理由 ヒダリリユウ		今後の事業の方向性 コンゴジギョウホウコウセイ				今後の施策方向 コンゴシサクホウコウ

		不登校・      児童生徒数　　　　                                   フトウコウジドウセイトスウ				スクーリングサポート推進事業 スイシンジギョウ		いじめ、不登校問題に対処するため、「いじめ・不登校対策会議」の開催や「子どもと親の相談員」「生徒協力指導員」の配置及び「スクーリング・サポート・ネットワーク整備事業」を実施する フトウコウモンダイタイショフトウコウタイサクカイギカイサイコオヤソウダンインセイトキョウリョクシドウインハイチオヨセイビジギョウジッシ		ＳＳＮ参加　４３市町村　子どもと親の相談員配置　小学校４２校　生徒指導推進協力員配置小学校２７校 サンカシチョウソンコオヤソウダンインハイチショウガッコウコウセイトシドウスイシンキョウリョクインハイチショウガッコウコウ				60,832				ー		改選児童生徒数（不登校）　⑮1403人　　　　　　⑯1279人　　　　　　⑰1619人 カイセンジドウセイトスウフトウコウニンニンニン		不登校出現率　⑮１．５　　　　　　　　　⑯１．４９　　　　　　　⑰１．３９ フトウコウシュツゲンリツ		全国不登校出現率　　　⑮１．１５　　　　⑯１．１４　　　　⑰１．１３ ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		ＡＡＡ		いじめ不登校問題は、いまだ深刻な状況にあり、また、最近の少年による一連の事件への対策として心のケアの重要性が指摘されているところから､その緊急性は高い。		見直し		今後は市町村教委と対策会議等を行い、効果的、効率的ないじめ不登校対策の推進に努める。		子どもサポート体制の充実に一層取組んでいくため、「スクールカウンセラー配置事業」等をはじめとする施策の推進及び充実に取組んでいく コタイセイジュウジツイッソウトリクハイチジギョウトウシサクスイシンオヨジュウジツトリク

						スクールカウンセラー配置事業		問題行動の未然防止や早期発見、早期解決のためには、子どもの悩み等への相談を行うなど、心のケアが大切であることから、心のケアの専門家であるスクールカウンセラー（臨床心理士）を公立中学校に配置・派遣する。		実施市町村数１３				409,606						中学校における改善生徒数(不登校） チュウガッコウカイゼンセイトスウフトウコウ		スクールカウンセラー配置校数 ハイチコウスウ		中学校における不登校生徒数 チュウガッコウフトウコウセイトスウ		ＡＡＡ		いじめ・不登校問題は、いまだ深刻な状況にあり、また、最近の少年による一連の事件への対策として心のケアの重要性が指摘されているところから､その緊急性は高い。		継続 ケイゾク		平成17年度府内全中学校に配置をし、平成18年度より全中学校において一律6時間の活動形態に変更し、教育相談体制の充実を図るため維持継続する必要がある。

						ハートフレンド派遣事業		様々な態様の不登校児童・生徒に対して、個々の実態に応じたサポートをするため、心理系学部大学生などを府に登録し、府内の公立小・中学校に派遣する。		小学校派遣　           110校
中学校派遣　             92校 ショウガッコウハケンコウチュウガッコウハケンコウ				19,295						不登校児童生徒数　　　　　⑮10497人　　　　　⑯10396人　　　　　⑰9798人 フトウコウジドウセイトスウニンニンニン		改善児童生徒数（不登校）　　　　　⑮1403　　　　　　　　⑯1279　　　　　　　　⑰1619 カイゼンジドウセイトスウフトウコウ		全国不登校出現率　　　⑮１．１５　　　　⑯１．１４　　　　⑰１．１３ ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		Ａ		府内の不登校の状況は、全国的にみても､児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなど、その緊急性は高い		廃止		平成18年度までのモデル事業であり、当初予定どおり平成18年度末で終了する。

		⑰９,７９８人　　⑱９,０７９人 ニンニン				ITを活用した学校復帰支援事業		ホームページを開設し、不登校に関する各種情報を提供するとともに、不登校の児童・生徒とパソコンなどを通じてコミュニケーションを図ることにより、学校復帰を促したり、学習の支援を行う。		ＨＰアクセス　204,482件 ケン				3,392						改善児童生徒数（不登校）　　　　　　　　⑯1279人　　　　　　　　⑰1619人 カイゼンジドウセイトスウフトウコウニンニン		ＨＰアクセス　　　　　　総件数　　　　　　⑯　０件　　　　　　　　⑰42825件 ソウケンスウケンケン		全国不登校出現率　　　　⑯１．１４　　　　⑰１．１３ ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		Ａ		府内の不登校の状況は、全国的にみても､児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなど、その緊急性は高い。		廃止 ハイシ		早期発見し、迅速、適切な対応を図るためには、児童福祉に関わる関係機関のとの連携が不可欠であり、今後も連携の強化が必要 ソウキハッケンジンソクテキセツタイオウハカジドウフクシカカカンケイキカンレンケイフカケツコンゴレンケイキョウカヒツヨウ

						不登校緊急事業		中学校生活になじめずに不登校になる生徒が多いことから、公立中学校に不登校支援協力員を配置し、中学校1年生段階における小中学校が連携した不登校の予防及び早期対応に取り組む。また、あわせて、不登校生徒数が特に多い公立中学校に対し、不登校専任教員を配置する。		中学校１年不登校生徒数　1,664人
不登校出現率　1.39％ チュウガッコウネンフトウコウセイトスウニンフトウコウシュツゲンリツ				99,159						不登校児童生徒数　　　　　⑮10497人　　　　　⑯10396人　　　　　⑰9798人 フトウコウジドウセイトスウニンニンニン		中学校１年生不登校生徒数　　　⑮１８９８人　　　　　⑯１９１１人　　　　　⑰１６６４人 チュウガッコウネンセイフトウコウセイトスウニンニンニン		全国不登校出現率　　　　⑯１．１４　　　　⑰１．１３ ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		ＡＡＡ		府内の不登校の状況は全国的にみても、児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなどその緊急性は高い。		廃止 ハイシ		府内の不登校児童生徒数は依然として深刻な状況にあり、中学１年生段階における小中連携した予防及び早期対応を行う。

		(注）　○囲み数値は年度 チュウカコスウチネンド

		※１　施策目標をあらわす指標・・・・施策の進捗状況を点検し、効果的・効率的な施策推進を図るとともに、その内容を府民にわかりやすく示すツール シサクモクヒョウシヒョウシサクシンチョクジョウキョウテンケンコウカテキコウリツテキシサクスイシンハカナイヨウフミンシメ

		※２　成果指標・・・・・・・・・・・・・・・・・事務事業の目的を端的にあらわし、事務事業を実施することによってどのような成果が生み出されるかを明確に示すための指標 セイカシヒョウジムジギョウモクテキタンテキジムジギョウジッシセイカウダメイカクシメシヒョウ

		※３　活動指標・・・・・・・・・・・・・・・・・事務事業を実施していく上で行う具体的な活動実績をあらわす指標 カツドウシヒョウジムジギョウジッシウエオコナグタイテキカツドウジッセキシヒョウ

		※４　参考指標･･･････････････････・事務事業の必要性をあらわすような社会的数値、活動指標や成果指標の他府県における数値や全国平均値など、当該事務事業の必要性や成果を把握する上で参考となる指標。また、成果指標を数値として把握困難な場合に成果よる評価を補完するもの サンコウシヒョウジムジギョウヒツヨウセイシャカイテキスウチカツドウシヒョウセイカシヒョウタフケンスウチゼンコクヘイキンチトウガイジムジギョウヒツヨウセイセイカハアクウエサンコウシヒョウセイカシヒョウスウチハアクコンナンバアイセイカヒョウカホカン

		※５　総合評価・・・・・・・・・・・・・・・・・「ＡＡＡ」　拡大または継続する事務事業　「ＡＡ」　継続または見直しする事務事業　「Ａ」　見直しまたは「休止・廃止」する事務事業 ソウゴウヒョウカカクダイケイゾクジムジギョウケイゾクミナオジムジギョウミナオキュウシハイシジムジギョウ

								　



１　指標の推移に関す　　　
　る評価

→経年での評価、全国  
   数値がある場合には
   全国との比較など


２　プロジェクトに対す
  る評価

【評価の視点】

・各事業の緊急性
　（必要性）

・府の関与度

・啓発効果

・発展性（将来効果）

　　　　　　↓

・主要プロジェクト全体 
  における緊急性の
  評価

○　アウトカム指標の推移に関する
   評価

→経年での評価、全国数値がある場合には全国との比較など


○　関連指標の分析
　(例)
　・いじめの発生件数
　・校内暴力の発生件数
　・すこやか教育相談件数(公立）
　・コスモスダイヤル相談件数（私立）
      
　　


【評価の視点】

・緊急性

・府の関与の必要性

・効果性



新

		アウトカム指標の検証・評価(イメージ) シヒョウケンショウヒョウカ

		Ⅲ　次世代の青少年を育てる ジセダイセイショウネンソダ

		(１)不登校プロジェクト フトウコウ		不登校の児童・生徒は、「心因性」「遊び・非行型」「無気力型」など態様が様々です。個々に応じた対策を総合的に推進するため、様々な取組を展開します。

		アウトカム指標 シヒョウ		審議会評価(試案) シンギカイヒョウカシアン		関連指標等の分析 カンレンシヒョウトウブンセキ

		○不登校児童生徒数 フトウコウジドウセイトスウ		【評価の視点】 ヒョウカシテン		○アウトカム指標の推移に関する評価 シヒョウスイイカンヒョウカ

		　17年度：９，７９８人 ネンドニン		○緊急性 キンキュウセイ		(例)・経年での評価　　  レイケイネンヒョウカ

		　18年度：９，０７９人 ネンドニン		○府の関与の必要性 フカンヨヒツヨウセイ		・全国との比較など

				○効果性 コウカセイ

						○関連指標の分析 カンレンシヒョウブンセキ

						(例)・いじめの発生件数 レイハッセイケンスウ

						　　 ・校内暴力の発生件数

						　 　・すこやか教育相談での相談件数(公立)

						　　 ・私学コスモスダイヤル相談件数(私立)





イメージ

		子ども施策の検証・評価(イメージ) コシサクケンショウヒョウカ

		プロジェクト名 ナ		Ⅲ　次世代の青少年を育てる ジセダイセイショウネンソダ																関連指標等 カンレンシヒョウトウ		○不登校出現率 フトウコウシュツゲンリツ

				　(１)不登校プロジェクト フトウコウ																												(単位：％) タンイ

		概要 ガイヨウ		　 不登校の児童・生徒は、「心因性」「遊び・非行型」「無気力型」など態様が様々です。個々に応じた対策を総合的に推進するため、様々な取組を展開します。																						15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

																								大阪府 オオサカフ		1.50		1.49		1.39

																								全  国 ゼンコク		1.15		1.14		1.13		1.17

		評価指標 ヒョウカシヒョウ

				○不登校児童生徒数 フトウコウジドウセイトスウ																		○不登校傾向に係る相談件数(府教育センター・すこやか教育相談) フトウコウケイコウカカソウダンケンスウフキョウイク

																														(単位：件) タンイケン

		審議会評価(試案) シンギカイヒョウカシアン		　不登校問題は、その背景にいじめや家庭環境等の問題が複合的に関わっており、学校における生徒指導体制の充実や関係機関との連携強化等により、未然防止策や早期の解決に向けて一層の施策の推進が必要である。 フトウコウモンダイハイケイカテイカンキョウトウモンダイフクゴウテキカカガッコウセイトシドウタイセイジュウジツカンケイキカンレンケイキョウカトウミゼンボウシサクソウキカイケツムイッソウシサクスイシンヒツヨウ																				15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

																								783		986

				(1)緊急性 キンキュウセイ

						　不登校児童生徒数は、減少傾向にあるものの、出現率は全国に比べ高い水準で推移しており、早急なる対策が必要であるなど、その緊急性は高い。 フトウコウジドウセイトスウゲンショウケイコウシュツゲンリツゼンコククラタカスイジュンスイイソウキュウタイサクヒツヨウキンキュウセイタカ																○いじめの発生件数 ハッセイケンスウ

																														(単位：件) タンイケン

				(2)府の関与の必要性 フカンヨヒツヨウセイ																				15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

						　府が先導的役割を果たし、市町村等に指導していく必要があることから、府の直接関与が求められる。 フセンドウテキヤクワリハシトウシドウヒツヨウフチョクセツカンヨモト																		1,069		1,158		1,010		3,000

																								(注)平成18年度は、公私立学校の認知件数。 チュウドコウシリツガッコウニンチケンカズ

				(3)効果性 コウカセイ																		○校内暴力の発生件数 コウナイボウリョクハッセイケンスウ

						　不登校専任教員の配置やスクールカウンセラーの配置等により、不登校児童生徒数が減少しており、効果は上がっている。 フトウコウセンニンキョウインハイチハイチトウフトウコウジドウセイトスウゲンショウコウカア																								(単位：件) タンイケン

																								15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

		評価指標の推移に関する評価 ヒョウカシヒョウスイイカンヒョウカ		○不登校児童生徒数 フトウコウジドウセイトスウ																				4,358		5,075		4,574

														(単位：人) タンイヒト

								15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

						大阪府 オオサカフ		10,497		10,396		9,798		9,079						施策評価 シサクヒョウカ		　子どもサポート体制の充実に一層取り組んでいくため、「スクールカウンセラー配置事業」等をはじめとする施策の推進及び充実に取り組んでいく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　(事業毎の評価は、別紙１参照) コタイセイジュウジツイッソウトクハイチジギョウトウシサクスイシンオヨジュウジツトクジギョウマイヒョウカベッシサンショウ

						全  国 ゼンコク		126,226		123,358		122,255		126,764

						　不登校児童生徒数は、減少傾向にあるものの、依然として高い水準で推移している。 フトウコウジドウセイトスウゲンショウケイコウイゼンタカスイジュンスイイ





関連事業の実績

														(別紙３) ベッシ

		■関連事業の実績 カンレンジギョウジッセキ

				事業名 ジギョウナ		事業内容 ジギョウナイヨウ		事業実績 ジギョウジッセキ				決   算   額 (単位：千円) ケツザンガクタンイセンエン

								17年度 ネンド		18年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

				スクーリングサポート推進事業 スイシンジギョウ		　 いじめ、不登校問題に対処するため、「いじめ・不登校対策会議」の開催や「子どもと親の相談員」「生徒協力指導員」の配置及び「スクーリング・サポート・ネットワーク(ＳＳＮ)整備事業」を実施する フトウコウモンダイタイショフトウコウタイサクカイギカイサイコオヤソウダンインセイトキョウリョクシドウインハイチオヨセイビジギョウジッシ		・ＳＳＮ参加　
  　　43市町村
・子どもと親の
  相談員配置　
　小学校 42校
　生徒指導推進
  協力員配置小
  学校　 27校 サンカシチョウソンコオヤソウダンインハイチショウガッコウコウセイトシドウスイシンキョウリョクインハイチショウガッコウコウ				60,832

				スクールカウンセラー配置事業		　 問題行動の未然防止や早期発見、早期解決のためには、子どもの悩み等への相談を行うなど、心のケアが大切であることから、心のケアの専門家であるスクールカウンセラー（臨床心理士）を公立中学校に配置・派遣する。		実施市町村数
              13				409,606

				ハートフレンド派遣事業		様々な態様の不登校児童・生徒に対して、個々の実態に応じたサポートをするため、心理系学部大学生などを府に登録し、府内の公立小・中学校に派遣する。		・小学校派遣
　　　　 110校
・中学校派遣
           92校 ショウガッコウハケンコウチュウガッコウハケンコウ				19,295

				ITを活用した学校復帰支援事業		ホームページを開設し、不登校に関する各種情報を提供するとともに、不登校の児童・生徒とパソコンなどを通じてコミュニケーションを図ることにより、学校復帰を促したり、学習の支援を行う。		ＨＰアクセス
　　　204,482件 ケン				3,392

				不登校緊急事業		中学校生活になじめずに不登校になる生徒が多いことから、公立中学校に不登校支援協力員を配置し、中学校1年生段階における小中学校が連携した不登校の予防及び早期対応に取り組む。また、あわせて、不登校生徒数が特に多い公立中学校に対し、不登校専任教員を配置する。		中学校１年不登
校生徒数
　　　　 1,664人
不登校出現率
　　　　　1.39％ チュウガッコウネンフノボルコウセイトスウニンフトウコウシュツゲンリツ				99,159



１　指標の推移に関す　　　
　る評価

→経年での評価、全国  
   数値がある場合には
   全国との比較など


２　プロジェクトに対す
  る評価

【評価の視点】

・各事業の緊急性
　（必要性）

・府の関与度

・啓発効果

・発展性（将来効果）

　　　　　　↓

・主要プロジェクト全体 
  における緊急性の
  評価

○　アウトカム指標の推移に関する
   評価

→経年での評価、全国数値がある場合には全国との比較など


○　関連指標の分析
　(例)
　・いじめの発生件数
　・校内暴力の発生件数
　・すこやか教育相談件数(公立）
　・コスモスダイヤル相談件数（私立）
      
　　



施策評価の結果

																						(別紙４) ベッシ

		■施策評価の結果 シサクヒョウアタイケッカ

				事業名 ジギョウナ		施策目標をあらわす指標　※１ シサクモクヒョウシヒョウ		成果指標　　　※２ セイカシヒョウ		活動指標　　　　※３ カツドウシヒョウ		参考指標　※４ サンコウシヒョウ		評　価
(緊急性)
※５ ヒョウアタイ		左の理由 ヒダリリユウ		今後の事業の方向性 コンゴジギョウホウコウセイ				今後の施策方向 コンゴシサクホウコウ

				スクーリングサポート推進事業 スイシンジギョウ		ー		改選児童生徒数（不登校）
⑮1,403人
⑯1,279人
⑰1,619人 カイセンジドウセイトスウフトウコウニンニンニン		不登校出現率　
⑮1.50
⑯1.49　
⑰1.39 フトウコウシュツゲンリツ		全国不登校出現率
⑮1.15
⑯1.14
⑰1.13 ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		ＡＡＡ		いじめ不登校問題は、いまだ深刻な状況にあり、また、最近の少年による一連の事件への対策として心のケアの重要性が指摘されているところから､その緊急性は高い。		見直し		今後は市町村教委と対策会議等を行い、効果的、効率的ないじめ不登校対策の推進に努める。		　 子どもサポート体制の充実に一層取組んでいくため、「スクールカウンセラー配置事業」等をはじめとする施策の推進及び充実に取組んでいく。 コタイセイジュウジツイッソウトリクハイチジギョウトウシサクスイシンオヨジュウジツトリク

				スクールカウンセラー配置事業				中学校における改善生徒数(不登校） チュウガッコウカイゼンセイトスウフトウコウ		スクールカウンセラー配置校数 ハイチコウスウ		中学校における不登校生徒数 チュウガッコウフトウコウセイトスウ		ＡＡＡ		いじめ・不登校問題は、いまだ深刻な状況にあり、また、最近の少年による一連の事件への対策として心のケアの重要性が指摘されているところから､その緊急性は高い。		継続 ケイゾク		平成17年度府内全中学校に配置をし、平成18年度より全中学校において一律6時間の活動形態に変更し、教育相談体制の充実を図るため維持継続する必要がある。

				ハートフレンド派遣事業				不登校児童生徒数
⑮10,497人
⑯10,396人
⑰  9,798人 フトウコウジドウセイトスウニンニンニン		改選児童生徒数（不登校）
⑮1,403人
⑯1,279人
⑰1,619人 カイセンジドウセイトスウフトウコウニンニンニン		全国不登校出現率
⑮1.15
⑯1.14
⑰1.13 ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		Ａ		府内の不登校の状況は、全国的にみても､児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなど、その緊急性は高い		廃止		平成18年度までのモデル事業であり、当初予定どおり平成18年度末で終了する。

				ITを活用した学校復帰支援事業				改選児童生徒数（不登校）
⑮1,403人
⑯1,279人
⑰1,619人 カイセンジドウセイトスウフトウコウニンニンニン		ＨＰアクセス総件数
⑯　    0件
⑰42,825件 ソウケンスウケンケン		全国不登校出現率
⑮1.15
⑯1.14
⑰1.13 ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		Ａ		府内の不登校の状況は、全国的にみても､児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなど、その緊急性は高い。		廃止 ハイシ		早期発見し、迅速、適切な対応を図るためには、児童福祉に関わる関係機関のとの連携が不可欠であり、今後も連携の強化が必要。 ソウキハッケンジンソクテキセツタイオウハカジドウフクシカカカンケイキカンレンケイフカケツコンゴレンケイキョウカヒツヨウ

				不登校緊急事業				不登校児童生徒数
⑮10,497人
⑯10,396人
⑰  9,798人 フトウコウジドウセイトスウニンニンニン		中学校１年生不登校生徒数
⑮1,898人
⑯1,911人
⑰1,664人 チュウガッコウネンセイフトウコウセイトスウニンニンニン		全国不登校出現率
⑮1.15
⑯1.14
⑰1.13 ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		ＡＡＡ		府内の不登校の状況は全国的にみても、児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなどその緊急性は高い。		廃止 ハイシ		　　　府内の不登校児童生徒数は依然として深刻な状況にあり、中学１年生段階における小中連携した予防及び早期対応を行う。

				(注) チュウ

				※１「施策目標をあらわす指標」 シサクモクヒョウシヒョウ		・・・・・・・・・		施策の進捗状況を点検し、効果的・効率的な施策推進を図るとともに、その内容を府民にわかりやすく示すツール

				※２ 「成　　果　　指　　標」 シゲルハタシユビヒョウ		・・・・・・・・・		事務事業の目的を端的にあらわし、事務事業を実施することによってどのような成果が生み出されるかを明確に示すための指標

				※３ 「活　　動　　指　　標」 カツドウユビヒョウ		・・・・・・・・・		事務事業を実施していく上で行う具体的な活動実績をあらわす指標

				※４ 「参　　考　　指　　標」 サンコウユビヒョウ		・・・・・・・・・		事務事業の必要性をあらわすような社会的数値、活動指標や成果指標の他府県における数値や全国平均値など、当該事務事業の必要性や成果を把握する上で参考となる指標。また、成果指標を数値として把握困難な場合に成果よる評価を補完するもの

				※５ 「評　　　　　　　　　価」 ヒョウアタイ		・・・・・・・・・		「ＡＡＡ」　拡大または継続する事務事業　「ＡＡ」　継続または見直しする事務事業　「Ａ」　見直しまたは「休止・廃止」する事務事業



１　指標の推移に関す　　　
　る評価

→経年での評価、全国  
   数値がある場合には
   全国との比較など


２　プロジェクトに対す
  る評価

【評価の視点】

・各事業の緊急性
　（必要性）

・府の関与度

・啓発効果

・発展性（将来効果）

　　　　　　↓

・主要プロジェクト全体 
  における緊急性の
  評価

○　アウトカム指標の推移に関する
   評価

→経年での評価、全国数値がある場合には全国との比較など


○　関連指標の分析
　(例)
　・いじめの発生件数
　・校内暴力の発生件数
　・すこやか教育相談件数(公立）
　・コスモスダイヤル相談件数（私立）
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						項目 コウモク		事業名 ジギョウナ		事業内容 ジギョウナイヨウ		目標値
(H21) モクヒョウアタイ		事業実績 ジギョウジッセキ				決算額 ケッサンガク				施策評価 シサクヒョウカ				主要Ｐ シュヨウ

														17年度 ネンド		18年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド		ランク		今後の事業の方向性 コンゴジギョウホウコウセイ

		(1)各成長段階に応じた取組 カクセイチョウダンカイオウトリクミ		①出産期から周産期 シュッサンキシュウサンキ		育児支援に重点をおいた乳幼児健康診査を行っている自治体(市町村)の割合 イクジシエンジュウテンニュウヨウジケンコウシンサオコナジチタイシワリアイ		市町村母子保健事業 シボシホケンジギョウ

						不慮の事故死亡率 フリョジコシボウリツ		乳幼児の不慮の事故防止対策事業 ニュウヨウジフリョジコボウシタイサクジギョウ				半減(H22) ハンゲン

						妊娠中の喫煙率 ニンシンナカキツエンリツ						0%(H22)

						育児期間中の両親の自宅での喫煙率 イクジキカンナカリョウシンジタクキツエンリツ





該当事業数

		■個別指標 コベツシヒョウ

		１ 各成長段階に応じた取組

				項目 コウモク				該当事業数 ガイトウジギョウスウ		全事業数 ゼンジギョウスウ		施策評価 シサクヒョウカ		備　　考 ソナエコウ

				(1)出産期から
    周産期 シュッサンキシュウサンキ		育児支援に重点をおいた乳幼児健康診査を行っている自治体(市町村)の割合 イクジシエンジュウテンニュウヨウジケンコウシンサオコナジチタイシワリアイ				4

						不慮の事故死亡率 フリョジコシボウリツ

						妊娠中の喫煙率 ニンシンナカキツエンリツ

						育児期間中の両親の自宅での喫煙率 イクジキカンナカリョウシンジタクキツエンリツ

						小   計① ショウケイ		0

				(2)乳幼児期 ニュウヨウジキ		通常保育事業 ツウジョウホイクジギョウ

						地域子育て支援センター事業 チイキコソダシエンジギョウ

						つどいの広場事業 ヒロバジギョウ

						ファミリー・サポート・センター事業 ジギョウ

						一時保育事業 イチジホイクジギョウ

						特定保育事業 トクテイホイクジギョウ

						ショートステイ事業 ジギョウ

						トワイライトステイ事業 ジギョウ

						病後保育事業 ビョウゴホイクジギョウ

						延長保育事業 エンチョウホイクジギョウ

						休日保育事業 キュウジツホイクジギョウ

						夜間保育事業 ヤカンホイクジギョウ

						育児支援推進保育所事業 イクジシエンスイシンホイクショジギョウ

						家庭支援推進保育所事業 カテイシエンスイシンホイクショジギョウ

						子ども家庭サポーターの養成 コカテイヨウセイ

						私立幼稚園における週５日以上の預かり保育実施園数 シリツヨウチエンシュウヒイジョウアズホイクジッシエンスウ

						小   計② ショウケイ		0

				(3)学童期・思春期 ガクドウキシシュンキ		地域コーディネーター養成数 チイキヨウセイスウ

						放課後児童健全育成事業(ｸﾗﾌﾞ数) ホウカゴジドウケンゼンイクセイジギョウスウ

						不登校児童・生徒数 フトウコウジドウセイトスウ

						刑法犯少年の検挙・補導人員数 ケイホウハンショウネンケンキョホドウジンインカズ

						図書類自動販売機設置届出台数 トショルイジドウハンバイキセッチトドデダイスウ

						区分陳列を実施している書店 クブンチンレツジッシショテン

						小   計③ ショウケイ		0

				計(①＋②＋③) ケイ				0

		２　成長段階に共通した取組 セイチョウダンカイキョウツウトリクミ

				項目 コウモク				該当事業数 ガイトウジギョウスウ		全事業数 ゼンジギョウスウ		施策評価 シサクヒョウカ		備　　考 ソナエコウ

				育児支援推進保育所事業(再掲) イクジシエンスイシンホイクショジギョウサイケイ

				新ﾊｰﾄﾌﾙ事業・らくらくルートの整備率 シンジギョウセイビリツ

				地域安全情報のメール配信システム チイキアンゼンジョウホウハイシン

				ひったくり発生件数 ハッセイケンスウ

				計 ケイ				0

		３ 援護を要する子ども・保護者への支援 エンゴヨウコホゴシャシエン

				項目 コウモク				該当事業数 ガイトウジギョウスウ		全事業数 ゼンジギョウスウ		施策評価 シサクヒョウカ		備　　考 ソナエコウ

				不登校児童・生徒数(再掲) フトウコウジドウセイトスウサイケイ

				児童養護施設における小規模グループケア ジドウヨウゴシセツショウキボ

				児童養護施設、乳児院、里親に措置された子どものうち里親への委託率 ジドウヨウゴシセツニュウジインサトオヤソチコサトオヤイタクリツ

				障害児(者)地域療育等支援事業の実施市町村数 ショウガイジチイキリョウイクトウシエンジギョウジッシシスウ

				ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ、ｶﾞｲﾄﾞﾍﾙﾊﾟｰ派遣事業 ハケンジギョウ

				在宅障害者短期入所事業 ザイタクショウガイシャタンキニュウショジギョウ

				身体障害者、知的障害者デイサービス事業 シンタイショウガイシャチテキショウガイシャジギョウ

				重症心身障害児(者)通園事業 ジュウショウシンシンショウガイジモノツウエンジギョウ

				特別支援教育コーディネーターの配置 トクベツシエンキョウイクハイチ

				障害教育に係る「校内委員会」の設置 ショウガイキョウイクカカコウナイイインカイセッチ

				個別の教育支援計画の策定 コベツキョウイクシエンケイカクサクテイ

				日本語指導等が必要な生徒が在籍する学校に対するサポートの割合 ニホンゴシドウトウヒツヨウセイトザイセキガッコウタイワリアイ

				計 ケイ				0

		４　職業生活と家庭生活の両立 ショクギョウセイカツカテイセイカツリョウリツ

				項目 コウモク				該当事業数 ガイトウジギョウスウ		全事業数 ゼンジギョウスウ		施策評価 シサクヒョウカ		備　　考 ソナエコウ

				育児休業を取得している人の割合 イクジキュウギョウシュトクヒトワリアイ

				育児休業制度の規定率 イクジキュウギョウセイドキテイリツ

				計 ケイ				0

				総            計 ソウケイ				0		0		0
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主要P

		主要プロジェクトの進捗状況・施策評価(イメージ） シュヨウシンチョクジョウキョウシサクヒョウカ

		プロジェクト名 ナ				方向性 ホウコウセイ		事業名 ジギョウナ		事業内容 ジギョウナイヨウ		事業実績 ジギョウジッセキ				決   算   額 (単位：千円) ケツザンガクタンイセンエン				施策評価 シサクヒョウカ										審議会評価 シンギカイヒョウカ

												17年度 ネンド		18年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド		総合評価 ソウゴウヒョウカ		緊急性 キンキュウセイ		左の理由 ヒダリリユウ		今後の事業の方向性 コンゴジギョウホウコウセイ

		Ⅰ子どもを守る コマモ		(１)児童虐待対策プロジェクト ジドウギャクタイタイサク		　市町村ごとに設置されている「児童虐待防止ネットワーク」の充実とネットワークに参画の各機関の機能強化をすすめます。 シセッチジドウギャクタイボウシジュウジツサンカクカクキカンキノウキョウカ		児童虐待の発生予防システムの構築事業 ジドウギャクタイハッセイヨボウコウチクジギョウ		児童虐待を未然に防ぎ、早期の養育支援につなげるため、主任児童委員や民生委員・児童委員等の協力を得て、乳幼児健診の身受診家庭や専門的な支援を要する家庭等を訪問し、見守る仕組みを構築する。		実施市町村数33				26,112				Ａ		ＡＡＡ		児童虐待は虐待を受けた児童の心身に大きな傷を与えるものであり、早期対応が必要である。 ジドウギャクタイギャクタイウジドウシンシンオオキズアタソウキタイオウヒツヨウ		廃止		当初予定どおり平成18年度末で終了する。		審議会委員によるプロジェクト全体に対する評価コメント シンギカイイインゼンタイタイヒョウカ

								育児支援家庭訪問事業 イクジシエンカテイホウモンジギョウ		養育支援を必要とするが、自ら援助を求められない状況にある家庭に対し、当該家庭が安定した乳幼児の養育を行うことができるよう、子育てOB等を派遣する事業を推進する。 ヨウイクシエンヒツヨウミズカエンジョモトジョウキョウカテイタイトウガイカテイアンテイニュウヨウジヨウイクオコナコソダトウハケンジギョウスイシン		実施市町村数１３				交付金化 コウフキンカ

								地域虐待防止ネットワークの充実 チイキギャクタイボウシジュウジツ		地域における虐待の未然防止を一層推進するため、児童虐待の防止等に関する法律及び児童福祉法の改正による新たな児童相談体制の整備を行い、要保護児童対策地域協議会設置を働きかけるなど、市町村と協働してネットワーク機能の強化を図る。 チイキギャクタイミゼンボウシイッソウスイシンジドウギャクタイボウシトウカンホウリツオヨジドウフクシホウカイセイアラジドウソウダンタイセイセイビオコナヨウホゴジドウタイサクチイキキョウギカイセッチハタラシチョウソンキョウドウキノウキョウカハカ		要保護児童対策地域協議会設置市町村２１ ヨウホゴジドウタイサクチイキキョウギカイセッチシチョウソン				ー				Ａ		ＡＡＡ		増加する児童虐待の発生予防、早期発見、早期対応を行うことは緊急の課題であり、市町村域での関係機関の連携強化が重要である ゾウカジドウギャクタイハッセイヨボウソウキハッケンソウキタイオウオコナキンキュウカダイシチョウソンイキカンケイキカンレンケイキョウカジュウヨウ		廃止		事業効果を高めるため、平成１９年度から子ども家庭センター運営費に組み入れて実施する。 ジギョウコウカタカヘイセイネンドコカテイウンエイヒクイジッシ

								子ども家庭センターと学校との連携 コカテイガッコウレンケイ		平成１６年度に作成した「児童虐待における学校園と子ども家庭センターの連携についてー通告等に関する基本ルールー」の徹底を図り、児童虐待の早期発見、早期対応に努める。 ヘイセイネンドサクセイジドウギャクタイガッコウエンコカテイレンケイツウコクトウカンキホンテッテイハカジドウギャクタイソウキハッケンソウキタイオウツト		市町村教委生徒指導担当指導主事研修会の実施　１回 シチョウソンキョウイセイトシドウタントウシドウシュジケンシュウカイジッシカイ				ー				ＡＡ		ＡＡＡ		児童虐待を早期に発見するとともに、子どもの安全確認や、緊急保護等を迅速かつ適切に行う体制の整備が必要 ジドウギャクタイソウキハッケンコアンゼンカクニンキンキュウホゴトウジンソクテキセツオコナタイセイセイビヒツヨウ		継続 ケイゾク		早期発見し、迅速、適切な対応を図るためには、児童福祉に関わる関係機関のとの連携が不可欠であり、今後も連携の強化が必要 ソウキハッケンジンソクテキセツタイオウハカジドウフクシカカカンケイキカンレンケイフカケツコンゴレンケイキョウカヒツヨウ

								子ども家庭センターの体制強化 コカテイタイセイキョウカ		子ども家庭センターに「児童虐待対応ITナビシステム」を導入し、ITを活用した相談事案のより組織的な管理を行うことにより、危機管理体制を強化するとともに、急増する児童虐待対応事案に対し、蓄積データや過去の類似事例の検証ならびにリスクアセスメントを踏まえ、迅速かつ的確な判断を行い、早期に対応することで、重大事案への発展を防ぐシステムを構築する。子ども家庭センターの体制強化を図るため、虐待対応についての研修を実施し、児童虐待事案の早期発見及び重大事案への発展を防止する。 コカテイジドウギャクタイタイオウドウニュウカツヨウソウダンジアンソシキテキカンリオコナキキカンリタイセイキョウカキュウゾウジドウギャクタイタイオウジアンタイチクセキカコルイジジレイケンショウフジンソクテキカクハンダンオコナソウキタイオウジュウダイジアンハッテンフセコウチクコカテイタイセイキョウカハカギャクタイタイオウケンシュウジッシジドウギャクタイジアンソウキハッケンオヨジュウダイジアンハッテンボウシ		システムの設計、仕様書の作成を行った セッケイシヨウショサクセイオコナ				7,485				Ａ		ＡＡＡ		児童虐待件数が増加しており、的確なアセスメントに基づいた処遇決定及びデータに基づく相談事案の組織的管理が急務である ジドウギャクタイケンスウゾウカテキカクモトショグウケッテイオヨモトソウダンジアンソシキテキカンリキュウム		廃止 ハイシ		当初予定どおり平成18年度末で終了する。

								緊急対応等基盤整備事業 キンキュウタイオウトウキバンセイビジギョウ		子ども家庭センターに設置している虐待通報を受信する専用電話、緊急出動車両及び携帯電話の活用により、確実に虐待通報を受信するとともに、安全確認や立入調査等を、迅速かつ適切に行う。 コカテイセッチギャクタイツウホウジュシンセンヨウデンワキンキュウシュツドウシャリョウオヨケイタイデンワカツヨウカクジツギャクタイツウホウジュシンアンゼンカクニンタチイリチョウサトウジンソクテキセツオコナ		虐待通告件数1,197件 ギャクタイツウコクケンスウケン				3,282				ＡＡ		ＡＡＡ		急増する児童虐待に迅速、適切に対応し、子どもの安全の確保を図ることが強く求められている。 キュウゾウジドウギャクタイジンソクテキセツタイオウコアンゼンカクホハカツヨモト		継続 ケイゾク		迅速、適切に対応できる体制整備が必要なため、引き続き実施する ジンソクテキセツタイオウタイセイセイビヒツヨウヒツヅジッシ

								市町村の児童相談体制の整備 シチョウソンジドウソウダンタイセイセイビ		児童福祉法の改正（平成１７年４月施行）により、市町村が児童相談の窓口及び児童虐待の通告機関として位置づけされたことに伴い、子ども家庭センターが中心となって、児童相談のノウハウや情報の提供を行う。また、相談に関するガイドラインの作成や市町村の職員に対する研修等を実施するなど、市町村に対する後方支援を積極的に行う。 ジドウフクシホウカイセイヘイセイネンガツセコウシチョウソンジドウソウダンマドグチオヨジドウギャクタイツウコクキカンイチトモナコカテイチュウシンジドウソウダンジョウホウテイキョウオコナソウダンカンサクセイシチョウソンショクインタイケンシュウトウジッシシチョウソンタイコウホウシエンセッキョクテキオコナ		研修開催状況　　　１０日　２０テーマ ケンシュウカイサイジョウキョウニチ				1,761				ＡＡ		ＡＡＡ		児童福祉法の改正により、児童相談業務の一義的な窓口に位置づけられたことから、市町村の相談担当者の育成が急務である。 ジドウフクシホウカイセイジドウソウダンギョウムイチギテキマドグチイチシチョウソンソウダンタントウシャイクセイキュウム		継続 ケイゾク		市町村の相談窓口の充実を図るため、引き続き実施していく シチョウソンソウダンマドグチジュウジツハカヒツヅジッシ

								総合的な権利擁護システムの整備 ソウゴウテキケンリヨウゴセイビ		社会福祉審議会児童専門分科会措置審査部会を改変し、従来の措置審査部会としての機能に加え、子どもや保護者等の代弁機能等を備えた総合的な子どもの権利擁護システムとして「子どもの虐待防止委員会（仮称）」を設置する。 シャカイフクシシンギカイジドウセンモンブンカカイソチシンサブカイカイヘンジュウライソチシンサブカイキノウクワコホゴシャトウダイベンキノウトウソナソウゴウテキコケンリヨウゴコギャクタイボウシイインカイカショウセッチ		ー				ー

				(２)地域で子どもの安全を守るプロジェクト チイキコアンゼンマモ		　地域社会で子どもを犯罪から守る取組を進めます。
　学校における児童・生徒の安全確保に向けた取組や安全教育を推進します。 チイキシャカイコハンザイマモトリクミススガッコウジドウセイトアンゼンカクホムトリクミアンゼンキョウイクスイシン

		Ⅱ子育て家庭への支援 コソダカテイシエン		(１)地域における子育て支援プロジェクト チイキコソダシエン		　子育てと園に関する保護者の多様なニーズにきめ細かく対応するため、「親子交流・仲間づくり」、「育児相談・親のスキルアップ」、「育児支援・家事援助」という３つの視点から、多様な事業メニューを提供します。 コソダエンカンホゴシャタヨウコマタイオウオヤココウリュウナカマイクジソウダンオヤイクジシエンカジエンジョシテンタヨウジギョウテイキョウ

				(２)保育所待機児童解消プロジェクト ホイクショタイキジドウカイショウ		　保育の実施主体である市町村と連携し、地域の実情に応じて、多様な取組を展開することにより、育児休業明け等、年度途中の保育ニーズにも対応し、できるだけ早期に待機児童の解消を図ります。 ホイクジッシシュタイシレンケイチイキジツジョウオウタヨウトリクミテンカイイクジキュウギョウアトウネンドトチュウホイクタイオウソウキタイキジドウカイショウハカ

		Ⅲ次世代の青少年を育てる ジセダイセイショウネンソダ		(１)不登校プロジェクト フトウコウ		　不登校の児童・生徒は、「心因性」、「遊び・非行型」、「無気力型」など態様が様々です。個々に応じた対策を総合的に推進するため、様々な取組を展開します。 フトウコウジドウセイトシンインセイアソヒコウガタムキリョクガタタイヨウサマザマココオウタイサクソウゴウテキスイシンサマザマトリクミテンカイ

				(２)青少年の健全育成プロジェクト セイショウネンケンゼンイクセイ		　府民運動の展開やインターネット等の有害情報対策等により、非行防止のための社会環境を整備します。
　地域と連携した非行少年の立直りを支援します。 フミンウンドウテンカイトウユウガイジョウホウタイサクトウヒコウボウシシャカイカンキョウセイビチイキレンケイヒコウショウネンタチナオシエン

				(３)スポーツ・文化を通じて豊かな感性を育む環境整備プロジェクト ブンカツウユタカンセイハグクカンキョウセイビ		　未来を担う、主体性と創造性、豊かな感性に満ちた青少年を育成するため、スポーツ活動を通じ夢に向かってチャレンジする精神の涵養と文化のふれあいによる豊かな感性の醸成をすすめます。 ミライニナシュタイセイソウゾウセイユタカンセイミセイショウネンイクセイカツドウツウユメムセイシンカンヨウブンカユタカンセイジョウセイ

				(４)若者の自立・挑戦プロジェクト　 ワカモノジリツチョウセン		　小学年低学年段階から発達段階に応じて、基礎基本の着実な定着を図るとともに、系統的・継続的なキャリア教育を実施することにより、子どもたちに将来、職業人・社会人として自立していく能力と態度を育みます。 ショウガクネンテイガクネンダンカイハッタツダンカイオウキソキホンチャクジツテイチャクハカケイトウテキケイゾクテキキョウイクジッシコショウライショクギョウジンシャカイジンジリツノウリョクタイドハグク

				(５)若年者の就職支援プロジェクト ジャクネンシャシュウショクシエン		　JOBカフェOSAKAにおいて幅広い就職支援メニューをワンストップで提供します。
　ニート(NEET)に対する支援を行うため、「ニートサポートクラブ(仮称)」を設置し、専門家によるカウンセリングや就労訓練等を実施する。 ハバヒロシュウショクシエンテイキョウタイシエンオコナカショウセッチセンモンカシュウロウクンレントウジッシ

		Ⅳ次代の親を
つくる ジダイオヤ		子どもとのふれあい推進プロジェクト コスイシン		　次の親となる世代に対して、家庭や子育てに関する理解教育の推進をはじめ、親まなび講座を実施するとともに、乳幼児とふれあう機会を提供するなど、青少年が子育てを身近に感じる意識を醸成します。 ツギオヤセダイタイカテイコソダカンリカイキョウイクスイシンオヤコウザジッシニュウヨウジキカイテイキョウセイショウネンコソダミヂカカンイシキジョウセイ

		Ⅴ仕事と子育ての両立支援 シゴトコソダリョウリツシエン		仕事と子育ての両立支援プロジェクト シゴトコソダリョウリツシエン		　行政と民間による協働促進のための体制を整備し、そのもとで事業者・府民が求める両立支援のための情報を集中的に発信することで、仕事と子育ての両立支援に係る企業の取組や、男性の子育て参加を促進します。 ギョウセイミンカンキョウドウソクシンタイセイセイビジギョウシャフミンモトリョウリツシエンジョウホウシュウチュウテキハッシンシゴトコソダリョウリツシエンカカキギョウトリクミダンセイコソダサンカソクシン





主要P (2)

		

		アウトカム指標の検証・評価(イメージ） シヒョウケンショウヒョウカ

		Ⅲ　次世代の青少年を育てる ジセダイセイショウネンソダ

		　（１）　不登校対策プロジェクト フトウコウタイサク				不登校の児童・生徒は、「心因性」「遊び・非行型」「無気力型」など態様が様々です。個々に応じた対策を総合的に推進するため、様々な取組を展開します。 フトウコウジドウセイトシンインセイアソヒコウガタムキリョクガタタイヨウサマザマココオウタイサクソウゴウテキスイシンサマザマトリクミテンカイ

		アウトカム指標 シヒョウ		審議会評価（試案） シンギカイヒョウカココロアン		事業名 ジギョウナ		事業内容 ジギョウナイヨウ		事業実績 ジギョウジッセキ				決   算   額 (単位：千円) ケツザンガクタンイセンエン				部　局　評　価　（施　策　評　価） ブキョクヒョウアタイシサクヒョウアタイ

										17年度 ネンド		18年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド		施策目標をあらわす指標　※１ シサクモクヒョウシヒョウ		成果指標　　　※２ セイカシヒョウ		活動指標　　　　※３ カツドウシヒョウ		参考指標　※４ サンコウシヒョウ		緊急性 キンキュウセイ		左の理由 ヒダリリユウ		今後の事業の方向性 コンゴジギョウホウコウセイ				今後の施策方向 コンゴシサクホウコウ

		不登校・      児童生徒数　　　　                                   フトウコウジドウセイトスウ				スクーリングサポート推進事業 スイシンジギョウ		いじめ、不登校問題に対処するため、「いじめ・不登校対策会議」の開催や「子どもと親の相談員」「生徒協力指導員」の配置及び「スクーリング・サポート・ネットワーク整備事業」を実施する フトウコウモンダイタイショフトウコウタイサクカイギカイサイコオヤソウダンインセイトキョウリョクシドウインハイチオヨセイビジギョウジッシ		ＳＳＮ参加　４３市町村　子どもと親の相談員配置　小学校４２校　生徒指導推進協力員配置小学校２７校 サンカシチョウソンコオヤソウダンインハイチショウガッコウコウセイトシドウスイシンキョウリョクインハイチショウガッコウコウ				60,832				ー		改選児童生徒数（不登校）　⑮1403人　　　　　　⑯1279人　　　　　　⑰1619人 カイセンジドウセイトスウフトウコウニンニンニン		不登校出現率　⑮１．５　　　　　　　　　⑯１．４９　　　　　　　⑰１．３９ フトウコウシュツゲンリツ		全国不登校出現率　　　⑮１．１５　　　　⑯１．１４　　　　⑰１．１３ ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		ＡＡＡ		いじめ不登校問題は、いまだ深刻な状況にあり、また、最近の少年による一連の事件への対策として心のケアの重要性が指摘されているところから､その緊急性は高い。		見直し		今後は市町村教委と対策会議等を行い、効果的、効率的ないじめ不登校対策の推進に努める。		子どもサポート体制の充実に一層取組んでいくため、「スクールカウンセラー配置事業」等をはじめとする施策の推進及び充実に取組んでいく コタイセイジュウジツイッソウトリクハイチジギョウトウシサクスイシンオヨジュウジツトリク

						スクールカウンセラー配置事業		問題行動の未然防止や早期発見、早期解決のためには、子どもの悩み等への相談を行うなど、心のケアが大切であることから、心のケアの専門家であるスクールカウンセラー（臨床心理士）を公立中学校に配置・派遣する。		実施市町村数１３				409,606						中学校における改善生徒数(不登校） チュウガッコウカイゼンセイトスウフトウコウ		スクールカウンセラー配置校数 ハイチコウスウ		中学校における不登校生徒数 チュウガッコウフトウコウセイトスウ		ＡＡＡ		いじめ・不登校問題は、いまだ深刻な状況にあり、また、最近の少年による一連の事件への対策として心のケアの重要性が指摘されているところから､その緊急性は高い。		継続 ケイゾク		平成17年度府内全中学校に配置をし、平成18年度より全中学校において一律6時間の活動形態に変更し、教育相談体制の充実を図るため維持継続する必要がある。

						ハートフレンド派遣事業		様々な態様の不登校児童・生徒に対して、個々の実態に応じたサポートをするため、心理系学部大学生などを府に登録し、府内の公立小・中学校に派遣する。		小学校派遣　           110校
中学校派遣　             92校 ショウガッコウハケンコウチュウガッコウハケンコウ				19,295						不登校児童生徒数　　　　　⑮10497人　　　　　⑯10396人　　　　　⑰9798人 フトウコウジドウセイトスウニンニンニン		改善児童生徒数（不登校）　　　　　⑮1403　　　　　　　　⑯1279　　　　　　　　⑰1619 カイゼンジドウセイトスウフトウコウ		全国不登校出現率　　　⑮１．１５　　　　⑯１．１４　　　　⑰１．１３ ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		Ａ		府内の不登校の状況は、全国的にみても､児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなど、その緊急性は高い		廃止		平成18年度までのモデル事業であり、当初予定どおり平成18年度末で終了する。

		⑰９,７９８人　　⑱９,０７９人 ニンニン				ITを活用した学校復帰支援事業		ホームページを開設し、不登校に関する各種情報を提供するとともに、不登校の児童・生徒とパソコンなどを通じてコミュニケーションを図ることにより、学校復帰を促したり、学習の支援を行う。		ＨＰアクセス　204,482件 ケン				3,392						改善児童生徒数（不登校）　　　　　　　　⑯1279人　　　　　　　　⑰1619人 カイゼンジドウセイトスウフトウコウニンニン		ＨＰアクセス　　　　　　総件数　　　　　　⑯　０件　　　　　　　　⑰42825件 ソウケンスウケンケン		全国不登校出現率　　　　⑯１．１４　　　　⑰１．１３ ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		Ａ		府内の不登校の状況は、全国的にみても､児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなど、その緊急性は高い。		廃止 ハイシ		早期発見し、迅速、適切な対応を図るためには、児童福祉に関わる関係機関のとの連携が不可欠であり、今後も連携の強化が必要 ソウキハッケンジンソクテキセツタイオウハカジドウフクシカカカンケイキカンレンケイフカケツコンゴレンケイキョウカヒツヨウ

						不登校緊急事業		中学校生活になじめずに不登校になる生徒が多いことから、公立中学校に不登校支援協力員を配置し、中学校1年生段階における小中学校が連携した不登校の予防及び早期対応に取り組む。また、あわせて、不登校生徒数が特に多い公立中学校に対し、不登校専任教員を配置する。		中学校１年不登校生徒数　1,664人
不登校出現率　1.39％ チュウガッコウネンフトウコウセイトスウニンフトウコウシュツゲンリツ				99,159						不登校児童生徒数　　　　　⑮10497人　　　　　⑯10396人　　　　　⑰9798人 フトウコウジドウセイトスウニンニンニン		中学校１年生不登校生徒数　　　⑮１８９８人　　　　　⑯１９１１人　　　　　⑰１６６４人 チュウガッコウネンセイフトウコウセイトスウニンニンニン		全国不登校出現率　　　　⑯１．１４　　　　⑰１．１３ ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		ＡＡＡ		府内の不登校の状況は全国的にみても、児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなどその緊急性は高い。		廃止 ハイシ		府内の不登校児童生徒数は依然として深刻な状況にあり、中学１年生段階における小中連携した予防及び早期対応を行う。

		(注）　○囲み数値は年度 チュウカコスウチネンド

		※１　施策目標をあらわす指標・・・・施策の進捗状況を点検し、効果的・効率的な施策推進を図るとともに、その内容を府民にわかりやすく示すツール シサクモクヒョウシヒョウシサクシンチョクジョウキョウテンケンコウカテキコウリツテキシサクスイシンハカナイヨウフミンシメ

		※２　成果指標・・・・・・・・・・・・・・・・・事務事業の目的を端的にあらわし、事務事業を実施することによってどのような成果が生み出されるかを明確に示すための指標 セイカシヒョウジムジギョウモクテキタンテキジムジギョウジッシセイカウダメイカクシメシヒョウ

		※３　活動指標・・・・・・・・・・・・・・・・・事務事業を実施していく上で行う具体的な活動実績をあらわす指標 カツドウシヒョウジムジギョウジッシウエオコナグタイテキカツドウジッセキシヒョウ

		※４　参考指標･･･････････････････・事務事業の必要性をあらわすような社会的数値、活動指標や成果指標の他府県における数値や全国平均値など、当該事務事業の必要性や成果を把握する上で参考となる指標。また、成果指標を数値として把握困難な場合に成果よる評価を補完するもの サンコウシヒョウジムジギョウヒツヨウセイシャカイテキスウチカツドウシヒョウセイカシヒョウタフケンスウチゼンコクヘイキンチトウガイジムジギョウヒツヨウセイセイカハアクウエサンコウシヒョウセイカシヒョウスウチハアクコンナンバアイセイカヒョウカホカン

		※５　総合評価・・・・・・・・・・・・・・・・・「ＡＡＡ」　拡大または継続する事務事業　「ＡＡ」　継続または見直しする事務事業　「Ａ」　見直しまたは「休止・廃止」する事務事業 ソウゴウヒョウカカクダイケイゾクジムジギョウケイゾクミナオジムジギョウミナオキュウシハイシジムジギョウ

								　



１　指標の推移に関す　　　
　る評価

→経年での評価、全国  
   数値がある場合には
   全国との比較など


２　プロジェクトに対す
  る評価

【評価の視点】

・各事業の緊急性
　（必要性）

・府の関与度

・啓発効果

・発展性（将来効果）

　　　　　　↓

・主要プロジェクト全体 
  における緊急性の
  評価

○　アウトカム指標の推移に関する
   評価

→経年での評価、全国数値がある場合には全国との比較など


○　関連指標の分析
　(例)
　・いじめの発生件数
　・校内暴力の発生件数
　・すこやか教育相談件数(公立）
　・コスモスダイヤル相談件数（私立）
      
　　


【評価の視点】

・緊急性

・府の関与の必要性

・効果性



新

		アウトカム指標の検証・評価(イメージ) シヒョウケンショウヒョウカ

		Ⅲ　次世代の青少年を育てる ジセダイセイショウネンソダ

		(１)不登校プロジェクト フトウコウ		不登校の児童・生徒は、「心因性」「遊び・非行型」「無気力型」など態様が様々です。個々に応じた対策を総合的に推進するため、様々な取組を展開します。

		アウトカム指標 シヒョウ		審議会評価(試案) シンギカイヒョウカシアン		関連指標等の分析 カンレンシヒョウトウブンセキ

		○不登校児童生徒数 フトウコウジドウセイトスウ		【評価の視点】 ヒョウカシテン		○アウトカム指標の推移に関する評価 シヒョウスイイカンヒョウカ

		　17年度：９，７９８人 ネンドニン		○緊急性 キンキュウセイ		(例)・経年での評価　　  レイケイネンヒョウカ

		　18年度：９，０７９人 ネンドニン		○府の関与の必要性 フカンヨヒツヨウセイ		・全国との比較など

				○効果性 コウカセイ

						○関連指標の分析 カンレンシヒョウブンセキ

						(例)・いじめの発生件数 レイハッセイケンスウ

						　　 ・校内暴力の発生件数

						　 　・すこやか教育相談での相談件数(公立)

						　　 ・私学コスモスダイヤル相談件数(私立)





イメージ

		子ども施策の検証・評価(イメージ) コシサクケンショウヒョウカ

		プロジェクト名 ナ		Ⅲ　次世代の青少年を育てる ジセダイセイショウネンソダ																関連指標等 カンレンシヒョウトウ		○不登校出現率 フトウコウシュツゲンリツ

				　(１)不登校プロジェクト フトウコウ																												(単位：％) タンイ

		概要 ガイヨウ		　 不登校の児童・生徒は、「心因性」「遊び・非行型」「無気力型」など態様が様々です。個々に応じた対策を総合的に推進するため、様々な取組を展開します。																						15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

																								大阪府 オオサカフ		1.50		1.49		1.39

																								全  国 ゼンコク		1.15		1.14		1.13		1.17

		評価指標 ヒョウカシヒョウ

				○不登校児童生徒数 フトウコウジドウセイトスウ																		○不登校傾向に係る相談件数(府教育センター・すこやか教育相談) フトウコウケイコウカカソウダンケンスウフキョウイク

																														(単位：件) タンイケン

		審議会評価(試案) シンギカイヒョウカシアン		　不登校問題は、その背景にいじめや家庭環境等の問題が複合的に関わっており、学校における生徒指導体制の充実や関係機関との連携強化等により、未然防止策や早期の解決に向けて一層の施策の推進が必要である。 フトウコウモンダイハイケイカテイカンキョウトウモンダイフクゴウテキカカガッコウセイトシドウタイセイジュウジツカンケイキカンレンケイキョウカトウミゼンボウシサクソウキカイケツムイッソウシサクスイシンヒツヨウ																				15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

																								783		986

				(1)緊急性 キンキュウセイ

						　不登校児童生徒数は、減少傾向にあるものの、出現率は全国に比べ高い水準で推移しており、早急なる対策が必要であるなど、その緊急性は高い。 フトウコウジドウセイトスウゲンショウケイコウシュツゲンリツゼンコククラタカスイジュンスイイソウキュウタイサクヒツヨウキンキュウセイタカ																○いじめの発生件数 ハッセイケンスウ

																														(単位：件) タンイケン

				(2)府の関与の必要性 フカンヨヒツヨウセイ																				15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

						　府が先導的役割を果たし、市町村等に指導していく必要があることから、府の直接関与が求められる。 フセンドウテキヤクワリハシトウシドウヒツヨウフチョクセツカンヨモト																		1,069		1,158		1,010

				(3)効果性 コウカセイ																		○校内暴力の発生件数 コウナイボウリョクハッセイケンスウ

						　不登校専任教員の配置やスクールカウンセラーの配置等により、不登校児童生徒数が減少しており、効果は上がっている。 フトウコウセンニンキョウインハイチハイチトウフトウコウジドウセイトスウゲンショウコウカア																								(単位：件) タンイケン

																								15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

		評価指標の推移に関する評価 ヒョウカシヒョウスイイカンヒョウカ		○不登校児童生徒数 フトウコウジドウセイトスウ																				4,358		5,075		4,574		5,811

														(単位：人) タンイヒト										(注)平成18年度は、公私立学校の発生件数。 チュウヘイセイネンドコウシリツガッコウハッセイケンスウ

								15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

						大阪府 オオサカフ		10,497		10,396		9,798		9,079						施策評価 シサクヒョウカ		　子どもサポート体制の充実に一層取り組んでいくため、「スクールカウンセラー配置事業」等をはじめとする施策の推進及び充実に取り組んでいく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　(事業毎の評価は、別紙１参照) コタイセイジュウジツイッソウトクハイチジギョウトウシサクスイシンオヨジュウジツトクジギョウマイヒョウカベッシサンショウ

						全  国 ゼンコク		126,226		123,358		122,255		126,764

						　不登校児童生徒数は、減少傾向にあるものの、依然として高い水準で推移している。 フトウコウジドウセイトスウゲンショウケイコウイゼンタカスイジュンスイイ





関連事業の実績

														(別紙３) ベッシ

		■関連事業の実績 カンレンジギョウジッセキ

				事業名 ジギョウナ		事業内容 ジギョウナイヨウ		事業実績 ジギョウジッセキ				決   算   額 (単位：千円) ケツザンガクタンイセンエン

								17年度 ネンド		18年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

				スクーリングサポート推進事業 スイシンジギョウ		　 いじめ、不登校問題に対処するため、「いじめ・不登校対策会議」の開催や「子どもと親の相談員」「生徒協力指導員」の配置及び「スクーリング・サポート・ネットワーク(ＳＳＮ)整備事業」を実施する フトウコウモンダイタイショフトウコウタイサクカイギカイサイコオヤソウダンインセイトキョウリョクシドウインハイチオヨセイビジギョウジッシ		・ＳＳＮ参加　
  　　43市町村
・子どもと親の
  相談員配置　
　小学校 42校
　生徒指導推進
  協力員配置小
  学校　 27校 サンカシチョウソンコオヤソウダンインハイチショウガッコウコウセイトシドウスイシンキョウリョクインハイチショウガッコウコウ				60,832

				スクールカウンセラー配置事業		　 問題行動の未然防止や早期発見、早期解決のためには、子どもの悩み等への相談を行うなど、心のケアが大切であることから、心のケアの専門家であるスクールカウンセラー（臨床心理士）を公立中学校に配置・派遣する。		実施市町村数
              13				409,606

				ハートフレンド派遣事業		様々な態様の不登校児童・生徒に対して、個々の実態に応じたサポートをするため、心理系学部大学生などを府に登録し、府内の公立小・中学校に派遣する。		・小学校派遣
　　　　 110校
・中学校派遣
           92校 ショウガッコウハケンコウチュウガッコウハケンコウ				19,295

				ITを活用した学校復帰支援事業		ホームページを開設し、不登校に関する各種情報を提供するとともに、不登校の児童・生徒とパソコンなどを通じてコミュニケーションを図ることにより、学校復帰を促したり、学習の支援を行う。		ＨＰアクセス
　　　204,482件 ケン				3,392

				不登校緊急事業		中学校生活になじめずに不登校になる生徒が多いことから、公立中学校に不登校支援協力員を配置し、中学校1年生段階における小中学校が連携した不登校の予防及び早期対応に取り組む。また、あわせて、不登校生徒数が特に多い公立中学校に対し、不登校専任教員を配置する。		中学校１年不登
校生徒数
　　　　 1,664人
不登校出現率
　　　　　1.39％ チュウガッコウネンフノボルコウセイトスウニンフトウコウシュツゲンリツ				99,159



１　指標の推移に関す　　　
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→経年での評価、全国  
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　　　　　　↓
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   評価
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施策評価の結果

																						(別紙４) ベッシ

		■施策評価の結果 シサクヒョウアタイケッカ

				事業名 ジギョウナ		施策目標をあらわす指標　※１ シサクモクヒョウシヒョウ		成果指標　　　※２ セイカシヒョウ		活動指標　　　　※３ カツドウシヒョウ		参考指標　※４ サンコウシヒョウ		評　価
(緊急性)
※５ ヒョウアタイ		左の理由 ヒダリリユウ		今後の事業の方向性 コンゴジギョウホウコウセイ				今後の施策方向 コンゴシサクホウコウ

				スクーリングサポート推進事業 スイシンジギョウ		ー		改選児童生徒数（不登校）
⑮1,403人
⑯1,279人
⑰1,619人 カイセンジドウセイトスウフトウコウニンニンニン		不登校出現率　
⑮1.50
⑯1.49　
⑰1.39 フトウコウシュツゲンリツ		全国不登校出現率
⑮1.15
⑯1.14
⑰1.13 ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		ＡＡＡ		いじめ不登校問題は、いまだ深刻な状況にあり、また、最近の少年による一連の事件への対策として心のケアの重要性が指摘されているところから､その緊急性は高い。		見直し		今後は市町村教委と対策会議等を行い、効果的、効率的ないじめ不登校対策の推進に努める。		　 子どもサポート体制の充実に一層取組んでいくため、「スクールカウンセラー配置事業」等をはじめとする施策の推進及び充実に取組んでいく。 コタイセイジュウジツイッソウトリクハイチジギョウトウシサクスイシンオヨジュウジツトリク

				スクールカウンセラー配置事業				中学校における改善生徒数(不登校） チュウガッコウカイゼンセイトスウフトウコウ		スクールカウンセラー配置校数 ハイチコウスウ		中学校における不登校生徒数 チュウガッコウフトウコウセイトスウ		ＡＡＡ		いじめ・不登校問題は、いまだ深刻な状況にあり、また、最近の少年による一連の事件への対策として心のケアの重要性が指摘されているところから､その緊急性は高い。		継続 ケイゾク		平成17年度府内全中学校に配置をし、平成18年度より全中学校において一律6時間の活動形態に変更し、教育相談体制の充実を図るため維持継続する必要がある。

				ハートフレンド派遣事業				不登校児童生徒数
⑮10,497人
⑯10,396人
⑰  9,798人 フトウコウジドウセイトスウニンニンニン		改選児童生徒数（不登校）
⑮1,403人
⑯1,279人
⑰1,619人 カイセンジドウセイトスウフトウコウニンニンニン		全国不登校出現率
⑮1.15
⑯1.14
⑰1.13 ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		Ａ		府内の不登校の状況は、全国的にみても､児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなど、その緊急性は高い		廃止		平成18年度までのモデル事業であり、当初予定どおり平成18年度末で終了する。

				ITを活用した学校復帰支援事業				改選児童生徒数（不登校）
⑮1,403人
⑯1,279人
⑰1,619人 カイセンジドウセイトスウフトウコウニンニンニン		ＨＰアクセス総件数
⑯　    0件
⑰42,825件 ソウケンスウケンケン		全国不登校出現率
⑮1.15
⑯1.14
⑰1.13 ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		Ａ		府内の不登校の状況は、全国的にみても､児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなど、その緊急性は高い。		廃止 ハイシ		早期発見し、迅速、適切な対応を図るためには、児童福祉に関わる関係機関のとの連携が不可欠であり、今後も連携の強化が必要。 ソウキハッケンジンソクテキセツタイオウハカジドウフクシカカカンケイキカンレンケイフカケツコンゴレンケイキョウカヒツヨウ

				不登校緊急事業				不登校児童生徒数
⑮10,497人
⑯10,396人
⑰  9,798人 フトウコウジドウセイトスウニンニンニン		中学校１年生不登校生徒数
⑮1,898人
⑯1,911人
⑰1,664人 チュウガッコウネンセイフトウコウセイトスウニンニンニン		全国不登校出現率
⑮1.15
⑯1.14
⑰1.13 ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		ＡＡＡ		府内の不登校の状況は全国的にみても、児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなどその緊急性は高い。		廃止 ハイシ		　　　府内の不登校児童生徒数は依然として深刻な状況にあり、中学１年生段階における小中連携した予防及び早期対応を行う。

				(注) チュウ

				※１「施策目標をあらわす指標」 シサクモクヒョウシヒョウ		・・・・・・・・・		施策の進捗状況を点検し、効果的・効率的な施策推進を図るとともに、その内容を府民にわかりやすく示すツール

				※２ 「成　　果　　指　　標」 シゲルハタシユビヒョウ		・・・・・・・・・		事務事業の目的を端的にあらわし、事務事業を実施することによってどのような成果が生み出されるかを明確に示すための指標

				※３ 「活　　動　　指　　標」 カツドウユビヒョウ		・・・・・・・・・		事務事業を実施していく上で行う具体的な活動実績をあらわす指標

				※４ 「参　　考　　指　　標」 サンコウユビヒョウ		・・・・・・・・・		事務事業の必要性をあらわすような社会的数値、活動指標や成果指標の他府県における数値や全国平均値など、当該事務事業の必要性や成果を把握する上で参考となる指標。また、成果指標を数値として把握困難な場合に成果よる評価を補完するもの

				※５ 「評　　　　　　　　　価」 ヒョウアタイ		・・・・・・・・・		「ＡＡＡ」　拡大または継続する事務事業　「ＡＡ」　継続または見直しする事務事業　「Ａ」　見直しまたは「休止・廃止」する事務事業
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						項目 コウモク		事業名 ジギョウナ		事業内容 ジギョウナイヨウ		目標値
(H21) モクヒョウアタイ		事業実績 ジギョウジッセキ				決算額 ケッサンガク				施策評価 シサクヒョウカ				主要Ｐ シュヨウ

														17年度 ネンド		18年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド		ランク		今後の事業の方向性 コンゴジギョウホウコウセイ

		(1)各成長段階に応じた取組 カクセイチョウダンカイオウトリクミ		①出産期から周産期 シュッサンキシュウサンキ		育児支援に重点をおいた乳幼児健康診査を行っている自治体(市町村)の割合 イクジシエンジュウテンニュウヨウジケンコウシンサオコナジチタイシワリアイ		市町村母子保健事業 シボシホケンジギョウ

						不慮の事故死亡率 フリョジコシボウリツ		乳幼児の不慮の事故防止対策事業 ニュウヨウジフリョジコボウシタイサクジギョウ				半減(H22) ハンゲン

						妊娠中の喫煙率 ニンシンナカキツエンリツ						0%(H22)

						育児期間中の両親の自宅での喫煙率 イクジキカンナカリョウシンジタクキツエンリツ





該当事業数

		■個別指標 コベツシヒョウ

		１ 各成長段階に応じた取組

				項目 コウモク				該当事業数 ガイトウジギョウスウ		全事業数 ゼンジギョウスウ		施策評価 シサクヒョウカ		備　　考 ソナエコウ

				(1)出産期から
    周産期 シュッサンキシュウサンキ		育児支援に重点をおいた乳幼児健康診査を行っている自治体(市町村)の割合 イクジシエンジュウテンニュウヨウジケンコウシンサオコナジチタイシワリアイ				4

						不慮の事故死亡率 フリョジコシボウリツ

						妊娠中の喫煙率 ニンシンナカキツエンリツ

						育児期間中の両親の自宅での喫煙率 イクジキカンナカリョウシンジタクキツエンリツ

						小   計① ショウケイ		0

				(2)乳幼児期 ニュウヨウジキ		通常保育事業 ツウジョウホイクジギョウ

						地域子育て支援センター事業 チイキコソダシエンジギョウ

						つどいの広場事業 ヒロバジギョウ

						ファミリー・サポート・センター事業 ジギョウ

						一時保育事業 イチジホイクジギョウ

						特定保育事業 トクテイホイクジギョウ

						ショートステイ事業 ジギョウ

						トワイライトステイ事業 ジギョウ

						病後保育事業 ビョウゴホイクジギョウ

						延長保育事業 エンチョウホイクジギョウ

						休日保育事業 キュウジツホイクジギョウ

						夜間保育事業 ヤカンホイクジギョウ

						育児支援推進保育所事業 イクジシエンスイシンホイクショジギョウ

						家庭支援推進保育所事業 カテイシエンスイシンホイクショジギョウ

						子ども家庭サポーターの養成 コカテイヨウセイ

						私立幼稚園における週５日以上の預かり保育実施園数 シリツヨウチエンシュウヒイジョウアズホイクジッシエンスウ

						小   計② ショウケイ		0

				(3)学童期・思春期 ガクドウキシシュンキ		地域コーディネーター養成数 チイキヨウセイスウ

						放課後児童健全育成事業(ｸﾗﾌﾞ数) ホウカゴジドウケンゼンイクセイジギョウスウ

						不登校児童・生徒数 フトウコウジドウセイトスウ

						刑法犯少年の検挙・補導人員数 ケイホウハンショウネンケンキョホドウジンインカズ

						図書類自動販売機設置届出台数 トショルイジドウハンバイキセッチトドデダイスウ

						区分陳列を実施している書店 クブンチンレツジッシショテン

						小   計③ ショウケイ		0

				計(①＋②＋③) ケイ				0

		２　成長段階に共通した取組 セイチョウダンカイキョウツウトリクミ

				項目 コウモク				該当事業数 ガイトウジギョウスウ		全事業数 ゼンジギョウスウ		施策評価 シサクヒョウカ		備　　考 ソナエコウ

				育児支援推進保育所事業(再掲) イクジシエンスイシンホイクショジギョウサイケイ

				新ﾊｰﾄﾌﾙ事業・らくらくルートの整備率 シンジギョウセイビリツ

				地域安全情報のメール配信システム チイキアンゼンジョウホウハイシン

				ひったくり発生件数 ハッセイケンスウ

				計 ケイ				0

		３ 援護を要する子ども・保護者への支援 エンゴヨウコホゴシャシエン

				項目 コウモク				該当事業数 ガイトウジギョウスウ		全事業数 ゼンジギョウスウ		施策評価 シサクヒョウカ		備　　考 ソナエコウ

				不登校児童・生徒数(再掲) フトウコウジドウセイトスウサイケイ

				児童養護施設における小規模グループケア ジドウヨウゴシセツショウキボ

				児童養護施設、乳児院、里親に措置された子どものうち里親への委託率 ジドウヨウゴシセツニュウジインサトオヤソチコサトオヤイタクリツ

				障害児(者)地域療育等支援事業の実施市町村数 ショウガイジチイキリョウイクトウシエンジギョウジッシシスウ

				ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ、ｶﾞｲﾄﾞﾍﾙﾊﾟｰ派遣事業 ハケンジギョウ

				在宅障害者短期入所事業 ザイタクショウガイシャタンキニュウショジギョウ

				身体障害者、知的障害者デイサービス事業 シンタイショウガイシャチテキショウガイシャジギョウ

				重症心身障害児(者)通園事業 ジュウショウシンシンショウガイジモノツウエンジギョウ

				特別支援教育コーディネーターの配置 トクベツシエンキョウイクハイチ

				障害教育に係る「校内委員会」の設置 ショウガイキョウイクカカコウナイイインカイセッチ

				個別の教育支援計画の策定 コベツキョウイクシエンケイカクサクテイ

				日本語指導等が必要な生徒が在籍する学校に対するサポートの割合 ニホンゴシドウトウヒツヨウセイトザイセキガッコウタイワリアイ

				計 ケイ				0

		４　職業生活と家庭生活の両立 ショクギョウセイカツカテイセイカツリョウリツ

				項目 コウモク				該当事業数 ガイトウジギョウスウ		全事業数 ゼンジギョウスウ		施策評価 シサクヒョウカ		備　　考 ソナエコウ

				育児休業を取得している人の割合 イクジキュウギョウシュトクヒトワリアイ

				育児休業制度の規定率 イクジキュウギョウセイドキテイリツ

				計 ケイ				0

				総            計 ソウケイ				0		0		0
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主要P

		主要プロジェクトの進捗状況・施策評価(イメージ） シュヨウシンチョクジョウキョウシサクヒョウカ

		プロジェクト名 ナ				方向性 ホウコウセイ		事業名 ジギョウナ		事業内容 ジギョウナイヨウ		事業実績 ジギョウジッセキ				決   算   額 (単位：千円) ケツザンガクタンイセンエン				施策評価 シサクヒョウカ										審議会評価 シンギカイヒョウカ

												17年度 ネンド		18年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド		総合評価 ソウゴウヒョウカ		緊急性 キンキュウセイ		左の理由 ヒダリリユウ		今後の事業の方向性 コンゴジギョウホウコウセイ

		Ⅰ子どもを守る コマモ		(１)児童虐待対策プロジェクト ジドウギャクタイタイサク		　市町村ごとに設置されている「児童虐待防止ネットワーク」の充実とネットワークに参画の各機関の機能強化をすすめます。 シセッチジドウギャクタイボウシジュウジツサンカクカクキカンキノウキョウカ		児童虐待の発生予防システムの構築事業 ジドウギャクタイハッセイヨボウコウチクジギョウ		児童虐待を未然に防ぎ、早期の養育支援につなげるため、主任児童委員や民生委員・児童委員等の協力を得て、乳幼児健診の身受診家庭や専門的な支援を要する家庭等を訪問し、見守る仕組みを構築する。		実施市町村数33				26,112				Ａ		ＡＡＡ		児童虐待は虐待を受けた児童の心身に大きな傷を与えるものであり、早期対応が必要である。 ジドウギャクタイギャクタイウジドウシンシンオオキズアタソウキタイオウヒツヨウ		廃止		当初予定どおり平成18年度末で終了する。		審議会委員によるプロジェクト全体に対する評価コメント シンギカイイインゼンタイタイヒョウカ

								育児支援家庭訪問事業 イクジシエンカテイホウモンジギョウ		養育支援を必要とするが、自ら援助を求められない状況にある家庭に対し、当該家庭が安定した乳幼児の養育を行うことができるよう、子育てOB等を派遣する事業を推進する。 ヨウイクシエンヒツヨウミズカエンジョモトジョウキョウカテイタイトウガイカテイアンテイニュウヨウジヨウイクオコナコソダトウハケンジギョウスイシン		実施市町村数１３				交付金化 コウフキンカ

								地域虐待防止ネットワークの充実 チイキギャクタイボウシジュウジツ		地域における虐待の未然防止を一層推進するため、児童虐待の防止等に関する法律及び児童福祉法の改正による新たな児童相談体制の整備を行い、要保護児童対策地域協議会設置を働きかけるなど、市町村と協働してネットワーク機能の強化を図る。 チイキギャクタイミゼンボウシイッソウスイシンジドウギャクタイボウシトウカンホウリツオヨジドウフクシホウカイセイアラジドウソウダンタイセイセイビオコナヨウホゴジドウタイサクチイキキョウギカイセッチハタラシチョウソンキョウドウキノウキョウカハカ		要保護児童対策地域協議会設置市町村２１ ヨウホゴジドウタイサクチイキキョウギカイセッチシチョウソン				ー				Ａ		ＡＡＡ		増加する児童虐待の発生予防、早期発見、早期対応を行うことは緊急の課題であり、市町村域での関係機関の連携強化が重要である ゾウカジドウギャクタイハッセイヨボウソウキハッケンソウキタイオウオコナキンキュウカダイシチョウソンイキカンケイキカンレンケイキョウカジュウヨウ		廃止		事業効果を高めるため、平成１９年度から子ども家庭センター運営費に組み入れて実施する。 ジギョウコウカタカヘイセイネンドコカテイウンエイヒクイジッシ

								子ども家庭センターと学校との連携 コカテイガッコウレンケイ		平成１６年度に作成した「児童虐待における学校園と子ども家庭センターの連携についてー通告等に関する基本ルールー」の徹底を図り、児童虐待の早期発見、早期対応に努める。 ヘイセイネンドサクセイジドウギャクタイガッコウエンコカテイレンケイツウコクトウカンキホンテッテイハカジドウギャクタイソウキハッケンソウキタイオウツト		市町村教委生徒指導担当指導主事研修会の実施　１回 シチョウソンキョウイセイトシドウタントウシドウシュジケンシュウカイジッシカイ				ー				ＡＡ		ＡＡＡ		児童虐待を早期に発見するとともに、子どもの安全確認や、緊急保護等を迅速かつ適切に行う体制の整備が必要 ジドウギャクタイソウキハッケンコアンゼンカクニンキンキュウホゴトウジンソクテキセツオコナタイセイセイビヒツヨウ		継続 ケイゾク		早期発見し、迅速、適切な対応を図るためには、児童福祉に関わる関係機関のとの連携が不可欠であり、今後も連携の強化が必要 ソウキハッケンジンソクテキセツタイオウハカジドウフクシカカカンケイキカンレンケイフカケツコンゴレンケイキョウカヒツヨウ

								子ども家庭センターの体制強化 コカテイタイセイキョウカ		子ども家庭センターに「児童虐待対応ITナビシステム」を導入し、ITを活用した相談事案のより組織的な管理を行うことにより、危機管理体制を強化するとともに、急増する児童虐待対応事案に対し、蓄積データや過去の類似事例の検証ならびにリスクアセスメントを踏まえ、迅速かつ的確な判断を行い、早期に対応することで、重大事案への発展を防ぐシステムを構築する。子ども家庭センターの体制強化を図るため、虐待対応についての研修を実施し、児童虐待事案の早期発見及び重大事案への発展を防止する。 コカテイジドウギャクタイタイオウドウニュウカツヨウソウダンジアンソシキテキカンリオコナキキカンリタイセイキョウカキュウゾウジドウギャクタイタイオウジアンタイチクセキカコルイジジレイケンショウフジンソクテキカクハンダンオコナソウキタイオウジュウダイジアンハッテンフセコウチクコカテイタイセイキョウカハカギャクタイタイオウケンシュウジッシジドウギャクタイジアンソウキハッケンオヨジュウダイジアンハッテンボウシ		システムの設計、仕様書の作成を行った セッケイシヨウショサクセイオコナ				7,485				Ａ		ＡＡＡ		児童虐待件数が増加しており、的確なアセスメントに基づいた処遇決定及びデータに基づく相談事案の組織的管理が急務である ジドウギャクタイケンスウゾウカテキカクモトショグウケッテイオヨモトソウダンジアンソシキテキカンリキュウム		廃止 ハイシ		当初予定どおり平成18年度末で終了する。

								緊急対応等基盤整備事業 キンキュウタイオウトウキバンセイビジギョウ		子ども家庭センターに設置している虐待通報を受信する専用電話、緊急出動車両及び携帯電話の活用により、確実に虐待通報を受信するとともに、安全確認や立入調査等を、迅速かつ適切に行う。 コカテイセッチギャクタイツウホウジュシンセンヨウデンワキンキュウシュツドウシャリョウオヨケイタイデンワカツヨウカクジツギャクタイツウホウジュシンアンゼンカクニンタチイリチョウサトウジンソクテキセツオコナ		虐待通告件数1,197件 ギャクタイツウコクケンスウケン				3,282				ＡＡ		ＡＡＡ		急増する児童虐待に迅速、適切に対応し、子どもの安全の確保を図ることが強く求められている。 キュウゾウジドウギャクタイジンソクテキセツタイオウコアンゼンカクホハカツヨモト		継続 ケイゾク		迅速、適切に対応できる体制整備が必要なため、引き続き実施する ジンソクテキセツタイオウタイセイセイビヒツヨウヒツヅジッシ

								市町村の児童相談体制の整備 シチョウソンジドウソウダンタイセイセイビ		児童福祉法の改正（平成１７年４月施行）により、市町村が児童相談の窓口及び児童虐待の通告機関として位置づけされたことに伴い、子ども家庭センターが中心となって、児童相談のノウハウや情報の提供を行う。また、相談に関するガイドラインの作成や市町村の職員に対する研修等を実施するなど、市町村に対する後方支援を積極的に行う。 ジドウフクシホウカイセイヘイセイネンガツセコウシチョウソンジドウソウダンマドグチオヨジドウギャクタイツウコクキカンイチトモナコカテイチュウシンジドウソウダンジョウホウテイキョウオコナソウダンカンサクセイシチョウソンショクインタイケンシュウトウジッシシチョウソンタイコウホウシエンセッキョクテキオコナ		研修開催状況　　　１０日　２０テーマ ケンシュウカイサイジョウキョウニチ				1,761				ＡＡ		ＡＡＡ		児童福祉法の改正により、児童相談業務の一義的な窓口に位置づけられたことから、市町村の相談担当者の育成が急務である。 ジドウフクシホウカイセイジドウソウダンギョウムイチギテキマドグチイチシチョウソンソウダンタントウシャイクセイキュウム		継続 ケイゾク		市町村の相談窓口の充実を図るため、引き続き実施していく シチョウソンソウダンマドグチジュウジツハカヒツヅジッシ

								総合的な権利擁護システムの整備 ソウゴウテキケンリヨウゴセイビ		社会福祉審議会児童専門分科会措置審査部会を改変し、従来の措置審査部会としての機能に加え、子どもや保護者等の代弁機能等を備えた総合的な子どもの権利擁護システムとして「子どもの虐待防止委員会（仮称）」を設置する。 シャカイフクシシンギカイジドウセンモンブンカカイソチシンサブカイカイヘンジュウライソチシンサブカイキノウクワコホゴシャトウダイベンキノウトウソナソウゴウテキコケンリヨウゴコギャクタイボウシイインカイカショウセッチ		ー				ー

				(２)地域で子どもの安全を守るプロジェクト チイキコアンゼンマモ		　地域社会で子どもを犯罪から守る取組を進めます。
　学校における児童・生徒の安全確保に向けた取組や安全教育を推進します。 チイキシャカイコハンザイマモトリクミススガッコウジドウセイトアンゼンカクホムトリクミアンゼンキョウイクスイシン

		Ⅱ子育て家庭への支援 コソダカテイシエン		(１)地域における子育て支援プロジェクト チイキコソダシエン		　子育てと園に関する保護者の多様なニーズにきめ細かく対応するため、「親子交流・仲間づくり」、「育児相談・親のスキルアップ」、「育児支援・家事援助」という３つの視点から、多様な事業メニューを提供します。 コソダエンカンホゴシャタヨウコマタイオウオヤココウリュウナカマイクジソウダンオヤイクジシエンカジエンジョシテンタヨウジギョウテイキョウ

				(２)保育所待機児童解消プロジェクト ホイクショタイキジドウカイショウ		　保育の実施主体である市町村と連携し、地域の実情に応じて、多様な取組を展開することにより、育児休業明け等、年度途中の保育ニーズにも対応し、できるだけ早期に待機児童の解消を図ります。 ホイクジッシシュタイシレンケイチイキジツジョウオウタヨウトリクミテンカイイクジキュウギョウアトウネンドトチュウホイクタイオウソウキタイキジドウカイショウハカ

		Ⅲ次世代の青少年を育てる ジセダイセイショウネンソダ		(１)不登校プロジェクト フトウコウ		　不登校の児童・生徒は、「心因性」、「遊び・非行型」、「無気力型」など態様が様々です。個々に応じた対策を総合的に推進するため、様々な取組を展開します。 フトウコウジドウセイトシンインセイアソヒコウガタムキリョクガタタイヨウサマザマココオウタイサクソウゴウテキスイシンサマザマトリクミテンカイ

				(２)青少年の健全育成プロジェクト セイショウネンケンゼンイクセイ		　府民運動の展開やインターネット等の有害情報対策等により、非行防止のための社会環境を整備します。
　地域と連携した非行少年の立直りを支援します。 フミンウンドウテンカイトウユウガイジョウホウタイサクトウヒコウボウシシャカイカンキョウセイビチイキレンケイヒコウショウネンタチナオシエン

				(３)スポーツ・文化を通じて豊かな感性を育む環境整備プロジェクト ブンカツウユタカンセイハグクカンキョウセイビ		　未来を担う、主体性と創造性、豊かな感性に満ちた青少年を育成するため、スポーツ活動を通じ夢に向かってチャレンジする精神の涵養と文化のふれあいによる豊かな感性の醸成をすすめます。 ミライニナシュタイセイソウゾウセイユタカンセイミセイショウネンイクセイカツドウツウユメムセイシンカンヨウブンカユタカンセイジョウセイ

				(４)若者の自立・挑戦プロジェクト　 ワカモノジリツチョウセン		　小学年低学年段階から発達段階に応じて、基礎基本の着実な定着を図るとともに、系統的・継続的なキャリア教育を実施することにより、子どもたちに将来、職業人・社会人として自立していく能力と態度を育みます。 ショウガクネンテイガクネンダンカイハッタツダンカイオウキソキホンチャクジツテイチャクハカケイトウテキケイゾクテキキョウイクジッシコショウライショクギョウジンシャカイジンジリツノウリョクタイドハグク

				(５)若年者の就職支援プロジェクト ジャクネンシャシュウショクシエン		　JOBカフェOSAKAにおいて幅広い就職支援メニューをワンストップで提供します。
　ニート(NEET)に対する支援を行うため、「ニートサポートクラブ(仮称)」を設置し、専門家によるカウンセリングや就労訓練等を実施する。 ハバヒロシュウショクシエンテイキョウタイシエンオコナカショウセッチセンモンカシュウロウクンレントウジッシ

		Ⅳ次代の親を
つくる ジダイオヤ		子どもとのふれあい推進プロジェクト コスイシン		　次の親となる世代に対して、家庭や子育てに関する理解教育の推進をはじめ、親まなび講座を実施するとともに、乳幼児とふれあう機会を提供するなど、青少年が子育てを身近に感じる意識を醸成します。 ツギオヤセダイタイカテイコソダカンリカイキョウイクスイシンオヤコウザジッシニュウヨウジキカイテイキョウセイショウネンコソダミヂカカンイシキジョウセイ

		Ⅴ仕事と子育ての両立支援 シゴトコソダリョウリツシエン		仕事と子育ての両立支援プロジェクト シゴトコソダリョウリツシエン		　行政と民間による協働促進のための体制を整備し、そのもとで事業者・府民が求める両立支援のための情報を集中的に発信することで、仕事と子育ての両立支援に係る企業の取組や、男性の子育て参加を促進します。 ギョウセイミンカンキョウドウソクシンタイセイセイビジギョウシャフミンモトリョウリツシエンジョウホウシュウチュウテキハッシンシゴトコソダリョウリツシエンカカキギョウトリクミダンセイコソダサンカソクシン





主要P (2)

		

		アウトカム指標の検証・評価(イメージ） シヒョウケンショウヒョウカ

		Ⅲ　次世代の青少年を育てる ジセダイセイショウネンソダ

		　（１）　不登校対策プロジェクト フトウコウタイサク				不登校の児童・生徒は、「心因性」「遊び・非行型」「無気力型」など態様が様々です。個々に応じた対策を総合的に推進するため、様々な取組を展開します。 フトウコウジドウセイトシンインセイアソヒコウガタムキリョクガタタイヨウサマザマココオウタイサクソウゴウテキスイシンサマザマトリクミテンカイ

		アウトカム指標 シヒョウ		審議会評価（試案） シンギカイヒョウカココロアン		事業名 ジギョウナ		事業内容 ジギョウナイヨウ		事業実績 ジギョウジッセキ				決   算   額 (単位：千円) ケツザンガクタンイセンエン				部　局　評　価　（施　策　評　価） ブキョクヒョウアタイシサクヒョウアタイ

										17年度 ネンド		18年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド		施策目標をあらわす指標　※１ シサクモクヒョウシヒョウ		成果指標　　　※２ セイカシヒョウ		活動指標　　　　※３ カツドウシヒョウ		参考指標　※４ サンコウシヒョウ		緊急性 キンキュウセイ		左の理由 ヒダリリユウ		今後の事業の方向性 コンゴジギョウホウコウセイ				今後の施策方向 コンゴシサクホウコウ

		不登校・      児童生徒数　　　　                                   フトウコウジドウセイトスウ				スクーリングサポート推進事業 スイシンジギョウ		いじめ、不登校問題に対処するため、「いじめ・不登校対策会議」の開催や「子どもと親の相談員」「生徒協力指導員」の配置及び「スクーリング・サポート・ネットワーク整備事業」を実施する フトウコウモンダイタイショフトウコウタイサクカイギカイサイコオヤソウダンインセイトキョウリョクシドウインハイチオヨセイビジギョウジッシ		ＳＳＮ参加　４３市町村　子どもと親の相談員配置　小学校４２校　生徒指導推進協力員配置小学校２７校 サンカシチョウソンコオヤソウダンインハイチショウガッコウコウセイトシドウスイシンキョウリョクインハイチショウガッコウコウ				60,832				ー		改選児童生徒数（不登校）　⑮1403人　　　　　　⑯1279人　　　　　　⑰1619人 カイセンジドウセイトスウフトウコウニンニンニン		不登校出現率　⑮１．５　　　　　　　　　⑯１．４９　　　　　　　⑰１．３９ フトウコウシュツゲンリツ		全国不登校出現率　　　⑮１．１５　　　　⑯１．１４　　　　⑰１．１３ ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		ＡＡＡ		いじめ不登校問題は、いまだ深刻な状況にあり、また、最近の少年による一連の事件への対策として心のケアの重要性が指摘されているところから､その緊急性は高い。		見直し		今後は市町村教委と対策会議等を行い、効果的、効率的ないじめ不登校対策の推進に努める。		子どもサポート体制の充実に一層取組んでいくため、「スクールカウンセラー配置事業」等をはじめとする施策の推進及び充実に取組んでいく コタイセイジュウジツイッソウトリクハイチジギョウトウシサクスイシンオヨジュウジツトリク

						スクールカウンセラー配置事業		問題行動の未然防止や早期発見、早期解決のためには、子どもの悩み等への相談を行うなど、心のケアが大切であることから、心のケアの専門家であるスクールカウンセラー（臨床心理士）を公立中学校に配置・派遣する。		実施市町村数１３				409,606						中学校における改善生徒数(不登校） チュウガッコウカイゼンセイトスウフトウコウ		スクールカウンセラー配置校数 ハイチコウスウ		中学校における不登校生徒数 チュウガッコウフトウコウセイトスウ		ＡＡＡ		いじめ・不登校問題は、いまだ深刻な状況にあり、また、最近の少年による一連の事件への対策として心のケアの重要性が指摘されているところから､その緊急性は高い。		継続 ケイゾク		平成17年度府内全中学校に配置をし、平成18年度より全中学校において一律6時間の活動形態に変更し、教育相談体制の充実を図るため維持継続する必要がある。

						ハートフレンド派遣事業		様々な態様の不登校児童・生徒に対して、個々の実態に応じたサポートをするため、心理系学部大学生などを府に登録し、府内の公立小・中学校に派遣する。		小学校派遣　           110校
中学校派遣　             92校 ショウガッコウハケンコウチュウガッコウハケンコウ				19,295						不登校児童生徒数　　　　　⑮10497人　　　　　⑯10396人　　　　　⑰9798人 フトウコウジドウセイトスウニンニンニン		改善児童生徒数（不登校）　　　　　⑮1403　　　　　　　　⑯1279　　　　　　　　⑰1619 カイゼンジドウセイトスウフトウコウ		全国不登校出現率　　　⑮１．１５　　　　⑯１．１４　　　　⑰１．１３ ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		Ａ		府内の不登校の状況は、全国的にみても､児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなど、その緊急性は高い		廃止		平成18年度までのモデル事業であり、当初予定どおり平成18年度末で終了する。

		⑰９,７９８人　　⑱９,０７９人 ニンニン				ITを活用した学校復帰支援事業		ホームページを開設し、不登校に関する各種情報を提供するとともに、不登校の児童・生徒とパソコンなどを通じてコミュニケーションを図ることにより、学校復帰を促したり、学習の支援を行う。		ＨＰアクセス　204,482件 ケン				3,392						改善児童生徒数（不登校）　　　　　　　　⑯1279人　　　　　　　　⑰1619人 カイゼンジドウセイトスウフトウコウニンニン		ＨＰアクセス　　　　　　総件数　　　　　　⑯　０件　　　　　　　　⑰42825件 ソウケンスウケンケン		全国不登校出現率　　　　⑯１．１４　　　　⑰１．１３ ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		Ａ		府内の不登校の状況は、全国的にみても､児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなど、その緊急性は高い。		廃止 ハイシ		早期発見し、迅速、適切な対応を図るためには、児童福祉に関わる関係機関のとの連携が不可欠であり、今後も連携の強化が必要 ソウキハッケンジンソクテキセツタイオウハカジドウフクシカカカンケイキカンレンケイフカケツコンゴレンケイキョウカヒツヨウ

						不登校緊急事業		中学校生活になじめずに不登校になる生徒が多いことから、公立中学校に不登校支援協力員を配置し、中学校1年生段階における小中学校が連携した不登校の予防及び早期対応に取り組む。また、あわせて、不登校生徒数が特に多い公立中学校に対し、不登校専任教員を配置する。		中学校１年不登校生徒数　1,664人
不登校出現率　1.39％ チュウガッコウネンフトウコウセイトスウニンフトウコウシュツゲンリツ				99,159						不登校児童生徒数　　　　　⑮10497人　　　　　⑯10396人　　　　　⑰9798人 フトウコウジドウセイトスウニンニンニン		中学校１年生不登校生徒数　　　⑮１８９８人　　　　　⑯１９１１人　　　　　⑰１６６４人 チュウガッコウネンセイフトウコウセイトスウニンニンニン		全国不登校出現率　　　　⑯１．１４　　　　⑰１．１３ ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		ＡＡＡ		府内の不登校の状況は全国的にみても、児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなどその緊急性は高い。		廃止 ハイシ		府内の不登校児童生徒数は依然として深刻な状況にあり、中学１年生段階における小中連携した予防及び早期対応を行う。

		(注）　○囲み数値は年度 チュウカコスウチネンド

		※１　施策目標をあらわす指標・・・・施策の進捗状況を点検し、効果的・効率的な施策推進を図るとともに、その内容を府民にわかりやすく示すツール シサクモクヒョウシヒョウシサクシンチョクジョウキョウテンケンコウカテキコウリツテキシサクスイシンハカナイヨウフミンシメ

		※２　成果指標・・・・・・・・・・・・・・・・・事務事業の目的を端的にあらわし、事務事業を実施することによってどのような成果が生み出されるかを明確に示すための指標 セイカシヒョウジムジギョウモクテキタンテキジムジギョウジッシセイカウダメイカクシメシヒョウ

		※３　活動指標・・・・・・・・・・・・・・・・・事務事業を実施していく上で行う具体的な活動実績をあらわす指標 カツドウシヒョウジムジギョウジッシウエオコナグタイテキカツドウジッセキシヒョウ

		※４　参考指標･･･････････････････・事務事業の必要性をあらわすような社会的数値、活動指標や成果指標の他府県における数値や全国平均値など、当該事務事業の必要性や成果を把握する上で参考となる指標。また、成果指標を数値として把握困難な場合に成果よる評価を補完するもの サンコウシヒョウジムジギョウヒツヨウセイシャカイテキスウチカツドウシヒョウセイカシヒョウタフケンスウチゼンコクヘイキンチトウガイジムジギョウヒツヨウセイセイカハアクウエサンコウシヒョウセイカシヒョウスウチハアクコンナンバアイセイカヒョウカホカン

		※５　総合評価・・・・・・・・・・・・・・・・・「ＡＡＡ」　拡大または継続する事務事業　「ＡＡ」　継続または見直しする事務事業　「Ａ」　見直しまたは「休止・廃止」する事務事業 ソウゴウヒョウカカクダイケイゾクジムジギョウケイゾクミナオジムジギョウミナオキュウシハイシジムジギョウ

								　



１　指標の推移に関す　　　
　る評価

→経年での評価、全国  
   数値がある場合には
   全国との比較など


２　プロジェクトに対す
  る評価

【評価の視点】

・各事業の緊急性
　（必要性）

・府の関与度

・啓発効果

・発展性（将来効果）

　　　　　　↓

・主要プロジェクト全体 
  における緊急性の
  評価

○　アウトカム指標の推移に関する
   評価

→経年での評価、全国数値がある場合には全国との比較など


○　関連指標の分析
　(例)
　・いじめの発生件数
　・校内暴力の発生件数
　・すこやか教育相談件数(公立）
　・コスモスダイヤル相談件数（私立）
      
　　


【評価の視点】

・緊急性

・府の関与の必要性

・効果性



新

		アウトカム指標の検証・評価(イメージ) シヒョウケンショウヒョウカ

		Ⅲ　次世代の青少年を育てる ジセダイセイショウネンソダ

		(１)不登校プロジェクト フトウコウ		不登校の児童・生徒は、「心因性」「遊び・非行型」「無気力型」など態様が様々です。個々に応じた対策を総合的に推進するため、様々な取組を展開します。

		アウトカム指標 シヒョウ		審議会評価(試案) シンギカイヒョウカシアン		関連指標等の分析 カンレンシヒョウトウブンセキ

		○不登校児童生徒数 フトウコウジドウセイトスウ		【評価の視点】 ヒョウカシテン		○アウトカム指標の推移に関する評価 シヒョウスイイカンヒョウカ

		　17年度：９，７９８人 ネンドニン		○緊急性 キンキュウセイ		(例)・経年での評価　　  レイケイネンヒョウカ

		　18年度：９，０７９人 ネンドニン		○府の関与の必要性 フカンヨヒツヨウセイ		・全国との比較など

				○効果性 コウカセイ

						○関連指標の分析 カンレンシヒョウブンセキ

						(例)・いじめの発生件数 レイハッセイケンスウ

						　　 ・校内暴力の発生件数

						　 　・すこやか教育相談での相談件数(公立)

						　　 ・私学コスモスダイヤル相談件数(私立)





イメージ

		子ども施策の検証・評価(イメージ) コシサクケンショウヒョウカ

		プロジェクト名 ナ		Ⅲ　次世代の青少年を育てる ジセダイセイショウネンソダ																関連指標等 カンレンシヒョウトウ		○不登校出現率 フトウコウシュツゲンリツ

				　(１)不登校プロジェクト フトウコウ																												(単位：％) タンイ

		概要 ガイヨウ		　 不登校の児童・生徒は、「心因性」「遊び・非行型」「無気力型」など態様が様々です。個々に応じた対策を総合的に推進するため、様々な取組を展開します。																						15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

																								大阪府 オオサカフ		1.50		1.49		1.39

																								全  国 ゼンコク		1.15		1.14		1.13		1.17

		評価指標 ヒョウカシヒョウ

				○不登校児童生徒数 フトウコウジドウセイトスウ																		○不登校傾向に係る相談件数(府教育センター・すこやか教育相談) フトウコウケイコウカカソウダンケンスウフキョウイク

																														(単位：件) タンイケン

		審議会評価(試案) シンギカイヒョウカシアン		　不登校問題は、その背景にいじめや家庭環境等の問題が複合的に関わっており、学校における生徒指導体制の充実や関係機関との連携強化等により、未然防止策や早期の解決に向けて一層の施策の推進が必要である。 フトウコウモンダイハイケイカテイカンキョウトウモンダイフクゴウテキカカガッコウセイトシドウタイセイジュウジツカンケイキカンレンケイキョウカトウミゼンボウシサクソウキカイケツムイッソウシサクスイシンヒツヨウ																				15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

																								783		986

				(1)緊急性 キンキュウセイ

						　不登校児童生徒数は、減少傾向にあるものの、出現率は全国に比べ高い水準で推移しており、早急なる対策が必要であるなど、その緊急性は高い。 フトウコウジドウセイトスウゲンショウケイコウシュツゲンリツゼンコククラタカスイジュンスイイソウキュウタイサクヒツヨウキンキュウセイタカ																○いじめの発生件数 ハッセイケンスウ

																														(単位：件) タンイケン

				(2)府の関与の必要性 フカンヨヒツヨウセイ																				15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

						　府が先導的役割を果たし、市町村等に指導していく必要があることから、府の直接関与が求められる。 フセンドウテキヤクワリハシトウシドウヒツヨウフチョクセツカンヨモト																		1,069		1,158		1,010

				(3)効果性 コウカセイ																		○校内暴力の発生件数 コウナイボウリョクハッセイケンスウ

						　不登校専任教員の配置やスクールカウンセラーの配置等により、不登校児童生徒数が減少しており、効果は上がっている。 フトウコウセンニンキョウインハイチハイチトウフトウコウジドウセイトスウゲンショウコウカア																								(単位：件) タンイケン

																								15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

		評価指標の推移に関する評価 ヒョウカシヒョウスイイカンヒョウカ		○不登校児童生徒数 フトウコウジドウセイトスウ																				4,358		5,075		4,574

														(単位：人) タンイヒト

								15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度
(速 報 値) ネンドハヤシホウアタイ

						大阪府 オオサカフ		10,698		10,656		10,117		9,437						施策評価 シサクヒョウカ		　子どもサポート体制の充実に一層取り組んでいくため、「スクールカウンセラー配置事業」等をはじめとする施策の推進及び充実に取り組んでいく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　(事業毎の評価は、別紙１参照) コタイセイジュウジツイッソウトクハイチジギョウトウシサクスイシンオヨジュウジツトクジギョウマイヒョウカベッシサンショウ

						東京都 トウキョウト		9,541		9,307		9,219		9,752

						神奈川県 カナガワケン		9,162		9,181		9,475		10,144

						愛知県 アイチケン		7,325		7,428		7,487		7,844

						全  国 ゼンコク		125,976		123,058		121,936		126,363

						　不登校児童生徒数は、減少傾向にあるものの、依然として高い水準で推移している。 フトウコウジドウセイトスウゲンショウケイコウイゼンタカスイジュンスイイ





関連事業の実績

														(別紙３) ベッシ

		■関連事業の実績 カンレンジギョウジッセキ

				事業名 ジギョウナ		事業内容 ジギョウナイヨウ		事業実績 ジギョウジッセキ				決   算   額 (単位：千円) ケツザンガクタンイセンエン

								17年度 ネンド		18年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

				スクーリングサポート推進事業 スイシンジギョウ		　 いじめ、不登校問題に対処するため、「いじめ・不登校対策会議」の開催や「子どもと親の相談員」「生徒協力指導員」の配置及び「スクーリング・サポート・ネットワーク(ＳＳＮ)整備事業」を実施する フトウコウモンダイタイショフトウコウタイサクカイギカイサイコオヤソウダンインセイトキョウリョクシドウインハイチオヨセイビジギョウジッシ		・ＳＳＮ参加　
  　　43市町村
・子どもと親の
  相談員配置　
　小学校 42校
　生徒指導推進
  協力員配置小
  学校　 27校 サンカシチョウソンコオヤソウダンインハイチショウガッコウコウセイトシドウスイシンキョウリョクインハイチショウガッコウコウ				60,832

				スクールカウンセラー配置事業		　 問題行動の未然防止や早期発見、早期解決のためには、子どもの悩み等への相談を行うなど、心のケアが大切であることから、心のケアの専門家であるスクールカウンセラー（臨床心理士）を公立中学校に配置・派遣する。		実施市町村数
              13				409,606

				ハートフレンド派遣事業		様々な態様の不登校児童・生徒に対して、個々の実態に応じたサポートをするため、心理系学部大学生などを府に登録し、府内の公立小・中学校に派遣する。		・小学校派遣
　　　　 110校
・中学校派遣
           92校 ショウガッコウハケンコウチュウガッコウハケンコウ				19,295

				ITを活用した学校復帰支援事業		ホームページを開設し、不登校に関する各種情報を提供するとともに、不登校の児童・生徒とパソコンなどを通じてコミュニケーションを図ることにより、学校復帰を促したり、学習の支援を行う。		ＨＰアクセス
　　　204,482件 ケン				3,392

				不登校緊急事業		中学校生活になじめずに不登校になる生徒が多いことから、公立中学校に不登校支援協力員を配置し、中学校1年生段階における小中学校が連携した不登校の予防及び早期対応に取り組む。また、あわせて、不登校生徒数が特に多い公立中学校に対し、不登校専任教員を配置する。		中学校１年不登
校生徒数
　　　　 1,664人
不登校出現率
　　　　　1.39％ チュウガッコウネンフノボルコウセイトスウニンフトウコウシュツゲンリツ				99,159



１　指標の推移に関す　　　
　る評価

→経年での評価、全国  
   数値がある場合には
   全国との比較など


２　プロジェクトに対す
  る評価

【評価の視点】
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　（必要性）

・府の関与度

・啓発効果

・発展性（将来効果）

　　　　　　↓

・主要プロジェクト全体 
  における緊急性の
  評価

○　アウトカム指標の推移に関する
   評価
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○　関連指標の分析
　(例)
　・いじめの発生件数
　・校内暴力の発生件数
　・すこやか教育相談件数(公立）
　・コスモスダイヤル相談件数（私立）
      
　　



施策評価の結果

																						(別紙４) ベッシ

		■施策評価の結果 シサクヒョウアタイケッカ

				事業名 ジギョウナ		施策目標をあらわす指標　※１ シサクモクヒョウシヒョウ		成果指標　　　※２ セイカシヒョウ		活動指標　　　　※３ カツドウシヒョウ		参考指標　※４ サンコウシヒョウ		評　価
(緊急性)
※５ ヒョウアタイ		左の理由 ヒダリリユウ		今後の事業の方向性 コンゴジギョウホウコウセイ				今後の施策方向 コンゴシサクホウコウ

				スクーリングサポート推進事業 スイシンジギョウ		ー		改選児童生徒数（不登校）
⑮1,403人
⑯1,279人
⑰1,619人 カイセンジドウセイトスウフトウコウニンニンニン		不登校出現率　
⑮1.50
⑯1.49　
⑰1.39 フトウコウシュツゲンリツ		全国不登校出現率
⑮1.15
⑯1.14
⑰1.13 ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		ＡＡＡ		いじめ不登校問題は、いまだ深刻な状況にあり、また、最近の少年による一連の事件への対策として心のケアの重要性が指摘されているところから､その緊急性は高い。		見直し		今後は市町村教委と対策会議等を行い、効果的、効率的ないじめ不登校対策の推進に努める。		　 子どもサポート体制の充実に一層取組んでいくため、「スクールカウンセラー配置事業」等をはじめとする施策の推進及び充実に取組んでいく。 コタイセイジュウジツイッソウトリクハイチジギョウトウシサクスイシンオヨジュウジツトリク

				スクールカウンセラー配置事業				中学校における改善生徒数(不登校） チュウガッコウカイゼンセイトスウフトウコウ		スクールカウンセラー配置校数 ハイチコウスウ		中学校における不登校生徒数 チュウガッコウフトウコウセイトスウ		ＡＡＡ		いじめ・不登校問題は、いまだ深刻な状況にあり、また、最近の少年による一連の事件への対策として心のケアの重要性が指摘されているところから､その緊急性は高い。		継続 ケイゾク		平成17年度府内全中学校に配置をし、平成18年度より全中学校において一律6時間の活動形態に変更し、教育相談体制の充実を図るため維持継続する必要がある。

				ハートフレンド派遣事業				不登校児童生徒数
⑮10,497人
⑯10,396人
⑰  9,798人 フトウコウジドウセイトスウニンニンニン		改選児童生徒数（不登校）
⑮1,403人
⑯1,279人
⑰1,619人 カイセンジドウセイトスウフトウコウニンニンニン		全国不登校出現率
⑮1.15
⑯1.14
⑰1.13 ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		Ａ		府内の不登校の状況は、全国的にみても､児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなど、その緊急性は高い		廃止		平成18年度までのモデル事業であり、当初予定どおり平成18年度末で終了する。

				ITを活用した学校復帰支援事業				改選児童生徒数（不登校）
⑮1,403人
⑯1,279人
⑰1,619人 カイセンジドウセイトスウフトウコウニンニンニン		ＨＰアクセス総件数
⑯　    0件
⑰42,825件 ソウケンスウケンケン		全国不登校出現率
⑮1.15
⑯1.14
⑰1.13 ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		Ａ		府内の不登校の状況は、全国的にみても､児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなど、その緊急性は高い。		廃止 ハイシ		早期発見し、迅速、適切な対応を図るためには、児童福祉に関わる関係機関のとの連携が不可欠であり、今後も連携の強化が必要。 ソウキハッケンジンソクテキセツタイオウハカジドウフクシカカカンケイキカンレンケイフカケツコンゴレンケイキョウカヒツヨウ

				不登校緊急事業				不登校児童生徒数
⑮10,497人
⑯10,396人
⑰  9,798人 フトウコウジドウセイトスウニンニンニン		中学校１年生不登校生徒数
⑮1,898人
⑯1,911人
⑰1,664人 チュウガッコウネンセイフトウコウセイトスウニンニンニン		全国不登校出現率
⑮1.15
⑯1.14
⑰1.13 ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		ＡＡＡ		府内の不登校の状況は全国的にみても、児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなどその緊急性は高い。		廃止 ハイシ		　　　府内の不登校児童生徒数は依然として深刻な状況にあり、中学１年生段階における小中連携した予防及び早期対応を行う。

				(注) チュウ

				※１「施策目標をあらわす指標」 シサクモクヒョウシヒョウ		・・・・・・・・・		施策の進捗状況を点検し、効果的・効率的な施策推進を図るとともに、その内容を府民にわかりやすく示すツール

				※２ 「成　　果　　指　　標」 シゲルハタシユビヒョウ		・・・・・・・・・		事務事業の目的を端的にあらわし、事務事業を実施することによってどのような成果が生み出されるかを明確に示すための指標

				※３ 「活　　動　　指　　標」 カツドウユビヒョウ		・・・・・・・・・		事務事業を実施していく上で行う具体的な活動実績をあらわす指標

				※４ 「参　　考　　指　　標」 サンコウユビヒョウ		・・・・・・・・・		事務事業の必要性をあらわすような社会的数値、活動指標や成果指標の他府県における数値や全国平均値など、当該事務事業の必要性や成果を把握する上で参考となる指標。また、成果指標を数値として把握困難な場合に成果よる評価を補完するもの

				※５ 「評　　　　　　　　　価」 ヒョウアタイ		・・・・・・・・・		「ＡＡＡ」　拡大または継続する事務事業　「ＡＡ」　継続または見直しする事務事業　「Ａ」　見直しまたは「休止・廃止」する事務事業
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						項目 コウモク		事業名 ジギョウナ		事業内容 ジギョウナイヨウ		目標値
(H21) モクヒョウアタイ		事業実績 ジギョウジッセキ				決算額 ケッサンガク				施策評価 シサクヒョウカ				主要Ｐ シュヨウ

														17年度 ネンド		18年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド		ランク		今後の事業の方向性 コンゴジギョウホウコウセイ

		(1)各成長段階に応じた取組 カクセイチョウダンカイオウトリクミ		①出産期から周産期 シュッサンキシュウサンキ		育児支援に重点をおいた乳幼児健康診査を行っている自治体(市町村)の割合 イクジシエンジュウテンニュウヨウジケンコウシンサオコナジチタイシワリアイ		市町村母子保健事業 シボシホケンジギョウ

						不慮の事故死亡率 フリョジコシボウリツ		乳幼児の不慮の事故防止対策事業 ニュウヨウジフリョジコボウシタイサクジギョウ				半減(H22) ハンゲン

						妊娠中の喫煙率 ニンシンナカキツエンリツ						0%(H22)

						育児期間中の両親の自宅での喫煙率 イクジキカンナカリョウシンジタクキツエンリツ





該当事業数

		■個別指標 コベツシヒョウ

		１ 各成長段階に応じた取組

				項目 コウモク				該当事業数 ガイトウジギョウスウ		全事業数 ゼンジギョウスウ		施策評価 シサクヒョウカ		備　　考 ソナエコウ

				(1)出産期から
    周産期 シュッサンキシュウサンキ		育児支援に重点をおいた乳幼児健康診査を行っている自治体(市町村)の割合 イクジシエンジュウテンニュウヨウジケンコウシンサオコナジチタイシワリアイ				4

						不慮の事故死亡率 フリョジコシボウリツ

						妊娠中の喫煙率 ニンシンナカキツエンリツ

						育児期間中の両親の自宅での喫煙率 イクジキカンナカリョウシンジタクキツエンリツ

						小   計① ショウケイ		0

				(2)乳幼児期 ニュウヨウジキ		通常保育事業 ツウジョウホイクジギョウ

						地域子育て支援センター事業 チイキコソダシエンジギョウ

						つどいの広場事業 ヒロバジギョウ

						ファミリー・サポート・センター事業 ジギョウ

						一時保育事業 イチジホイクジギョウ

						特定保育事業 トクテイホイクジギョウ

						ショートステイ事業 ジギョウ

						トワイライトステイ事業 ジギョウ

						病後保育事業 ビョウゴホイクジギョウ

						延長保育事業 エンチョウホイクジギョウ

						休日保育事業 キュウジツホイクジギョウ

						夜間保育事業 ヤカンホイクジギョウ

						育児支援推進保育所事業 イクジシエンスイシンホイクショジギョウ

						家庭支援推進保育所事業 カテイシエンスイシンホイクショジギョウ

						子ども家庭サポーターの養成 コカテイヨウセイ

						私立幼稚園における週５日以上の預かり保育実施園数 シリツヨウチエンシュウヒイジョウアズホイクジッシエンスウ

						小   計② ショウケイ		0

				(3)学童期・思春期 ガクドウキシシュンキ		地域コーディネーター養成数 チイキヨウセイスウ

						放課後児童健全育成事業(ｸﾗﾌﾞ数) ホウカゴジドウケンゼンイクセイジギョウスウ

						不登校児童・生徒数 フトウコウジドウセイトスウ

						刑法犯少年の検挙・補導人員数 ケイホウハンショウネンケンキョホドウジンインカズ

						図書類自動販売機設置届出台数 トショルイジドウハンバイキセッチトドデダイスウ

						区分陳列を実施している書店 クブンチンレツジッシショテン

						小   計③ ショウケイ		0

				計(①＋②＋③) ケイ				0

		２　成長段階に共通した取組 セイチョウダンカイキョウツウトリクミ

				項目 コウモク				該当事業数 ガイトウジギョウスウ		全事業数 ゼンジギョウスウ		施策評価 シサクヒョウカ		備　　考 ソナエコウ

				育児支援推進保育所事業(再掲) イクジシエンスイシンホイクショジギョウサイケイ

				新ﾊｰﾄﾌﾙ事業・らくらくルートの整備率 シンジギョウセイビリツ

				地域安全情報のメール配信システム チイキアンゼンジョウホウハイシン

				ひったくり発生件数 ハッセイケンスウ

				計 ケイ				0

		３ 援護を要する子ども・保護者への支援 エンゴヨウコホゴシャシエン

				項目 コウモク				該当事業数 ガイトウジギョウスウ		全事業数 ゼンジギョウスウ		施策評価 シサクヒョウカ		備　　考 ソナエコウ

				不登校児童・生徒数(再掲) フトウコウジドウセイトスウサイケイ

				児童養護施設における小規模グループケア ジドウヨウゴシセツショウキボ

				児童養護施設、乳児院、里親に措置された子どものうち里親への委託率 ジドウヨウゴシセツニュウジインサトオヤソチコサトオヤイタクリツ

				障害児(者)地域療育等支援事業の実施市町村数 ショウガイジチイキリョウイクトウシエンジギョウジッシシスウ

				ﾎｰﾑﾍﾙﾊﾟｰ、ｶﾞｲﾄﾞﾍﾙﾊﾟｰ派遣事業 ハケンジギョウ

				在宅障害者短期入所事業 ザイタクショウガイシャタンキニュウショジギョウ

				身体障害者、知的障害者デイサービス事業 シンタイショウガイシャチテキショウガイシャジギョウ

				重症心身障害児(者)通園事業 ジュウショウシンシンショウガイジモノツウエンジギョウ

				特別支援教育コーディネーターの配置 トクベツシエンキョウイクハイチ

				障害教育に係る「校内委員会」の設置 ショウガイキョウイクカカコウナイイインカイセッチ

				個別の教育支援計画の策定 コベツキョウイクシエンケイカクサクテイ

				日本語指導等が必要な生徒が在籍する学校に対するサポートの割合 ニホンゴシドウトウヒツヨウセイトザイセキガッコウタイワリアイ

				計 ケイ				0

		４　職業生活と家庭生活の両立 ショクギョウセイカツカテイセイカツリョウリツ

				項目 コウモク				該当事業数 ガイトウジギョウスウ		全事業数 ゼンジギョウスウ		施策評価 シサクヒョウカ		備　　考 ソナエコウ

				育児休業を取得している人の割合 イクジキュウギョウシュトクヒトワリアイ

				育児休業制度の規定率 イクジキュウギョウセイドキテイリツ

				計 ケイ				0

				総            計 ソウケイ				0		0		0





Sheet3

		





主要P

		主要プロジェクトの進捗状況・施策評価(イメージ） シュヨウシンチョクジョウキョウシサクヒョウカ

		プロジェクト名 ナ				方向性 ホウコウセイ		事業名 ジギョウナ		事業内容 ジギョウナイヨウ		事業実績 ジギョウジッセキ				決   算   額 (単位：千円) ケツザンガクタンイセンエン				施策評価 シサクヒョウカ										審議会評価 シンギカイヒョウカ

												17年度 ネンド		18年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド		総合評価 ソウゴウヒョウカ		緊急性 キンキュウセイ		左の理由 ヒダリリユウ		今後の事業の方向性 コンゴジギョウホウコウセイ

		Ⅰ子どもを守る コマモ		(１)児童虐待対策プロジェクト ジドウギャクタイタイサク		　市町村ごとに設置されている「児童虐待防止ネットワーク」の充実とネットワークに参画の各機関の機能強化をすすめます。 シセッチジドウギャクタイボウシジュウジツサンカクカクキカンキノウキョウカ		児童虐待の発生予防システムの構築事業 ジドウギャクタイハッセイヨボウコウチクジギョウ		児童虐待を未然に防ぎ、早期の養育支援につなげるため、主任児童委員や民生委員・児童委員等の協力を得て、乳幼児健診の身受診家庭や専門的な支援を要する家庭等を訪問し、見守る仕組みを構築する。		実施市町村数33				26,112				Ａ		ＡＡＡ		児童虐待は虐待を受けた児童の心身に大きな傷を与えるものであり、早期対応が必要である。 ジドウギャクタイギャクタイウジドウシンシンオオキズアタソウキタイオウヒツヨウ		廃止		当初予定どおり平成18年度末で終了する。		審議会委員によるプロジェクト全体に対する評価コメント シンギカイイインゼンタイタイヒョウカ

								育児支援家庭訪問事業 イクジシエンカテイホウモンジギョウ		養育支援を必要とするが、自ら援助を求められない状況にある家庭に対し、当該家庭が安定した乳幼児の養育を行うことができるよう、子育てOB等を派遣する事業を推進する。 ヨウイクシエンヒツヨウミズカエンジョモトジョウキョウカテイタイトウガイカテイアンテイニュウヨウジヨウイクオコナコソダトウハケンジギョウスイシン		実施市町村数１３				交付金化 コウフキンカ

								地域虐待防止ネットワークの充実 チイキギャクタイボウシジュウジツ		地域における虐待の未然防止を一層推進するため、児童虐待の防止等に関する法律及び児童福祉法の改正による新たな児童相談体制の整備を行い、要保護児童対策地域協議会設置を働きかけるなど、市町村と協働してネットワーク機能の強化を図る。 チイキギャクタイミゼンボウシイッソウスイシンジドウギャクタイボウシトウカンホウリツオヨジドウフクシホウカイセイアラジドウソウダンタイセイセイビオコナヨウホゴジドウタイサクチイキキョウギカイセッチハタラシチョウソンキョウドウキノウキョウカハカ		要保護児童対策地域協議会設置市町村２１ ヨウホゴジドウタイサクチイキキョウギカイセッチシチョウソン				ー				Ａ		ＡＡＡ		増加する児童虐待の発生予防、早期発見、早期対応を行うことは緊急の課題であり、市町村域での関係機関の連携強化が重要である ゾウカジドウギャクタイハッセイヨボウソウキハッケンソウキタイオウオコナキンキュウカダイシチョウソンイキカンケイキカンレンケイキョウカジュウヨウ		廃止		事業効果を高めるため、平成１９年度から子ども家庭センター運営費に組み入れて実施する。 ジギョウコウカタカヘイセイネンドコカテイウンエイヒクイジッシ

								子ども家庭センターと学校との連携 コカテイガッコウレンケイ		平成１６年度に作成した「児童虐待における学校園と子ども家庭センターの連携についてー通告等に関する基本ルールー」の徹底を図り、児童虐待の早期発見、早期対応に努める。 ヘイセイネンドサクセイジドウギャクタイガッコウエンコカテイレンケイツウコクトウカンキホンテッテイハカジドウギャクタイソウキハッケンソウキタイオウツト		市町村教委生徒指導担当指導主事研修会の実施　１回 シチョウソンキョウイセイトシドウタントウシドウシュジケンシュウカイジッシカイ				ー				ＡＡ		ＡＡＡ		児童虐待を早期に発見するとともに、子どもの安全確認や、緊急保護等を迅速かつ適切に行う体制の整備が必要 ジドウギャクタイソウキハッケンコアンゼンカクニンキンキュウホゴトウジンソクテキセツオコナタイセイセイビヒツヨウ		継続 ケイゾク		早期発見し、迅速、適切な対応を図るためには、児童福祉に関わる関係機関のとの連携が不可欠であり、今後も連携の強化が必要 ソウキハッケンジンソクテキセツタイオウハカジドウフクシカカカンケイキカンレンケイフカケツコンゴレンケイキョウカヒツヨウ

								子ども家庭センターの体制強化 コカテイタイセイキョウカ		子ども家庭センターに「児童虐待対応ITナビシステム」を導入し、ITを活用した相談事案のより組織的な管理を行うことにより、危機管理体制を強化するとともに、急増する児童虐待対応事案に対し、蓄積データや過去の類似事例の検証ならびにリスクアセスメントを踏まえ、迅速かつ的確な判断を行い、早期に対応することで、重大事案への発展を防ぐシステムを構築する。子ども家庭センターの体制強化を図るため、虐待対応についての研修を実施し、児童虐待事案の早期発見及び重大事案への発展を防止する。 コカテイジドウギャクタイタイオウドウニュウカツヨウソウダンジアンソシキテキカンリオコナキキカンリタイセイキョウカキュウゾウジドウギャクタイタイオウジアンタイチクセキカコルイジジレイケンショウフジンソクテキカクハンダンオコナソウキタイオウジュウダイジアンハッテンフセコウチクコカテイタイセイキョウカハカギャクタイタイオウケンシュウジッシジドウギャクタイジアンソウキハッケンオヨジュウダイジアンハッテンボウシ		システムの設計、仕様書の作成を行った セッケイシヨウショサクセイオコナ				7,485				Ａ		ＡＡＡ		児童虐待件数が増加しており、的確なアセスメントに基づいた処遇決定及びデータに基づく相談事案の組織的管理が急務である ジドウギャクタイケンスウゾウカテキカクモトショグウケッテイオヨモトソウダンジアンソシキテキカンリキュウム		廃止 ハイシ		当初予定どおり平成18年度末で終了する。

								緊急対応等基盤整備事業 キンキュウタイオウトウキバンセイビジギョウ		子ども家庭センターに設置している虐待通報を受信する専用電話、緊急出動車両及び携帯電話の活用により、確実に虐待通報を受信するとともに、安全確認や立入調査等を、迅速かつ適切に行う。 コカテイセッチギャクタイツウホウジュシンセンヨウデンワキンキュウシュツドウシャリョウオヨケイタイデンワカツヨウカクジツギャクタイツウホウジュシンアンゼンカクニンタチイリチョウサトウジンソクテキセツオコナ		虐待通告件数1,197件 ギャクタイツウコクケンスウケン				3,282				ＡＡ		ＡＡＡ		急増する児童虐待に迅速、適切に対応し、子どもの安全の確保を図ることが強く求められている。 キュウゾウジドウギャクタイジンソクテキセツタイオウコアンゼンカクホハカツヨモト		継続 ケイゾク		迅速、適切に対応できる体制整備が必要なため、引き続き実施する ジンソクテキセツタイオウタイセイセイビヒツヨウヒツヅジッシ

								市町村の児童相談体制の整備 シチョウソンジドウソウダンタイセイセイビ		児童福祉法の改正（平成１７年４月施行）により、市町村が児童相談の窓口及び児童虐待の通告機関として位置づけされたことに伴い、子ども家庭センターが中心となって、児童相談のノウハウや情報の提供を行う。また、相談に関するガイドラインの作成や市町村の職員に対する研修等を実施するなど、市町村に対する後方支援を積極的に行う。 ジドウフクシホウカイセイヘイセイネンガツセコウシチョウソンジドウソウダンマドグチオヨジドウギャクタイツウコクキカンイチトモナコカテイチュウシンジドウソウダンジョウホウテイキョウオコナソウダンカンサクセイシチョウソンショクインタイケンシュウトウジッシシチョウソンタイコウホウシエンセッキョクテキオコナ		研修開催状況　　　１０日　２０テーマ ケンシュウカイサイジョウキョウニチ				1,761				ＡＡ		ＡＡＡ		児童福祉法の改正により、児童相談業務の一義的な窓口に位置づけられたことから、市町村の相談担当者の育成が急務である。 ジドウフクシホウカイセイジドウソウダンギョウムイチギテキマドグチイチシチョウソンソウダンタントウシャイクセイキュウム		継続 ケイゾク		市町村の相談窓口の充実を図るため、引き続き実施していく シチョウソンソウダンマドグチジュウジツハカヒツヅジッシ

								総合的な権利擁護システムの整備 ソウゴウテキケンリヨウゴセイビ		社会福祉審議会児童専門分科会措置審査部会を改変し、従来の措置審査部会としての機能に加え、子どもや保護者等の代弁機能等を備えた総合的な子どもの権利擁護システムとして「子どもの虐待防止委員会（仮称）」を設置する。 シャカイフクシシンギカイジドウセンモンブンカカイソチシンサブカイカイヘンジュウライソチシンサブカイキノウクワコホゴシャトウダイベンキノウトウソナソウゴウテキコケンリヨウゴコギャクタイボウシイインカイカショウセッチ		ー				ー

				(２)地域で子どもの安全を守るプロジェクト チイキコアンゼンマモ		　地域社会で子どもを犯罪から守る取組を進めます。
　学校における児童・生徒の安全確保に向けた取組や安全教育を推進します。 チイキシャカイコハンザイマモトリクミススガッコウジドウセイトアンゼンカクホムトリクミアンゼンキョウイクスイシン

		Ⅱ子育て家庭への支援 コソダカテイシエン		(１)地域における子育て支援プロジェクト チイキコソダシエン		　子育てと園に関する保護者の多様なニーズにきめ細かく対応するため、「親子交流・仲間づくり」、「育児相談・親のスキルアップ」、「育児支援・家事援助」という３つの視点から、多様な事業メニューを提供します。 コソダエンカンホゴシャタヨウコマタイオウオヤココウリュウナカマイクジソウダンオヤイクジシエンカジエンジョシテンタヨウジギョウテイキョウ

				(２)保育所待機児童解消プロジェクト ホイクショタイキジドウカイショウ		　保育の実施主体である市町村と連携し、地域の実情に応じて、多様な取組を展開することにより、育児休業明け等、年度途中の保育ニーズにも対応し、できるだけ早期に待機児童の解消を図ります。 ホイクジッシシュタイシレンケイチイキジツジョウオウタヨウトリクミテンカイイクジキュウギョウアトウネンドトチュウホイクタイオウソウキタイキジドウカイショウハカ

		Ⅲ次世代の青少年を育てる ジセダイセイショウネンソダ		(１)不登校プロジェクト フトウコウ		　不登校の児童・生徒は、「心因性」、「遊び・非行型」、「無気力型」など態様が様々です。個々に応じた対策を総合的に推進するため、様々な取組を展開します。 フトウコウジドウセイトシンインセイアソヒコウガタムキリョクガタタイヨウサマザマココオウタイサクソウゴウテキスイシンサマザマトリクミテンカイ

				(２)青少年の健全育成プロジェクト セイショウネンケンゼンイクセイ		　府民運動の展開やインターネット等の有害情報対策等により、非行防止のための社会環境を整備します。
　地域と連携した非行少年の立直りを支援します。 フミンウンドウテンカイトウユウガイジョウホウタイサクトウヒコウボウシシャカイカンキョウセイビチイキレンケイヒコウショウネンタチナオシエン

				(３)スポーツ・文化を通じて豊かな感性を育む環境整備プロジェクト ブンカツウユタカンセイハグクカンキョウセイビ		　未来を担う、主体性と創造性、豊かな感性に満ちた青少年を育成するため、スポーツ活動を通じ夢に向かってチャレンジする精神の涵養と文化のふれあいによる豊かな感性の醸成をすすめます。 ミライニナシュタイセイソウゾウセイユタカンセイミセイショウネンイクセイカツドウツウユメムセイシンカンヨウブンカユタカンセイジョウセイ

				(４)若者の自立・挑戦プロジェクト　 ワカモノジリツチョウセン		　小学年低学年段階から発達段階に応じて、基礎基本の着実な定着を図るとともに、系統的・継続的なキャリア教育を実施することにより、子どもたちに将来、職業人・社会人として自立していく能力と態度を育みます。 ショウガクネンテイガクネンダンカイハッタツダンカイオウキソキホンチャクジツテイチャクハカケイトウテキケイゾクテキキョウイクジッシコショウライショクギョウジンシャカイジンジリツノウリョクタイドハグク

				(５)若年者の就職支援プロジェクト ジャクネンシャシュウショクシエン		　JOBカフェOSAKAにおいて幅広い就職支援メニューをワンストップで提供します。
　ニート(NEET)に対する支援を行うため、「ニートサポートクラブ(仮称)」を設置し、専門家によるカウンセリングや就労訓練等を実施する。 ハバヒロシュウショクシエンテイキョウタイシエンオコナカショウセッチセンモンカシュウロウクンレントウジッシ

		Ⅳ次代の親を
つくる ジダイオヤ		子どもとのふれあい推進プロジェクト コスイシン		　次の親となる世代に対して、家庭や子育てに関する理解教育の推進をはじめ、親まなび講座を実施するとともに、乳幼児とふれあう機会を提供するなど、青少年が子育てを身近に感じる意識を醸成します。 ツギオヤセダイタイカテイコソダカンリカイキョウイクスイシンオヤコウザジッシニュウヨウジキカイテイキョウセイショウネンコソダミヂカカンイシキジョウセイ

		Ⅴ仕事と子育ての両立支援 シゴトコソダリョウリツシエン		仕事と子育ての両立支援プロジェクト シゴトコソダリョウリツシエン		　行政と民間による協働促進のための体制を整備し、そのもとで事業者・府民が求める両立支援のための情報を集中的に発信することで、仕事と子育ての両立支援に係る企業の取組や、男性の子育て参加を促進します。 ギョウセイミンカンキョウドウソクシンタイセイセイビジギョウシャフミンモトリョウリツシエンジョウホウシュウチュウテキハッシンシゴトコソダリョウリツシエンカカキギョウトリクミダンセイコソダサンカソクシン





主要P (2)

		

		アウトカム指標の検証・評価(イメージ） シヒョウケンショウヒョウカ

		Ⅲ　次世代の青少年を育てる ジセダイセイショウネンソダ

		　（１）　不登校対策プロジェクト フトウコウタイサク				不登校の児童・生徒は、「心因性」「遊び・非行型」「無気力型」など態様が様々です。個々に応じた対策を総合的に推進するため、様々な取組を展開します。 フトウコウジドウセイトシンインセイアソヒコウガタムキリョクガタタイヨウサマザマココオウタイサクソウゴウテキスイシンサマザマトリクミテンカイ

		アウトカム指標 シヒョウ		審議会評価（試案） シンギカイヒョウカココロアン		事業名 ジギョウナ		事業内容 ジギョウナイヨウ		事業実績 ジギョウジッセキ				決   算   額 (単位：千円) ケツザンガクタンイセンエン				部　局　評　価　（施　策　評　価） ブキョクヒョウアタイシサクヒョウアタイ

										17年度 ネンド		18年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド		施策目標をあらわす指標　※１ シサクモクヒョウシヒョウ		成果指標　　　※２ セイカシヒョウ		活動指標　　　　※３ カツドウシヒョウ		参考指標　※４ サンコウシヒョウ		緊急性 キンキュウセイ		左の理由 ヒダリリユウ		今後の事業の方向性 コンゴジギョウホウコウセイ				今後の施策方向 コンゴシサクホウコウ

		不登校・      児童生徒数　　　　                                   フトウコウジドウセイトスウ				スクーリングサポート推進事業 スイシンジギョウ		いじめ、不登校問題に対処するため、「いじめ・不登校対策会議」の開催や「子どもと親の相談員」「生徒協力指導員」の配置及び「スクーリング・サポート・ネットワーク整備事業」を実施する フトウコウモンダイタイショフトウコウタイサクカイギカイサイコオヤソウダンインセイトキョウリョクシドウインハイチオヨセイビジギョウジッシ		ＳＳＮ参加　４３市町村　子どもと親の相談員配置　小学校４２校　生徒指導推進協力員配置小学校２７校 サンカシチョウソンコオヤソウダンインハイチショウガッコウコウセイトシドウスイシンキョウリョクインハイチショウガッコウコウ				60,832				ー		改選児童生徒数（不登校）　⑮1403人　　　　　　⑯1279人　　　　　　⑰1619人 カイセンジドウセイトスウフトウコウニンニンニン		不登校出現率　⑮１．５　　　　　　　　　⑯１．４９　　　　　　　⑰１．３９ フトウコウシュツゲンリツ		全国不登校出現率　　　⑮１．１５　　　　⑯１．１４　　　　⑰１．１３ ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		ＡＡＡ		いじめ不登校問題は、いまだ深刻な状況にあり、また、最近の少年による一連の事件への対策として心のケアの重要性が指摘されているところから､その緊急性は高い。		見直し		今後は市町村教委と対策会議等を行い、効果的、効率的ないじめ不登校対策の推進に努める。		子どもサポート体制の充実に一層取組んでいくため、「スクールカウンセラー配置事業」等をはじめとする施策の推進及び充実に取組んでいく コタイセイジュウジツイッソウトリクハイチジギョウトウシサクスイシンオヨジュウジツトリク

						スクールカウンセラー配置事業		問題行動の未然防止や早期発見、早期解決のためには、子どもの悩み等への相談を行うなど、心のケアが大切であることから、心のケアの専門家であるスクールカウンセラー（臨床心理士）を公立中学校に配置・派遣する。		実施市町村数１３				409,606						中学校における改善生徒数(不登校） チュウガッコウカイゼンセイトスウフトウコウ		スクールカウンセラー配置校数 ハイチコウスウ		中学校における不登校生徒数 チュウガッコウフトウコウセイトスウ		ＡＡＡ		いじめ・不登校問題は、いまだ深刻な状況にあり、また、最近の少年による一連の事件への対策として心のケアの重要性が指摘されているところから､その緊急性は高い。		継続 ケイゾク		平成17年度府内全中学校に配置をし、平成18年度より全中学校において一律6時間の活動形態に変更し、教育相談体制の充実を図るため維持継続する必要がある。

						ハートフレンド派遣事業		様々な態様の不登校児童・生徒に対して、個々の実態に応じたサポートをするため、心理系学部大学生などを府に登録し、府内の公立小・中学校に派遣する。		小学校派遣　           110校
中学校派遣　             92校 ショウガッコウハケンコウチュウガッコウハケンコウ				19,295						不登校児童生徒数　　　　　⑮10497人　　　　　⑯10396人　　　　　⑰9798人 フトウコウジドウセイトスウニンニンニン		改善児童生徒数（不登校）　　　　　⑮1403　　　　　　　　⑯1279　　　　　　　　⑰1619 カイゼンジドウセイトスウフトウコウ		全国不登校出現率　　　⑮１．１５　　　　⑯１．１４　　　　⑰１．１３ ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		Ａ		府内の不登校の状況は、全国的にみても､児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなど、その緊急性は高い		廃止		平成18年度までのモデル事業であり、当初予定どおり平成18年度末で終了する。

		⑰９,７９８人　　⑱９,０７９人 ニンニン				ITを活用した学校復帰支援事業		ホームページを開設し、不登校に関する各種情報を提供するとともに、不登校の児童・生徒とパソコンなどを通じてコミュニケーションを図ることにより、学校復帰を促したり、学習の支援を行う。		ＨＰアクセス　204,482件 ケン				3,392						改善児童生徒数（不登校）　　　　　　　　⑯1279人　　　　　　　　⑰1619人 カイゼンジドウセイトスウフトウコウニンニン		ＨＰアクセス　　　　　　総件数　　　　　　⑯　０件　　　　　　　　⑰42825件 ソウケンスウケンケン		全国不登校出現率　　　　⑯１．１４　　　　⑰１．１３ ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		Ａ		府内の不登校の状況は、全国的にみても､児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなど、その緊急性は高い。		廃止 ハイシ		早期発見し、迅速、適切な対応を図るためには、児童福祉に関わる関係機関のとの連携が不可欠であり、今後も連携の強化が必要 ソウキハッケンジンソクテキセツタイオウハカジドウフクシカカカンケイキカンレンケイフカケツコンゴレンケイキョウカヒツヨウ

						不登校緊急事業		中学校生活になじめずに不登校になる生徒が多いことから、公立中学校に不登校支援協力員を配置し、中学校1年生段階における小中学校が連携した不登校の予防及び早期対応に取り組む。また、あわせて、不登校生徒数が特に多い公立中学校に対し、不登校専任教員を配置する。		中学校１年不登校生徒数　1,664人
不登校出現率　1.39％ チュウガッコウネンフトウコウセイトスウニンフトウコウシュツゲンリツ				99,159						不登校児童生徒数　　　　　⑮10497人　　　　　⑯10396人　　　　　⑰9798人 フトウコウジドウセイトスウニンニンニン		中学校１年生不登校生徒数　　　⑮１８９８人　　　　　⑯１９１１人　　　　　⑰１６６４人 チュウガッコウネンセイフトウコウセイトスウニンニンニン		全国不登校出現率　　　　⑯１．１４　　　　⑰１．１３ ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		ＡＡＡ		府内の不登校の状況は全国的にみても、児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなどその緊急性は高い。		廃止 ハイシ		府内の不登校児童生徒数は依然として深刻な状況にあり、中学１年生段階における小中連携した予防及び早期対応を行う。

		(注）　○囲み数値は年度 チュウカコスウチネンド

		※１　施策目標をあらわす指標・・・・施策の進捗状況を点検し、効果的・効率的な施策推進を図るとともに、その内容を府民にわかりやすく示すツール シサクモクヒョウシヒョウシサクシンチョクジョウキョウテンケンコウカテキコウリツテキシサクスイシンハカナイヨウフミンシメ

		※２　成果指標・・・・・・・・・・・・・・・・・事務事業の目的を端的にあらわし、事務事業を実施することによってどのような成果が生み出されるかを明確に示すための指標 セイカシヒョウジムジギョウモクテキタンテキジムジギョウジッシセイカウダメイカクシメシヒョウ

		※３　活動指標・・・・・・・・・・・・・・・・・事務事業を実施していく上で行う具体的な活動実績をあらわす指標 カツドウシヒョウジムジギョウジッシウエオコナグタイテキカツドウジッセキシヒョウ

		※４　参考指標･･･････････････････・事務事業の必要性をあらわすような社会的数値、活動指標や成果指標の他府県における数値や全国平均値など、当該事務事業の必要性や成果を把握する上で参考となる指標。また、成果指標を数値として把握困難な場合に成果よる評価を補完するもの サンコウシヒョウジムジギョウヒツヨウセイシャカイテキスウチカツドウシヒョウセイカシヒョウタフケンスウチゼンコクヘイキンチトウガイジムジギョウヒツヨウセイセイカハアクウエサンコウシヒョウセイカシヒョウスウチハアクコンナンバアイセイカヒョウカホカン

		※５　総合評価・・・・・・・・・・・・・・・・・「ＡＡＡ」　拡大または継続する事務事業　「ＡＡ」　継続または見直しする事務事業　「Ａ」　見直しまたは「休止・廃止」する事務事業 ソウゴウヒョウカカクダイケイゾクジムジギョウケイゾクミナオジムジギョウミナオキュウシハイシジムジギョウ

								　



１　指標の推移に関す　　　
　る評価

→経年での評価、全国  
   数値がある場合には
   全国との比較など


２　プロジェクトに対す
  る評価

【評価の視点】

・各事業の緊急性
　（必要性）

・府の関与度

・啓発効果

・発展性（将来効果）

　　　　　　↓

・主要プロジェクト全体 
  における緊急性の
  評価

○　アウトカム指標の推移に関する
   評価

→経年での評価、全国数値がある場合には全国との比較など


○　関連指標の分析
　(例)
　・いじめの発生件数
　・校内暴力の発生件数
　・すこやか教育相談件数(公立）
　・コスモスダイヤル相談件数（私立）
      
　　


【評価の視点】

・緊急性

・府の関与の必要性

・効果性



新

		アウトカム指標の検証・評価(イメージ) シヒョウケンショウヒョウカ

		Ⅲ　次世代の青少年を育てる ジセダイセイショウネンソダ

		(１)不登校プロジェクト フトウコウ		不登校の児童・生徒は、「心因性」「遊び・非行型」「無気力型」など態様が様々です。個々に応じた対策を総合的に推進するため、様々な取組を展開します。

		アウトカム指標 シヒョウ		審議会評価(試案) シンギカイヒョウカシアン		関連指標等の分析 カンレンシヒョウトウブンセキ

		○不登校児童生徒数 フトウコウジドウセイトスウ		【評価の視点】 ヒョウカシテン		○アウトカム指標の推移に関する評価 シヒョウスイイカンヒョウカ

		　17年度：９，７９８人 ネンドニン		○緊急性 キンキュウセイ		(例)・経年での評価　　  レイケイネンヒョウカ

		　18年度：９，０７９人 ネンドニン		○府の関与の必要性 フカンヨヒツヨウセイ		・全国との比較など

				○効果性 コウカセイ

						○関連指標の分析 カンレンシヒョウブンセキ

						(例)・いじめの発生件数 レイハッセイケンスウ

						　　 ・校内暴力の発生件数

						　 　・すこやか教育相談での相談件数(公立)

						　　 ・私学コスモスダイヤル相談件数(私立)





イメージ

		子ども施策の検証・評価(イメージ) コシサクケンショウヒョウカ

		プロジェクト名 ナ		Ⅲ　次世代の青少年を育てる ジセダイセイショウネンソダ																関連指標等 カンレンシヒョウトウ		○不登校出現率 フトウコウシュツゲンリツ

				　(１)不登校プロジェクト フトウコウ																												(単位：％) タンイ

		概要 ガイヨウ		　 不登校の児童・生徒は、「心因性」「遊び・非行型」「無気力型」など態様が様々です。個々に応じた対策を総合的に推進するため、様々な取組を展開します。																						15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

																								大阪府 オオサカフ		1.50		1.49		1.39

																								全  国 ゼンコク		1.15		1.14		1.13		1.17

		評価指標 ヒョウカシヒョウ

				○不登校児童生徒数 フトウコウジドウセイトスウ																		○不登校傾向に係る相談件数(府教育センター・すこやか教育相談) フトウコウケイコウカカソウダンケンスウフキョウイク

																														(単位：件) タンイケン

		審議会評価(試案) シンギカイヒョウカシアン		　不登校問題は、その背景にいじめや家庭環境等の問題が複合的に関わっており、学校における生徒指導体制の充実や関係機関との連携強化等により、未然防止策や早期の解決に向けて一層の施策の推進が必要である。 フトウコウモンダイハイケイカテイカンキョウトウモンダイフクゴウテキカカガッコウセイトシドウタイセイジュウジツカンケイキカンレンケイキョウカトウミゼンボウシサクソウキカイケツムイッソウシサクスイシンヒツヨウ																				15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

																								783		986		818		990

				(1)緊急性 キンキュウセイ

						　不登校児童生徒数は、減少傾向にあるものの、出現率は全国に比べ高い水準で推移しており、早急なる対策が必要であるなど、その緊急性は高い。 フトウコウジドウセイトスウゲンショウケイコウシュツゲンリツゼンコククラタカスイジュンスイイソウキュウタイサクヒツヨウキンキュウセイタカ																○いじめの発生件数 ハッセイケンスウ

																														(単位：件) タンイケン

				(2)府の関与の必要性 フカンヨヒツヨウセイ																				15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

						　府が先導的役割を果たし、市町村等に指導していく必要があることから、府の直接関与が求められる。 フセンドウテキヤクワリハシトウシドウヒツヨウフチョクセツカンヨモト																		1,069		1,158		1,010

				(3)効果性 コウカセイ																		○校内暴力の発生件数 コウナイボウリョクハッセイケンスウ

						　不登校専任教員の配置やスクールカウンセラーの配置等により、不登校児童生徒数が減少しており、効果は上がっている。 フトウコウセンニンキョウインハイチハイチトウフトウコウジドウセイトスウゲンショウコウカア																								(単位：件) タンイケン

																								15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

		評価指標の推移に関する評価 ヒョウカシヒョウスイイカンヒョウカ		○不登校児童生徒数 フトウコウジドウセイトスウ																				4,358		5,075		4,574

														(単位：人) タンイヒト

								15年度 ネンド		16年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

						大阪府 オオサカフ		10,497		10,396		9,798		9,079						施策評価 シサクヒョウカ		　子どもサポート体制の充実に一層取り組んでいくため、「スクールカウンセラー配置事業」等をはじめとする施策の推進及び充実に取り組んでいく。
　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　(事業毎の評価は、別紙１参照) コタイセイジュウジツイッソウトクハイチジギョウトウシサクスイシンオヨジュウジツトクジギョウマイヒョウカベッシサンショウ

						全  国 ゼンコク		126,226		123,358		122,255		126,764

						　不登校児童生徒数は、減少傾向にあるものの、依然として高い水準で推移している。 フトウコウジドウセイトスウゲンショウケイコウイゼンタカスイジュンスイイ





関連事業の実績

														(別紙３) ベッシ

		■関連事業の実績 カンレンジギョウジッセキ

				事業名 ジギョウナ		事業内容 ジギョウナイヨウ		事業実績 ジギョウジッセキ				決   算   額 (単位：千円) ケツザンガクタンイセンエン

								17年度 ネンド		18年度 ネンド		17年度 ネンド		18年度 ネンド

				スクーリングサポート推進事業 スイシンジギョウ		　 いじめ、不登校問題に対処するため、「いじめ・不登校対策会議」の開催や「子どもと親の相談員」「生徒協力指導員」の配置及び「スクーリング・サポート・ネットワーク(ＳＳＮ)整備事業」を実施する フトウコウモンダイタイショフトウコウタイサクカイギカイサイコオヤソウダンインセイトキョウリョクシドウインハイチオヨセイビジギョウジッシ		・ＳＳＮ参加　
  　　43市町村
・子どもと親の
  相談員配置　
　小学校 42校
　生徒指導推進
  協力員配置小
  学校　 27校 サンカシチョウソンコオヤソウダンインハイチショウガッコウコウセイトシドウスイシンキョウリョクインハイチショウガッコウコウ				60,832

				スクールカウンセラー配置事業		　 問題行動の未然防止や早期発見、早期解決のためには、子どもの悩み等への相談を行うなど、心のケアが大切であることから、心のケアの専門家であるスクールカウンセラー（臨床心理士）を公立中学校に配置・派遣する。		実施市町村数
              13				409,606

				ハートフレンド派遣事業		様々な態様の不登校児童・生徒に対して、個々の実態に応じたサポートをするため、心理系学部大学生などを府に登録し、府内の公立小・中学校に派遣する。		・小学校派遣
　　　　 110校
・中学校派遣
           92校 ショウガッコウハケンコウチュウガッコウハケンコウ				19,295

				ITを活用した学校復帰支援事業		ホームページを開設し、不登校に関する各種情報を提供するとともに、不登校の児童・生徒とパソコンなどを通じてコミュニケーションを図ることにより、学校復帰を促したり、学習の支援を行う。		ＨＰアクセス
　　　204,482件 ケン				3,392

				不登校緊急事業		中学校生活になじめずに不登校になる生徒が多いことから、公立中学校に不登校支援協力員を配置し、中学校1年生段階における小中学校が連携した不登校の予防及び早期対応に取り組む。また、あわせて、不登校生徒数が特に多い公立中学校に対し、不登校専任教員を配置する。		中学校１年不登
校生徒数
　　　　 1,664人
不登校出現率
　　　　　1.39％ チュウガッコウネンフノボルコウセイトスウニンフトウコウシュツゲンリツ				99,159



１　指標の推移に関す　　　
　る評価

→経年での評価、全国  
   数値がある場合には
   全国との比較など


２　プロジェクトに対す
  る評価

【評価の視点】

・各事業の緊急性
　（必要性）

・府の関与度

・啓発効果

・発展性（将来効果）

　　　　　　↓

・主要プロジェクト全体 
  における緊急性の
  評価

○　アウトカム指標の推移に関する
   評価

→経年での評価、全国数値がある場合には全国との比較など


○　関連指標の分析
　(例)
　・いじめの発生件数
　・校内暴力の発生件数
　・すこやか教育相談件数(公立）
　・コスモスダイヤル相談件数（私立）
      
　　



施策評価の結果

																						(別紙４) ベッシ

		■施策評価の結果 シサクヒョウアタイケッカ

				事業名 ジギョウナ		施策目標をあらわす指標　※１ シサクモクヒョウシヒョウ		成果指標　　　※２ セイカシヒョウ		活動指標　　　　※３ カツドウシヒョウ		参考指標　※４ サンコウシヒョウ		評　価
(緊急性)
※５ ヒョウアタイ		左の理由 ヒダリリユウ		今後の事業の方向性 コンゴジギョウホウコウセイ				今後の施策方向 コンゴシサクホウコウ

				スクーリングサポート推進事業 スイシンジギョウ		ー		改選児童生徒数（不登校）
⑮1,403人
⑯1,279人
⑰1,619人 カイセンジドウセイトスウフトウコウニンニンニン		不登校出現率　
⑮1.50
⑯1.49　
⑰1.39 フトウコウシュツゲンリツ		全国不登校出現率
⑮1.15
⑯1.14
⑰1.13 ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		ＡＡＡ		いじめ不登校問題は、いまだ深刻な状況にあり、また、最近の少年による一連の事件への対策として心のケアの重要性が指摘されているところから､その緊急性は高い。		見直し		今後は市町村教委と対策会議等を行い、効果的、効率的ないじめ不登校対策の推進に努める。		　 子どもサポート体制の充実に一層取組んでいくため、「スクールカウンセラー配置事業」等をはじめとする施策の推進及び充実に取組んでいく。 コタイセイジュウジツイッソウトリクハイチジギョウトウシサクスイシンオヨジュウジツトリク

				スクールカウンセラー配置事業				中学校における改善生徒数(不登校） チュウガッコウカイゼンセイトスウフトウコウ		スクールカウンセラー配置校数 ハイチコウスウ		中学校における不登校生徒数 チュウガッコウフトウコウセイトスウ		ＡＡＡ		いじめ・不登校問題は、いまだ深刻な状況にあり、また、最近の少年による一連の事件への対策として心のケアの重要性が指摘されているところから､その緊急性は高い。		継続 ケイゾク		平成17年度府内全中学校に配置をし、平成18年度より全中学校において一律6時間の活動形態に変更し、教育相談体制の充実を図るため維持継続する必要がある。

				ハートフレンド派遣事業				不登校児童生徒数
⑮10,497人
⑯10,396人
⑰  9,798人 フトウコウジドウセイトスウニンニンニン		改選児童生徒数（不登校）
⑮1,403人
⑯1,279人
⑰1,619人 カイセンジドウセイトスウフトウコウニンニンニン		全国不登校出現率
⑮1.15
⑯1.14
⑰1.13 ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		Ａ		府内の不登校の状況は、全国的にみても､児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなど、その緊急性は高い		廃止		平成18年度までのモデル事業であり、当初予定どおり平成18年度末で終了する。

				ITを活用した学校復帰支援事業				改選児童生徒数（不登校）
⑮1,403人
⑯1,279人
⑰1,619人 カイセンジドウセイトスウフトウコウニンニンニン		ＨＰアクセス総件数
⑯　    0件
⑰42,825件 ソウケンスウケンケン		全国不登校出現率
⑮1.15
⑯1.14
⑰1.13 ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		Ａ		府内の不登校の状況は、全国的にみても､児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなど、その緊急性は高い。		廃止 ハイシ		早期発見し、迅速、適切な対応を図るためには、児童福祉に関わる関係機関のとの連携が不可欠であり、今後も連携の強化が必要。 ソウキハッケンジンソクテキセツタイオウハカジドウフクシカカカンケイキカンレンケイフカケツコンゴレンケイキョウカヒツヨウ

				不登校緊急事業				不登校児童生徒数
⑮10,497人
⑯10,396人
⑰  9,798人 フトウコウジドウセイトスウニンニンニン		中学校１年生不登校生徒数
⑮1,898人
⑯1,911人
⑰1,664人 チュウガッコウネンセイフトウコウセイトスウニンニンニン		全国不登校出現率
⑮1.15
⑯1.14
⑰1.13 ゼンコクフトウコウシュツゲンリツ		ＡＡＡ		府内の不登校の状況は全国的にみても、児童生徒数、出現率とも高く、その早急なる対策を講じる必要があるなどその緊急性は高い。		廃止 ハイシ		　　　府内の不登校児童生徒数は依然として深刻な状況にあり、中学１年生段階における小中連携した予防及び早期対応を行う。

				(注) チュウ

				※１「施策目標をあらわす指標」 シサクモクヒョウシヒョウ		・・・・・・・・・		施策の進捗状況を点検し、効果的・効率的な施策推進を図るとともに、その内容を府民にわかりやすく示すツール

				※２ 「成　　果　　指　　標」 シゲルハタシユビヒョウ		・・・・・・・・・		事務事業の目的を端的にあらわし、事務事業を実施することによってどのような成果が生み出されるかを明確に示すための指標

				※３ 「活　　動　　指　　標」 カツドウユビヒョウ		・・・・・・・・・		事務事業を実施していく上で行う具体的な活動実績をあらわす指標

				※４ 「参　　考　　指　　標」 サンコウユビヒョウ		・・・・・・・・・		事務事業の必要性をあらわすような社会的数値、活動指標や成果指標の他府県における数値や全国平均値など、当該事務事業の必要性や成果を把握する上で参考となる指標。また、成果指標を数値として把握困難な場合に成果よる評価を補完するもの

				※５ 「評　　　　　　　　　価」 ヒョウアタイ		・・・・・・・・・		「ＡＡＡ」　拡大または継続する事務事業　「ＡＡ」　継続または見直しする事務事業　「Ａ」　見直しまたは「休止・廃止」する事務事業
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